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(57)【要約】
【課題】
　本発明の課題は、染料に対し、有機溶剤への溶解性を付与すること、堅牢性を付与する
こと、蛍光を発する色素に対し蛍光発光を抑制すること、の３点であり、以上の課題を解
決し、高明度・高コントラスト比なカラーフィルタ用着色組成物の提供することである。
【解決手段】
　前記課題は、蛍光を有する有機色素骨格を有することを特徴とする特定の一般式で表わ
される色素単量体（Ａ）、金属錯体化合物（Ｂ）、及びバインダー樹脂（Ｃ）を含むこと
を特徴とするカラーフィルタ用着色組成物によって、解決される。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記一般式（１）で表わされる蛍光を有する色素単量体（Ａ）、金属錯体化合物（Ｂ）
、及びバインダー樹脂（Ｃ）を含むことを特徴とするカラーフィルタ用着色組成物。
一般式（１）
【化１】

［一般式（１）中、Ｑは蛍光を有する有機色素骨格を表す。
Ｘは、直接結合、－Ｒ2－、－ＮＨ－Ｒ3－、－Ｏ－Ｒ3－、－ＣＯ－Ｒ3－、－ＣＯＯ－Ｒ

3－、または－Ｏ－ＣＯ－Ｒ3－を表す。
Ｒ1は、水素原子、またはメチル基を表す。
Ｒ2は、置換もしくは無置換のアルキレン基、置換もしくは無置換のエステル結合（－Ｃ
ＯＯ－）もしくはエーテル結合（－Ｏ－）から選ばれる一種類以上の結合を少なくとも１
つ含むアルキレン基、置換もしくは無置換のアルケニレン基、置換もしくは無置換のアリ
ーレン基、－Ｒ4－Ｏ－Ｒ5－、－Ｒ4－ＣＯ－Ｒ5－、－Ｒ4－ＣＯＯ－Ｒ5、－Ｒ4－Ｏ－
ＣＯ－Ｒ5－、－Ｒ4－Ｏ－ＣＯＮＨ－Ｒ5－、または－Ｒ4－Ｏ－ＣＯ－Ｒ6－ＣＯ－Ｒ5－
を表す。
Ｒ3は、置換もしくは無置換のアルキレン基、置換もしくは無置換のアルケニレン基、置
換もしくは無置換のアリーレン基、－Ｒ4－Ｏ－Ｒ5－、－Ｒ4－ＣＯ－Ｒ5－、－Ｒ4－Ｏ
－ＣＯ－Ｒ5－、－Ｒ4－Ｏ－ＣＯＮＨ－Ｒ5－、または－Ｒ4－Ｏ－ＣＯ－Ｒ6－ＣＯ－Ｒ5

－を表す。Ｒ4およびＲ6は、それぞれ独立に、置換もしくは無置換のアルキレン基、置換
もしくは無置換のアルケニレン基、または置換もしくは無置換のアリーレン基を表す。Ｒ

5は、置換もしくは無置換のアルキレン基、または－Ｏ－ＣＨ2－ＣＨＯＨ－ＣＨ2－を表
す。］
【請求項２】
　一般式（１）における蛍光を有する有機色素骨格Ｑが、一般式（２）で示されるキサン
テン系骨格、一般式（３－１）（３－２）（３－３）で示されるアントラキノン系骨格の
いずれか１種の有機色素骨格である請求項１記載のカラーフィルタ用着色組成物。
一般式（２）
【化２】

[一般式（２）中、Ｒ31～Ｒ34は、各々独立に、水素原子又は１価の置換基を表し、Ｒ31
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とＲ32、およびＲ33とＲ34は、環構造を形成しても良い。Ｒ35は、各々独立に、１価の置
換基を表し、ｍは、０から５の整数を表す。Ｙ-は、無機または有機のアニオンを表す。
ここで、Ｒ31～Ｒ35のいずれか１つは、Ｘとの結合手である。]
【化３】

［一般式（３－１）、（３－２）、および（３－３）中、
Ｒ41は水素原子、－ＲＯＨ（Ｒは炭素数１～５のアルキレン基）、－ＲＣＯＯＨ（Ｒは炭
素数１～５のアルキレン基）、または置換基を有してもよいフェニル基を表す。Ｒ42～Ｒ

48は、各々独立に水素原子、水酸基、－ＮＨＲ49（Ｒ49とＲ41は同義である）、ＳＯ3Ｍ
基、ハロゲン原子、－ＣＯＲ’（Ｒ’は炭素数１－３のアルキル基を表す）である。
ここで、Ｒ41～Ｒ48のいずれか１つは、Ｘとの結合手である。］
【請求項３】
　金属錯体化合物（Ｂ）の中心金属が、バナジウム(Ｖ)、クロム(Ｃｒ)、マンガン(Ｍｎ)
、鉄(Ｆｅ)、コバルト(Ｃｏ)、ニッケル(Ｎｉ)、および銅(Ｃｕ)のいずれかより選ばれた
ものであることを特徴とする請求項１または２記載のカラーフィルタ用着色組成物。
【請求項４】
　金属錯体化合物（Ｂ）が、アゾ染料もしくはメチン染料を配位子とし、クロムもしくは
コバルトを中心金属とする金属錯塩染料である請求項１～３いずれか記載のカラーフィル
タ用着色組成物。
【請求項５】
　色素単量体（Ａ）と金属錯体化合物（Ｂ）との重量比（（Ｂ）／（Ａ））が、０．００
５～１．０であることを特徴とする請求項１～４いずれか記載のカラーフィルタ用着色組
成物。
【請求項６】
　さらに、有機顔料（Ｄ）を含有することを特徴とする請求項１～５いずれか記載のカラ
ーフィルタ用着色組成物。
【請求項７】
　さらに光重合性単量体および／または光重合開始剤を含有することを特徴とする請求項
１～６いずれか記載のカラーフィルタ用着色組成物。
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【請求項８】
　基板上に、請求項１～７いずれか記載のカラーフィルタ用着色組成物から形成されてな
るフィルタセグメントを具備することを特徴とするカラーフィルタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、カラー液晶表示装置、及びカラー撮像管素子等に用いられるカラーフィルタ
の製造に使用されるカラーフィルタ用着色組成物、並びにこれを用いて形成されるフィル
タセグメントを具備するカラーフィルタに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置は、２枚の偏光板に挟まれた液晶層が、１枚目の偏光板を通過した光の偏
光度合いを制御して、２枚目の偏光板を通過する光量をコントロールすることにより表示
を行う表示装置であり、ツイストネマチック（ＴＮ）型液晶を用いるタイプが主流となっ
ている。その他の代表的な液晶表示装置の方式としては、一対の電極を片側の基板上に設
けて基板に平行な方向に電解を印加するイン・プレーン・スイッチング（ＩＰＳ）方式、
負の誘電異方性をもつネマチック液晶を垂直配向させるヴァーティカリー・アライメント
（ＶＡ）方式、また一軸性の位相差フィルムの光軸を互いに直交させ、光学補償を行なっ
ているオプティカリー・コンベンセンド・ベンド（ＯＣＢ）方式等があり、それぞれが実
用化されている。
【０００３】
　液晶表示装置は、２枚の偏光板の間にカラーフィルタを設けることによりカラー表示が
可能となり、近年、テレビやパソコンモニタ等に用いられるようになったことから、カラ
ーフィルタに対して高コントラスト化、高明度化の要求が高まっている。
【０００４】
　カラーフィルタは、ガラス等の透明な基板の表面に２種以上の異なる色相の微細な帯（
ストライプ）状のフィルタセグメントを平行又は交差して配置したもの、あるいは微細な
フィルタセグメントを縦横一定の配列で配置したものからなっている。フィルタセグメン
トは、数ミクロン～数１００ミクロンと微細であり、しかも色相毎に所定の配列で整然と
配置されている。
【０００５】
　一般的に、カラー液晶表示装置では、カラーフィルタの上に液晶を駆動させるための透
明電極が蒸着あるいはスパッタリングにより形成され、さらにその上に液晶を一定方向に
配向させるための配向膜が形成されている。これらの透明電極及び配向膜の性能を充分に
得るには、その形成を一般に２００℃以上、好ましくは２３０℃以上の高温で行う必要が
ある。このため、現在、カラーフィルタの製造方法としては、耐光性、耐熱性に優れる顔
料を着色剤とする顔料分散法と呼ばれる方法が主流となっている。
【０００６】
　カラーフィルタに要求される品質項目としては、明度とコントラスト比が挙げられる。
コントラスト比が低いカラーフィルタを用いると、液晶が制御した偏光度合いを乱してし
まい、光を遮断しなければならないとき（ＯＦＦ状態）に光が漏れたり、光を透過しなけ
ればならないとき（ＯＮ状態）に透過光が減衰したりするため、ぼやけた画面となってし
まう。そのため高品質な液晶表示装置を実現するためには、高コントラスト化が不可欠で
ある。
【０００７】
　また、明度が低いカラーフィルタを用いると、光の透過率が低いため、暗い画面となっ
てしまい、明るい画面とするためには、光源であるバックライトの数を増量する必要があ
る。そのため消費電力の増大を抑制する観点から、カラーフィルタの高明度化がトレンド
となっている。さらに、前述のようにカラー液晶装置がテレビやパソコンモニタ等に用い
られるようになったことから、カラーフィルタに対して高明度化、高コントラスト化とと
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【０００８】
近年顔料で達成し得ない高コントラスト比・高明度化を実現するため、染料系の色材に注
目が集まっている。中でもローダミン色素、エオシン色素等のキサンテン系色素、ジフェ
ニルメタン等のジアリールメタン系色素、トリフェニルメタン等のトリアリールメタンメ
タン系色素等は色特性に優位性があることから、高明度化を達成する材料として期待され
ている。また染料は、溶剤下において、顔料のような粒子状態ではなく溶解状態で存在す
るため、光散乱等が生じず、結果的に、従来の顔料同士の組み合わせた着色組成物より、
コントラスト比の高いカラーフィルタが得られることが期待されている。
【０００９】
　しかし、染料種によっては、蛍光発光特性を示す（例えば特許文献６参照）ため、コン
トラスト比が低くなるという問題があった。また、染料一般の特性として、顔料に比較し
て耐熱性・耐光性など堅牢性に劣る傾向にあり、またカラーフィルタ用着色物として好適
な有機溶剤への溶解性が劣る傾向にある。そのため、染料を使用するに当たって、有機溶
剤溶解性を付与すること、堅牢性を付与すること、蛍光を有する染料においては蛍光発光
を抑制する技術が求められている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１０】
【特許文献１】特開平６－７５３７５号公報
【特許文献２】特開２０００－１６２４２９号公報
【特許文献３】特開２００１－８１３４８号公報
【特許文献４】特開２００５－２９２３０５号公報
【特許文献５】特開２００９－２６５６４１号公報
【特許文献６】特開２０１０－３２９９９号公報
【特許文献７】特開２０１１－１３８０９５号公報
【特許文献８】特開２００５－０２５１７５号公報
【特許文献９】特開２０１３－１０１１６６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　本発明が解決しようとする課題は、染料に対し、有機溶剤への溶解性を付与すること、
堅牢性を付与すること、蛍光を発する色素に対し蛍光発光を抑制すること、の３点であり
、以上の課題を解決し、高明度・高コントラスト比なカラーフィルタ用着色組成物の提供
を可能とすることである。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　すなわち、本発明は、下記一般式（１）で表わされる蛍光を有する色素単量体（Ａ）、
金属錯体化合物（Ｂ）、及びバインダー樹脂（Ｃ）を含むことを特徴とするカラーフィル
タ用着色組成物に関する。
【００１３】
一般式（１）
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【化１】

【００１４】
［一般式（１）中、Ｑは蛍光を有する有機色素骨格を表す。
Ｘは、直接結合、－Ｒ2－、－ＮＨ－Ｒ3－、－Ｏ－Ｒ3－、－ＣＯ－Ｒ3－、－ＣＯＯ－Ｒ

3－、または－Ｏ－ＣＯ－Ｒ3－を表す。
Ｒ1は、水素原子、またはメチル基を表す。
Ｒ2は、置換もしくは無置換のアルキレン基、置換もしくは無置換のエステル結合（－Ｃ
ＯＯ－）もしくはエーテル結合（－Ｏ－）から選ばれる一種類以上の結合を少なくとも１
つ含むアルキレン基、置換もしくは無置換のアルケニレン基、置換もしくは無置換のアリ
ーレン基、－Ｒ4－Ｏ－Ｒ5－、－Ｒ4－ＣＯ－Ｒ5－、－Ｒ4－ＣＯＯ－Ｒ5、－Ｒ4－Ｏ－
ＣＯ－Ｒ5－、－Ｒ4－Ｏ－ＣＯＮＨ－Ｒ5－、または－Ｒ4－Ｏ－ＣＯ－Ｒ6－ＣＯ－Ｒ5－
を表す。Ｒ3は、置換もしくは無置換のアルキレン基、置換もしくは無置換のアルケニレ
ン基、置換もしくは無置換のアリーレン基、－Ｒ4－Ｏ－Ｒ5－、－Ｒ4－ＣＯ－Ｒ5－、－
Ｒ4－Ｏ－ＣＯ－Ｒ5－、－Ｒ4－Ｏ－ＣＯＮＨ－Ｒ5－、または－Ｒ4－Ｏ－ＣＯ－Ｒ6－Ｃ
Ｏ－Ｒ5－を表す。Ｒ4およびＲ6は、それぞれ独立に、置換もしくは無置換のアルキレン
基、置換もしくは無置換のアルケニレン基、または置換もしくは無置換のアリーレン基を
表す。Ｒ5は、置換もしくは無置換のアルキレン基、または－Ｏ－ＣＨ2－ＣＨＯＨ－ＣＨ

2－を表す。］
【００１５】
　また、本発明は、一般式（１）における蛍光を有する有機色素骨格Ｑが、一般式（２）
で示されるキサンテン系骨格、一般式（３－１）（３－２）（３－３）で示されるアント
ラキノン系骨格のいずれか１種の有機色素骨格である前記カラーフィルタ用着色組成物に
関する。
【００１６】
一般式（２）
【化２】

【００１７】
[一般式（２）中、Ｒ31～Ｒ34は、各々独立に、水素原子又は１価の置換基を表し、Ｒ31

とＲ32、およびＲ33とＲ34は、環構造を形成しても良い。Ｒ35は、各々独立に、１価の置
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換基を表し、ｍは、０から５の整数を表す。Ｙ-は、無機または有機のアニオンを表す。
ここで、Ｒ31～Ｒ35のいずれか１つは、Ｘとの結合手である。]
【００１８】
【化３】

【００１９】
［一般式（３－１）、（３－２）、および（３－３）中、
Ｒ41は水素原子、－ＲＯＨ（Ｒは炭素数１～５のアルキレン基）、－ＲＣＯＯＨ（Ｒは炭
素数１～５のアルキレン基）、または置換基を有してもよいフェニル基を表す。Ｒ42～Ｒ

48は、各々独立に水素原子、水酸基、－ＮＨＲ49（Ｒ49とＲ41は同義である）、ＳＯ3Ｍ
基、ハロゲン原子、－ＣＯＲ’（Ｒ’は炭素数１－３のアルキル基を表す）である。
ここで、Ｒ41～Ｒ48のいずれか１つは、Ｘとの結合手である。］
【００２０】
　また、本発明は、金属錯体化合物（Ｂ）の中心金属が、バナジウム(Ｖ)、クロム(Ｃｒ)
、マンガン(Ｍｎ)、鉄(Ｆｅ)、コバルト(Ｃｏ)、ニッケル(Ｎｉ)、および銅(Ｃｕ)のいず
れかより選ばれたものであることを特徴とする前記カラーフィルタ用着色組成物に関する
。
【００２１】
　また、本発明は、金属錯体化合物（Ｂ）が、アゾ染料もしくはメチン染料を配位子とし
、クロムもしくはコバルトを中心金属とする金属錯塩染料である前記カラーフィルタ用着
色組成物に関する。
【００２２】
　また、本発明は、色素単量体（Ａ）と金属錯体化合物（Ｂ）との重量比（（Ｂ）／（Ａ
））が、０．００５～１．０であることを特徴とする前記カラーフィルタ用着色組成物に
関する。
【００２３】
　また、本発明は、さらに、有機顔料（Ｄ）を含有することを特徴とする前記カラーフィ
ルタ用着色組成物に関する。
【００２４】
　また、本発明は、さらに光重合性単量体および／または光重合開始剤を含有することを
特徴とする前記カラーフィルタ用着色組成物に関する。
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【００２５】
　さらに、本発明は、基板上に、前記カラーフィルタ用着色組成物から形成されてなるフ
ィルタセグメントを具備することを特徴とするカラーフィルタに関する。
【発明の効果】
【００２６】
　本発明により、溶剤溶解性と堅牢性（耐熱性、耐光性）、蛍光発光抑制を満たすカラー
フィルタ用着色組成物を提供することができる。本発明のカラーフィルタ用着色組成物を
用いてカラーフィルタを作成することで、高明度・高コントラスト比を有するカラーフィ
ルタを形成することが可能となる。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　以下、本発明を詳細に説明する。
　なお、本明細書では、「（メタ）アクリロイル」、「（メタ）アクリル」、「（メタ）
アクリル酸」、「（メタ）アクリレート」、又は「（メタ）アクリルアミド」と表記した
場合には、特に説明がない限り、それぞれ、「アクリロイル及び／又はメタクリロイル」
、「アクリル及び／又はメタクリル」、「アクリル酸及び／又はメタクリル酸」、「アク
リレート及び／又はメタクリレート」、又は「アクリルアミド及び／又はメタクリルアミ
ド」を表すものとする。
　また、本明細書に挙げる「Ｃ．Ｉ．」は、カラーインデクッス（Ｃ．Ｉ．）を意味する
。
【００２８】
＜着色剤＞
　本発明のカラーフィルタ用着色組成物は、着色剤として、一般式（１）で記載される蛍
光を有する色素（Ａ）を含むことを特徴とする。また、さらに有機顔料（Ｄ）を併用して
用いることも好ましいものである。一般式（１）で示されるような色素単量体（Ａ）は、
末端に官能基を付加した効果により、通常の染料より有機溶剤への溶解性が向上するほか
、耐熱性など堅牢性の向上にも寄与するため、カラーフィルタ用着色組成物として好適と
なる。
【００２９】
＜蛍光を有する色素単量体（Ａ）＞
一般式（１）
【化４】

【００３０】
　一般式（１）中、Ｑは蛍光を有する有機色素骨格を表す。
Ｘは、直接結合、－Ｒ2－、－ＮＨ－Ｒ3－、－Ｏ－Ｒ3－、－ＣＯ－Ｒ3－、－ＣＯＯ－Ｒ

3－、または－Ｏ－ＣＯ－Ｒ3－を表す。
Ｒ1は、水素原子、またはメチル基を表す。
Ｒ2は、置換もしくは無置換のアルキレン基、置換もしくは無置換のエステル結合（－Ｃ
ＯＯ－）もしくはエーテル結合（－Ｏ－）から選ばれる一種類以上の結合を少なくとも１
つ含むアルキレン基、置換もしくは無置換のアルケニレン基、置換もしくは無置換のアリ
ーレン基、－Ｒ4－Ｏ－Ｒ5－、－Ｒ4－ＣＯ－Ｒ5－、－Ｒ4－ＣＯＯ－Ｒ5、－Ｒ4－Ｏ－
ＣＯ－Ｒ5－、－Ｒ4－Ｏ－ＣＯＮＨ－Ｒ5－、または－Ｒ4－Ｏ－ＣＯ－Ｒ6－ＣＯ－Ｒ5－
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を表す。
Ｒ3は、置換もしくは無置換のアルキレン基、置換もしくは無置換のアルケニレン基、置
換もしくは無置換のアリーレン基、－Ｒ4－Ｏ－Ｒ5－、－Ｒ4－ＣＯ－Ｒ5－、－Ｒ4－Ｏ
－ＣＯ－Ｒ5－、－Ｒ4－Ｏ－ＣＯＮＨ－Ｒ5－、または－Ｒ4－Ｏ－ＣＯ－Ｒ6－ＣＯ－Ｒ5

－を表す。Ｒ4およびＲ6は、それぞれ独立に、置換もしくは無置換のアルキレン基、置換
もしくは無置換のアルケニレン基、または置換もしくは無置換のアリーレン基を表す。Ｒ

5は、置換もしくは無置換のアルキレン基、または－Ｏ－ＣＨ2－ＣＨＯＨ－ＣＨ2－を表
す。
【００３１】
　本発明における「置換基」としては、ハロゲン原子（フッ素原子、塩素原子、臭素原子
、ヨウ素原子）、炭素数１～４のアルキル基、炭素数１～４のアルコキシル基、シアノ基
、トリフルオロメチル基、ニトロ基、水酸基、カルバモイル基、Ｎ－置換カルバモイル基
、スルファモイル基、Ｎ－置換スルファモイル基、カルボキシル基、スルホ基、カルボキ
シル基またはスルホ基から選ばれる酸性基の１価～３価の金属塩（例えば、ナトリウム塩
、カリウム塩、アルミニウム塩等）などが挙げられる。したがって、置換基を有してもよ
いフェニル基の具体例としては、フェニル基、ｐ-メチルフェニル基、４－ｔｅｒｔ－ブ
チルフェニル基、ｐ－ニトロフェニル基、ｐ－メトキシフェニル基、ｏ－トリフルオロメ
チルフェニル基、ｐ－クロロフェニル基、ｐ－ブロモフェニル基、２,４－ジクロロフェ
ニル基、３－カルバモイルフェニル基、２－クロロ－４－カルバモイルフェニル基、２－
メチル－４－カルバモイルフェニル基、２－メトキシ－４－カルバモイルフェニル基、２
－メトキシ－４－メチル－３－スルファモイルフェニル基、４－スルホフェニル基、４－
カルボキシフェニル基、２－メチル－４－スルホフェニル基のほか、後述の有機色素骨格
Ｑなどが挙げられるが、これらに限定されるものではない。
【００３２】
　Ｒ2～Ｒ6における置換もしくは無置換のアルキレン基としては、下記置換もしくは無置
換のアルキル基、炭素数１から３０の直鎖状、分岐鎖状、単環状または縮合多環状アルキ
ル基、または炭素数２から３０であり、エステル結合（－ＣＯＯ－）、エーテル結合（－
Ｏ－）から選ばれる一種類以上の結合を少なくとも１つ含む直鎖状、分岐鎖状、単環状ま
たは縮合多環状アルキル基から１個の水素原子を除いて出来る２価の基が挙げられる。
【００３３】
　炭素数１から３０の直鎖状、分岐鎖状、単環状または縮合多環状アルキル基の具体例と
しては、メチル基、エチル基、プロピル基、ブチル基、ペンチル基、ヘキシル基、ヘプチ
ル基、オクチル基、ノニル基、デシル基、ドデシル基、オクタデシル基、トリフルオロメ
チル基、イソプロピル基、イソブチル基、イソペンチル基、２－エチルヘキシル基、２－
ヘキシルドデシル基、ｓｅｃ－ブチル基、ｔｅｒｔ－ブチル基、ｓｅｃ－ペンチル基、ｔ
ｅｒｔ－ペンチル基、ｔｅｒｔ－オクチル基、ネオペンチル基、シクロプロピル基、シク
ロブチル基、シクロペンチル基、シクロヘキシル基、アダマンチル基、ノルボルニル基、
ボロニル基、４－デシルシクロヘキシル基等を挙げることができるが、これらに限定され
るものではない。
【００３４】
　炭素数２から３０であり、エステル結合（－ＣＯＯ－）、エーテル結合（－Ｏ－）から
選ばれる一種類以上の結合を少なくとも１つ含む直鎖状、分岐鎖状アルキル基の具体例と
しては、－ＣＨ2－ＣＨ2－ＣＨ2－ＣＯＯ－ＣＨ2－ＣＨ3、－ＣＨ2－ＣＨ（－ＣＨ3）－
ＣＨ2－ＣＯＯ－ＣＨ2－ＣＨ3、－ＣＨ2－ＣＨ2－ＣＨ2－ＯＣＯ－ＣＨ2－ＣＨ3、－ＣＨ

2－ＣＨ2－ＣＨ2－ＣＨ2－ＣＯＯ－ＣＨ2－ＣＨ（ＣＨ2－ＣＨ3）－ＣＨ2－ＣＨ2－ＣＨ2

－ＣＨ3、－ＣＨ2－ＣＨ2－ＣＨ2－Ｏ－ＣＨ2－ＣＨ（ＣＨ2－ＣＨ3）－ＣＨ2－ＣＨ2－
ＣＨ2－ＣＨ3、－(ＣＨ2)5－ＣＯＯ－（ＣＨ2）11－ＣＨ3、－ＣＨ2－ＣＨ2－ＣＨ2－Ｃ
Ｈ－(ＣＯＯ－ＣＨ2－ＣＨ3) 2、－ＣＨ2－Ｏ－ＣＨ3、－ＣＨ2－ＣＨ2－Ｏ－ＣＨ2－Ｃ
Ｈ3、－ＣＨ2－ＣＨ2－ＣＨ2－Ｏ－ＣＨ2－ＣＨ3、－（ＣＨ2－ＣＨ2－Ｏ）n－ＣＨ3（こ
こでｎは１から８の整数である）、－（ＣＨ2－ＣＨ2－ＣＨ2－Ｏ）m－ＣＨ3（ここでｍ
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は１から５の整数である）、－ＣＨ2－ＣＨ（ＣＨ3）－Ｏ－ＣＨ2－ＣＨ3－、－ＣＨ2－
ＣＨ－（ＯＣＨ3）2、－ＣＨ2－ＣＨ2－ＣＯＯ－ＣＨ2－ＣＨ2－Ｏ－ＣＨ2－ＣＨ（ＣＨ2

－ＣＨ3）－ＣＨ2－ＣＨ2－ＣＨ2－ＣＨ3、－ＣＨ2－ＣＨ3、－ＣＨ2－ＣＨ2－ＣＨ2－Ｏ
－ＣＯ－ＣＨ2－ＣＨ（ＣＨ2－ＣＨ3）－ＣＨ2－ＣＨ2－ＣＨ2－ＣＨ3、－ＣＨ2－ＣＨ2

－ＣＯＯ－ＣＨ2－ＣＨ2－Ｏ－ＣＨ2－ＣＨ2－Ｏ－ＣＨ2－ＣＨ（ＣＨ2－ＣＨ3）－ＣＨ2

－ＣＨ2－ＣＨ2－ＣＨ3等を挙げることができるが、これらに限定されるものではない。
【００３５】
　炭素数２から３０であり場合により、エステル結合（－ＣＯＯ－）、エーテル結合（－
Ｏ－）から選ばれる一種類以上の結合を少なくとも１つ含む単環状または縮合多環状アル
キル基の具体例としては、以下のようなものを挙げることができるが、これらに限定され
るものではない。
【００３６】
【化５】

【００３７】
　Ｒ2～Ｒ6における置換もしくは無置換のアルケニレン基としては、下記置換もしくは無
置換のアルケニル基、炭素数１から１８の直鎖状、分岐鎖状、単環状または縮合多環状ア
ルケニル基が挙げられる。それらは構造中に複数の炭素－炭素二重結合を有していてもよ
い。具体例としては、ビニル基、１－プロペニル基、アリル基、２－ブテニル基、３－ブ
テニル基、イソプロペニル基、イソブテニル基、１－ペンテニル基、２－ペンテニル基、
３－ペンテニル基、４－ペンテニル基、１－ヘキセニル基、２－ヘキセニル基、３－ヘキ
セニル基、４－ヘキセニル基、５－ヘキセニル基、シクロペンテニル基、シクロヘキセニ
ル基、１，３－ブタジエニル基、シクロヘキサジエニル基、シクロペンタジエニル基から
１個の水素原子を除いて出来る２価の基等を挙げることができるが、これらに限定される
ものではない。
【００３８】
　Ｒ2～Ｒ6における置換もしくは無置換のアリーレン基としては、炭素数６～３０を有す
る置換もしくは無置換のヘテロ原子を含んでもよい単環または縮合多環芳香族基であり、
例えば、フェニル基、１－ナフチル基、２－ナフチル基、ｐ－ビフェニル基、ｍ－ビフェ
ニル基、２－アントリル基、９－アントリル基、２－フェナントリル基、３－フェナント
リル基、９－フェナントリル基、２－フルオレニル基、３－フルオレニル基、９－フルオ
レニル基、１－ピレニル基、２－ピレニル基、３－ペリレニル基、ターフェニル基、チエ
ニル基、ベンゾチエニル基、ナフトチエニル基、フリル基、ピラニル基、ピロリル基、イ
ミダゾイル基、ピリジル基、インドール基、チアゾール基から１個の水素原子を除いて出
来る２価の基等を挙げることができるが、これらに限定されるものではない。
【００３９】
　また、Ｒ2～Ｒ6における置換もしくは無置換のアルキレン基、アルケニレン基、アリー
レン基の水素原子はさらに他の置換基で置換されていても良い。
【００４０】
　そのような置換基としては、ハロゲン原子、置換もしくは無置換のアルキル基、置換も
しくは無置換のアルケニル基、置換もしくは無置換のアリール基、ニトロ基、ヒドロキシ
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挙げられる。
【００４１】
　ここで、ハロゲン原子としてはフッ素原子、塩素原子、臭素原子、ヨウ素原子が挙げら
れる。
【００４２】
　Ｘは、直接結合、－Ｒ2－、－Ｏ－Ｒ3－、または－ＣＯＯ－Ｒ3－であることが好まし
く、直接結合、無置換のアルキレン基、－ＣＯＯ－Ｒ3－（Ｒ3は炭素数１～５のアルキレ
ン基）、または－Ｒ4－Ｏ－Ｒ5－（Ｒ4およびＲ5は各々独立して炭素数１～５のアルキレ
ン基）、であることがより好ましい。
【００４３】
（蛍光を有する色素骨格・Ｑ）
　一般式（１）中の蛍光を有する有機色素骨格Ｑとしては、蛍光発光する色素であれば制
限されない。すなわち蛍光を有する染料、蛍光を有する顔料であれば用いることができる
。染料の形態である場合は、油溶性染料、酸性染料、直接染料、塩基性染料、媒染染料、
酸性媒染染料等の各種染料のいずれかの形態を有するものであることが好ましい。染料の
場合、カラーインデックス（The Society of Dyers and Colourists出版）で染料に分類
されている化合物や、染色ノート（色染社）に記載されている公知の染料が挙げられる。
また顔料の形態であるものとしては、蛍光を有する顔料や、前記染料をレーキ化したレー
キ顔料が挙げられる。
　中でも、トリフェニルメタン系染料、トリフェニルメタン系レーキ顔料、ジフェニルメ
タン系染料、ジフェニルメタン系レーキ顔料、キノリン系染料、キノリン系顔料、チアジ
ン系染料、チアゾール系染料、キサンテン系染料、キサンテン系レーキ顔料、ジケトピロ
ロピロール系顔料、アゾ系染料、アゾ系顔料、シアニン系染料等を用いることができる。
　特に可視光領域において蛍光発光する色素を用いた場合、高コントラスト比のカラーフ
ィルタとする効果に優れている。
【００４４】
　本発明においては、蛍光を有する有機色素骨格の中でも、キサンテン系染料、アントラ
キノン染料を用いることが、色相の点から特に好ましい。
【００４５】
（キサンテン系染料）
　キサンテン系染料とは、キサンテン環を含む染料であり、水酸基を含む酸性形（フルオ
レセインの類）、アミノ基を含む塩基性形（ローダミンの類）、その混合系（ロドールの
類）に大別される。その大部分は塩基性染料または酸性染料に属し、著しく鮮明な色調を
有している。中でも色調の点でローダミン染料が好ましいものである。
【００４６】
［一般式（２）で表されるキサンテン系染料］
　キサンテン系染料のなかでも、一般式（２）で表されるキサンテン系染料は、明度およ
び耐性に優れるために好ましいものである。
【００４７】
一般式（２）
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【化６】

【００４８】
　一般式（２）中、Ｒ31～Ｒ34は、各々独立に、水素原子又は１価の置換基を表し、Ｒ31

とＲ32、およびＲ33とＲ34は、環構造を形成しても良い。Ｒ35は、各々独立に、１価の置
換基を表し、ｍは、０から５の整数を表す。Ｙ-は、無機または有機のアニオンを表す。
ここで、Ｒ31～Ｒ35のいずれか１つは、Ｘとの結合手である。
【００４９】
　一般式（２）におけるＲ31～Ｒ34及びＲ35が取りうる置換基を、下記置換基群Ａで示す
。
【００５０】
≪置換基群Ａ≫
　置換基としては、ハロゲン原子、アルキル基、シクロアルキル基、アルケニル基、シク
ロアルケニル基、アルキニル基、アリール基、ヘテロ環基、シアノ基、ヒドロキシル基、
ニトロ基、カルボキシル基、アルコキシ基、アリールオキシ基、シリルオキシ基、ヘテロ
環オキシ基、アシルオキシ基、カルバモイルオキシ基、アルコキシカルボニルオキシ基、
アリールオキシカルボニルオキシ基、アミノ基（アルキルアミノ基、アニリノ基を含む）
、アシルアミノ基、アミノカルボニルアミノ基、アルコキシカルボニルアミノ基、アリー
ルオキシカルボニルアミノ基、スルファモイルアミノ基、アルキル又はアリールスルホニ
ルアミノ基、メルカプト基、アルキルチオ基、アリールチオ基、ヘテロ環チオ基、スルフ
ァモイル基、スルホ基、アルキル又はアリールスルフィニル基、アルキル又はアリールス
ルホニル基、アシル基、アリールオキシカルボニル基、アルコキシカルボニル基、カルバ
モイル基、アリール又はヘテロ環アゾ基、イミド基、ホスフィノ基、ホスフィニル基、ホ
スフィニルオキシ基、ホスフィニルアミノ基、シリル基などが挙げられる。以下詳細に記
述する。
【００５１】
　ハロゲン原子（例えば、フッ素原子、塩素原子、臭素原子、ヨウ素原子）、
直鎖もしくは分岐のアルキル基（直鎖または分岐の置換もしくは無置換のアルキル基で、
好ましくは炭素数１～３０のアルキル基であり、例えばメチル、エチル、ｎ－プロピル、
イソプロピル、ｔ－ブチル、ｎ－オクチル、２－クロロエチル、２－シアノエチル、２－
エチルヘキシル）、
シクロアルキル基（好ましくは、炭素数３～３０の置換または無置換のシクロアルキル基
、例えば、シクロヘキシル、シクロペンチルが挙げられ、多シクロアルキル基、例えば、
ビシクロアルキル基（好ましくは、炭素数５～３０の置換もしくは無置換のビシクロアル
キル基で、例えば、ビシクロ［１，２，２］ヘプタン－２－イル、ビシクロ［２，２，２
］オクタン－３－イル）やトリシクロアルキル基等の多環構造の基が挙げられる。好まし
くは単環のシクロアルキル基、ビシクロアルキル基であり、単環のシクロアルキル基が特
に好ましい。）
【００５２】
　直鎖もしくは分岐のアルケニル基（直鎖または分岐の置換もしくは無置換のアルケニル
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基で、好ましくは炭素数２～３０のアルケニル基であり、例えば、ビニル、アリル、プレ
ニル、ゲラニル、オレイル）、
シクロアルケニル基（好ましくは、炭素数３～３０の置換もしくは無置換のシクロアルケ
ニル基で、例えば、２－シクロペンテン－１－イル、２－シクロヘキセン－１－イルが挙
げられ、多シクロアルケニル基、例えば、ビシクロアルケニル基（好ましくは、炭素数５
～３０の置換もしくは無置換のビシクロアルケニル基で、例えば、ビシクロ［２，２，１
］ヘプト－２－エン－１－イル、ビシクロ［２，２，２］オクト－２－エン－４－イル）
やトリシクロアルケニル基であり、単環のシクロアルケニル基が特に好ましい。）
アルキニル基（好ましくは、炭素数２～３０の置換または無置換のアルキニル基、例えば
、エチニル、プロパルギル、トリメチルシリルエチニル基）、
【００５３】
　アリール基（好ましくは炭素数６～３０の置換もしくは無置換のアリール基で、例えば
フェニル、ｐ－トリル、ナフチル、ｍ－クロロフェニル、ｏ－ヘキサデカノイルアミノフ
ェニル）、
ヘテロ環基（好ましくは５～７員の置換もしくは無置換、飽和もしくは不飽和、芳香族も
しくは非芳香族、単環もしくは縮環のヘテロ環基であり、より好ましくは、環構成原子が
炭素原子、窒素原子および硫黄原子から選択され、かつ窒素原子、酸素原子および硫黄原
子のいずれかのヘテロ原子を少なくとも一個有するヘテロ環基であり、更に好ましくは、
炭素数３～３０の５もしくは６員の芳香族のヘテロ環基である。例えば、２－フリル、２
－チエニル、２－ピリジル、４－ピリジル、２－ピリミジニル、２－ベンゾチアゾリル）
、シアノ基、ヒドロキシル基、ニトロ基、カルボキシル基、
【００５４】
　アルコキシ基（好ましくは、炭素数１～３０の置換もしくは無置換のアルコキシ基で、
例えば、メトキシ、エトキシ、イソプロポキシ、ｔ－ブトキシ、ｎ－オクチルオキシ、２
－メトキシエトキシ）、
アリールオキシ基（好ましくは、炭素数６～３０の置換もしくは無置換のアリールオキシ
基で、例えば、フェノキシ、２－メチルフェノキシ、２，４－ジ－ｔ－アミルフェノキシ
、４－ｔ－ブチルフェノキシ、３－ニトロフェノキシ、２－テトラデカノイルアミノフェ
ノキシ）、
シリルオキシ基（好ましくは、炭素数３～２０のシリルオキシ基で、例えば、トリメチル
シリルオキシ、ｔ－ブチルジメチルシリルオキシ）、
ヘテロ環オキシ基（好ましくは、炭素数２～３０の置換もしくは無置換のヘテロ環オキシ
基で、ヘテロ環部は前述のヘテロ環基で説明されたヘテロ環部が好ましく、例えば、１－
フェニルテトラゾール－５－オキシ、２－テトラヒドロピラニルオキシ）、
【００５５】
　アシルオキシ基（好ましくはホルミルオキシ基、炭素数２～３０の置換もしくは無置換
のアルキルカルボニルオキシ基、炭素数６～３０の置換もしくは無置換のアリールカルボ
ニルオキシ基であり、例えば、ホルミルオキシ、アセチルオキシ、ピバロイルオキシ、ス
テアロイルオキシ、ベンゾイルオキシ、ｐ－メトキシフェニルカルボニルオキシ）、
カルバモイルオキシ基（好ましくは、炭素数１～３０の置換もしくは無置換のカルバモイ
ルオキシ基で、例えば、Ｎ，Ｎ－ジメチルカルバモイルオキシ、Ｎ，Ｎ－ジエチルカルバ
モイルオキシ、モルホリノカルボニルオキシ、Ｎ，Ｎ－ジ－ｎ－オクチルアミノカルボニ
ルオキシ、Ｎ－ｎ－オクチルカルバモイルオキシ）、
アルコキシカルボニルオキシ基（好ましくは、炭素数２～３０の置換もしくは無置換アル
コキシカルボニルオキシ基で、例えばメトキシカルボニルオキシ、エトキシカルボニルオ
キシ、ｔ－ブトキシカルボニルオキシ、ｎ－オクチルカルボニルオキシ）、
アリールオキシカルボニルオキシ基（好ましくは、炭素数７～３０の置換もしくは無置換
のアリールオキシカルボニルオキシ基で、例えば、フェノキシカルボニルオキシ、ｐ－メ
トキシフェノキシカルボニルオキシ、ｐ－ｎ－ヘキサデシルオキシフェノキシカルボニル
オキシ）、
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【００５６】
　アミノ基（好ましくは、アミノ基、炭素数１～３０の置換もしくは無置換のアルキルア
ミノ基、炭素数６～３０の置換もしくは無置換のアリールアミノ基、炭素数０～３０のヘ
テロ環アミノ基であり、例えば、アミノ、メチルアミノ、ジメチルアミノ、アニリノ、Ｎ
－メチル－アニリノ、ジフェニルアミノ、Ｎ－１，３，５－トリアジン－２－イルアミノ
）、
アシルアミノ基（好ましくは、ホルミルアミノ基、炭素数１～３０の置換もしくは無置換
のアルキルカルボニルアミノ基、炭素数６～３０の置換もしくは無置換のアリールカルボ
ニルアミノ基であり、例えば、ホルミルアミノ、アセチルアミノ、ピバロイルアミノ、ラ
ウロイルアミノ、ベンゾイルアミノ、３，４，５－トリ－ｎ－オクチルオキシフェニルカ
ルボニルアミノ）、
アミノカルボニルアミノ基（好ましくは、炭素数１～３０の置換もしくは無置換のアミノ
カルボニルアミノ基、例えば、カルバモイルアミノ、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノカルボニル
アミノ、Ｎ，Ｎ－ジエチルアミノカルボニルアミノ、モルホリノカルボニルアミノ）、
アルコキシカルボニルアミノ基（好ましくは炭素数２～３０の置換もしくは無置換アルコ
キシカルボニルアミノ基で、例えば、メトキシカルボニルアミノ、エトキシカルボニルア
ミノ、ｔ－ブトキシカルボニルアミノ、ｎ－オクタデシルオキシカルボニルアミノ、Ｎ－
メチル－メトキシカルボニルアミノ）、
【００５７】
　アリールオキシカルボニルアミノ基（好ましくは、炭素数７～３０の置換もしくは無置
換のアリールオキシカルボニルアミノ基で、例えば、フェノキシカルボニルアミノ、ｐ－
クロロフェノキシカルボニルアミノ、ｍ－ｎ－オクチルオキシフェノキシカルボニルアミ
ノ）、
スルファモイルアミノ基（好ましくは、炭素数０～３０の置換もしくは無置換のスルファ
モイルアミノ基で、例えば、スルファモイルアミノ、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノスルホニル
アミノ、Ｎ－ｎ－オクチルアミノスルホニルアミノ）、
アルキル又はアリールスルホニルアミノ基（好ましくは炭素数１～３０の置換もしくは無
置換のアルキルスルホニルアミノ基、炭素数６～３０の置換もしくは無置換のアリールス
ルホニルアミノ基であり、例えば、メチルスルホニルアミノ、ブチルスルホニルアミノ、
フェニルスルホニルアミノ、２，３，５－トリクロロフェニルスルホニルアミノ、ｐ－メ
チルフェニルスルホニルアミノ）、
メルカプト基、
【００５８】
　アルキルチオ基（好ましくは、炭素数１～３０の置換もしくは無置換のアルキルチオ基
で、例えばメチルチオ、エチルチオ、ｎ－ヘキサデシルチオ）、
アリールチオ基（好ましくは炭素数６～３０の置換もしくは無置換のアリールチオ基で、
例えば、フェニルチオ、ｐ－クロロフェニルチオ、ｍ－メトキシフェニルチオ）、
ヘテロ環チオ基（好ましくは炭素数２～３０の置換または無置換のヘテロ環チオ基で、ヘ
テロ環部は前述のヘテロ環基で説明されたヘテロ環部が好ましく、例えば、２－ベンゾチ
アゾリルチオ、１－フェニルテトラゾール－５－イルチオ）、
スルファモイル基（好ましくは炭素数０～３０の置換もしくは無置換のスルファモイル基
で、例えば、Ｎ－エチルスルファモイル、Ｎ－（３－ドデシルオキシプロピル）スルファ
モイル、Ｎ，Ｎ－ジメチルスルファモイル、Ｎ－アセチルスルファモイル、Ｎ－ベンゾイ
ルスルファモイル、Ｎ－（Ｎ'－フェニルカルバモイル）スルファモイル）、
スルホ基、
【００５９】
　アルキル又はアリールスルフィニル基（好ましくは、炭素数１～３０の置換または無置
換のアルキルスルフィニル基、６～３０の置換または無置換のアリールスルフィニル基で
あり、例えば、メチルスルフィニル、エチルスルフィニル、フェニルスルフィニル、ｐ－
メチルフェニルスルフィニル）、
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アルキル又はアリールスルホニル基（好ましくは、炭素数１～３０の置換または無置換の
アルキルスルホニル基、６～３０の置換または無置換のアリールスルホニル基であり、例
えば、メチルスルホニル、エチルスルホニル、フェニルスルホニル、ｐ－メチルフェニル
スルホニル）、
アシル基（好ましくはホルミル基、炭素数２～３０の置換または無置換のアルキルカルボ
ニル基、炭素数７～３０の置換もしくは無置換のアリールカルボニル基であり、例えば、
アセチル、ピバロイル、２－クロロアセチル、ステアロイル、ベンゾイル、ｐ－ｎ－オク
チルオキシフェニルカルボニル）、
アリールオキシカルボニル基（好ましくは、炭素数７～３０の置換もしくは無置換のアリ
ールオキシカルボニル基で、例えば、フェノキシカルボニル、ｏ－クロロフェノキシカル
ボニル、ｍ－ニトロフェノキシカルボニル、ｐ－ｔ－ブチルフェノキシカルボニル）、
【００６０】
　アルコキシカルボニル基（好ましくは、炭素数２～３０の置換もしくは無置換アルコキ
シカルボニル基で、例えば、メトキシカルボニル、エトキシカルボニル、ｔ－ブトキシカ
ルボニル、ｎ－オクタデシルオキシカルボニル）、
カルバモイル基（好ましくは、炭素数１～３０の置換もしくは無置換のカルバモイル、例
えば、カルバモイル、Ｎ－メチルカルバモイル、Ｎ，Ｎ－ジメチルカルバモイル、Ｎ，Ｎ
－ジ－ｎ－オクチルカルバモイル、Ｎ－（メチルスルホニル）カルバモイル）、
アリール又はヘテロ環アゾ基（好ましくは炭素数６～３０の置換もしくは無置換のアリー
ルアゾ基、炭素数３～３０の置換もしくは無置換のヘテロ環アゾ基（ヘテロ環部は前述の
ヘテロ環基で説明されたヘテロ環部が好ましい）、例えば、フェニルアゾ、ｐ－クロロフ
ェニルアゾ、５－エチルチオ－１，３，４－チアジアゾール－２－イルアゾ）、
イミド基（好ましくは、炭素数２～３０の置換もしくは無置換のイミド基で、例えばＮ－
スクシンイミド、Ｎ－フタルイミド）、
ホスフィノ基（好ましくは、炭素数２～３０の置換もしくは無置換のホスフィノ基、例え
ば、ジメチルホスフィノ、ジフェニルホスフィノ、メチルフェノキシホスフィノ）、
ホスフィニル基（好ましくは、炭素数２～３０の置換もしくは無置換のホスフィニル基で
、例えば、ホスフィニル、ジオクチルオキシホスフィニル、ジエトキシホスフィニル）、
【００６１】
　ホスフィニルオキシ基（好ましくは、炭素数２～３０の置換もしくは無置換のホスフィ
ニルオキシ基で、例えば、ジフェノキシホスフィニルオキシ、ジオクチルオキシホスフィ
ニルオキシ）、
ホスフィニルアミノ基（好ましくは、炭素数２～３０の置換もしくは無置換のホスフィニ
ルアミノ基で、例えば、ジメトキシホスフィニルアミノ、ジメチルアミノホスフィニルア
ミノ）、
シリル基（好ましくは、炭素数３～３０の置換もしくは無置換のシリル基で、例えば、ト
リメチルシリル、ｔ－ブチルジメチルシリル、フェニルジメチルシリル）、が挙げられる
。
【００６２】
　上記の官能基の中で、水素原子を有するものは、官能基中の水素原子の部分が、上記い
ずれかの基で置換されていてもよい。置換基として導入可能な官能基の例としては、アル
キルカルボニルアミノスルホニル基、アリールカルボニルアミノスルホニル基、アルキル
スルホニルアミノカルボニル基、アリールスルホニルアミノカルボニル基が挙げられ、具
体的には、メチルスルホニルアミノカルボニル、ｐ－メチルフェニルスルホニルアミノカ
ルボニル、アセチルアミノスルホニル、ベンゾイルアミノスルホニル基が挙げられる。
【００６３】
　一般式（２）中のＲ31とＲ32、Ｒ33とＲ34、及びｍが２以上の場合のＲ35同士は、各々
独立に、互いに結合して５員、６員若しくは７員の飽和環、又は５員、６員若しくは７員
の不飽和環を形成していてもよい。形成される５員、６員又は７員の環が、さらに置換可
能な基である場合には、前記Ｒ31～Ｒ35で説明した置換基で置換されていてもよく、２個
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以上の置換基で置換されている場合には、それらの置換基は同一であっても異なっていて
もよい。
　上記一般式（２）中のＲ31とＲ32、Ｒ33とＲ34、及びｍが２以上の場合のＲ35同士は、
各々独立に、互いに結合して、置換基を有しない５員、６員並びに７員の飽和環又は５員
、６員並びに７員の不飽和環を形成する場合、置換基を有しない５員、６員並びに７員の
飽和環又は５員、６員並びに７員の不飽和環としては、例えば、ピロール環、フラン環、
チオフェン環、ピラゾール環、イミダゾール環、トリアゾール環、オキサゾール環、チア
ゾール環、ピロリジン環、ピペリジン環、シクロペンテン環、シクロヘキセン環、ベンゼ
ン環、ピリジン環、ピラジン環、ピリダジン環が挙げられ、好ましくは、ベンゼン環、ピ
リジン環が挙げられる。
【００６４】
　特に、Ｒ32及びＲ33は水素原子であり、Ｒ31及びＲ34は置換又は無置換のフェニル基で
あることが好ましい。また、Ｒ35はハロゲン原子、炭素数１～５の直鎖又は分岐のアルキ
ル基、スルホ基、スルホンアミド基、カルボキシル基であることが好ましい。Ｒ31及びＲ

34のフェニル基が有する置換基は、水素原子、ハロゲン原子、炭素数１～５の直鎖又は分
岐のアルキル基、スルホ基、スルホンアミド基、カルボキシル基であることが最も好まし
い。
【００６５】
　Ｘとの結合手は、Ｒ35であることが好ましい。
【００６６】
≪カウンター・アニオンＹ-≫
　Ｙ-は無機または有機のアニオンを表し、アニオンイオンを有するものであれば、いず
れも使用可能である。
　代表的なものとしては、カルボン酸イオン、ハロゲン化物イオン（クロライドイオン、
ブロマイドイオンなど）、トリフラートイオン、硫酸イオン、有機スルホネートイオン（
例えば炭素数１～２０のアルキルスルホネート、ベンゼンスルホネートなど）、脂肪酸イ
オン（炭素数１～２０の脂肪族カルボキシレートなど）、安息香酸イオン、しゅう酸イオ
ン、過ハロゲン酸イオン、チオシアン酸イオン、フッ素基含有リンアニオン、フッ素基含
有ホウ素アニオン、シアノ基含有窒素アニオン、スルホン酸基含有窒素アニオン、または
ハロゲン化炭化水素基を有する有機酸の共役塩基を有するアニオンなどが挙げられ、好ま
しく用いることができる。
　中でも、フッ素基含有リンアニオン、フッ素基含有ホウ素アニオン、シアノ基含有窒素
アニオン、ハロゲン化炭化水素基を有する有機酸の共役塩基を有するものが、耐性付与の
面から特に好ましい。
【００６７】
　フッ素基含有リンアニオンとしては、ＰＦ6- 、（ＣＦ3 ）3 ＰＦ3

- 、（Ｃ2 Ｆ5 ）2 

ＰＦ4
- 、（Ｃ2 Ｆ5 ）3 ＰＦ3

- 、［（ＣＦ3 ）2 ＣＦ］2 ＰＦ4
- 、［（ＣＦ3 ）2 Ｃ

Ｆ］3 ＰＦ3ー、（ｎ－Ｃ3 Ｆ7 ）2 ＰＦ4
- 、（ｎ－Ｃ3 Ｆ7 ）3 ＰＦ3

- 、（ｎ－Ｃ4 
Ｆ9 ）3 ＰＦ3

- 、（Ｃ2 Ｆ5 ）（ＣＦ3 ）2 ＰＦ3
- 、［（ＣＦ3 ）2 ＣＦＣＦ2 ］2 Ｐ

Ｆ4
- 、［（ＣＦ3 ）2 ＣＦＣＦ2 ］3 ＰＦ3

- 、（ｎ－Ｃ4 Ｆ9）2 ＰＦ4
- 、（ｎ－Ｃ4 

Ｆ9 ）3 ＰＦ3
- 、（Ｃ2 Ｆ4 Ｈ）（ＣＦ3 ）2 ＰＦ3

- 、（Ｃ2 Ｆ3 Ｈ2 ）3 ＰＦ3
- 、

（Ｃ2 Ｆ5 ）（ＣＦ3 ）2 ＰＦ3 
- 等が挙げられる。中でも、ＰＦ6

 - 、（Ｃ2 Ｆ5 ）2 

ＰＦ4
- 、（Ｃ2 Ｆ5 ）3 ＰＦ3

- 、（ｎ－Ｃ3 Ｆ7 ）3 ＰＦ3
- 、（ｎ－Ｃ4 Ｆ9 ）3 Ｐ

Ｆ3
- 、［（ＣＦ3 ）2 ＣＦ］3 ＰＦ3

- 、［（ＣＦ3 ）2 ＣＦ］2 ＰＦ4
- 、［（ＣＦ3 

）2 ＣＦＣＦ2 ］3 ＰＦ3
- 、［（ＣＦ3 ）2 ＣＦＣＦ2 ］2 ＰＦ4

- が好ましい。
【００６８】
　フッ素基含有ホウ素アニオンとしては、ＢＦ4

- 、（ＣＦ3 ）4 Ｂ
- 、（ＣＦ3 ）3 Ｂ

Ｆ- 、（ＣＦ3 ）2 ＢＦ2
- 、（ＣＦ3 ）ＢＦ3

- 、（Ｃ2 Ｆ5 ）4 Ｂ
- 、（Ｃ2 Ｆ5 ）3 

ＢＦ- 、（Ｃ2 Ｆ5 ）ＢＦ3
 - 、（Ｃ2 Ｆ5 ）2 Ｂ Ｆ2

- 、（ＣＦ3 ）（Ｃ2 Ｆ5 ）2 Ｂ
Ｆ- 、（Ｃ6 Ｆ5 ）4 Ｂ

- 、［（ＣＦ3 ）2 Ｃ6 Ｈ3 ］4 Ｂ
- 、（ＣＦ3 Ｃ6 Ｈ4 ）4 Ｂ
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- 、（Ｃ6 Ｆ5 ）ＢＦ3

- 、（Ｃ6 Ｈ3 Ｆ2 ）4Ｂ
- 、Ｂ（ＣＮ

）4
- 、Ｂ（ＣＮ）Ｆ3

- 、Ｂ（ＣＮ）2 Ｆ2
-、Ｂ（ＣＮ）3 Ｆ

- 、（ＣＦ3 ）3 Ｂ（ＣＮ
）- 、（ＣＦ3 ）2 Ｂ（ＣＮ）2

- 、（Ｃ2 Ｆ5 ）3 Ｂ（ＣＮ）- 、（Ｃ2 Ｆ5 ）2Ｂ（Ｃ
Ｎ）2

- 、（ｎ－Ｃ3 Ｆ7 ）3 Ｂ（ＣＮ）- 、（ｎ－Ｃ4 Ｆ9 ）3 Ｂ（ＣＮ）- 、（ｎ－
Ｃ4 Ｆ9 ）2 Ｂ（ＣＮ）2

- 、（ｎ－Ｃ6 Ｆ3 ）3 Ｂ（ＣＮ）- 、（ＣＨＦ2 ）3 Ｂ（Ｃ
Ｎ） - 、（ＣＨＦ2 ）2 Ｂ（ＣＮ）2

 - 、（ＣＨ2 ＣＦ3 ）3 Ｂ（ＣＮ）- 、（ＣＨ2 
ＣＦ3 ）2 Ｂ（ＣＮ）2

- 、（ＣＨ2 Ｃ2 Ｆ5 ）3 Ｂ（ＣＮ）- 、（ＣＨ2 Ｃ2 Ｆ5 ）2 
Ｂ（ＣＮ）2

- 、（ＣＨ2 ＣＨ2 Ｃ3 Ｆ7 ）2 Ｂ（ＣＮ）2
- 、（ｎ－Ｃ3 Ｆ7 ＣＨ2）2 

Ｂ（ＣＮ）2
- 、（Ｃ6 Ｈ5 ）3 Ｂ（ＣＮ）- 等が挙げられる。中でも、ＢＦ4

- 、Ｂ（Ｃ
Ｎ）3 Ｆ

- 、（ＣＦ3）4 Ｂ
- 、（Ｃ6 Ｆ5 ）4 Ｂ

- 、［（ＣＦ3 ）2 Ｃ6 Ｈ3 ］4 Ｂ
- 

が好ましい。
【００６９】
　シアノ基含有窒素アニオンとしては、［（ＣＮ）2 Ｎ］- 、［（ＦＳＯ2）2 Ｎ］- 、
［（ＦＳＯ2 ）Ｎ（ＣＦ3 ＳＯ2 ）］- 、［（ＦＳＯ2 ）Ｎ（ＣＦ3 ＣＦ2 ＳＯ2 ）］- 

、［（ＦＳＯ2 ）Ｎ｛（ＣＦ3 ）2 ＣＦＳＯ2 ｝］- 、［（ＦＳＯ2 ）Ｎ（ＣＦ3 ＣＦ2 
ＣＦ2 ＳＯ2 ）］- 、［（ＦＳＯ2 ）Ｎ（ＣＦ3 ＣＦ2 ＣＦ2 ＣＦ2 ＳＯ2 ）］- 、［（
ＦＳＯ2 ）Ｎ｛（ＣＦ3 ）2 ＣＦＣＦ2 ＳＯ2 ｝］- 、［（ＦＳＯ2 ）Ｎ｛ＣＦ3 ＣＦ2 

（ＣＦ3 ）ＣＦＳＯ2 ｝］- 、［（ＦＳＯ2 ）Ｎ｛（ＣＦ3 ）3 ＣＳＯ2 ｝］- 等が挙げ
られる。中でも、［（ＣＮ）2 Ｎ］- が特に好ましい。
【００７０】
　ハロゲン化炭化水素基を有する有機酸の共役塩基としては、特に限定されるものではな
いが、ハロゲン化炭化水素基を有する有機酸としては、例えば、ハロゲン化炭化水素基を
有するスルホン酸（－ＳＯ3 Ｈ）、スルホンイミド酸（－ＳＯ2 ＮＨＳＯ2 －）等を挙げ
ることができる。
【００７１】
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【００７２】



(19) JP 2015-18207 A 2015.1.29

10

20

30

40

50

【化８】

【００７３】
　以下に、キサンテン系染料の具体例として、下記の酸性染料、油溶性染料、塩基性染料
等を挙げるが、これらに制限されるものではない。
【００７４】
［キサンテン系酸性染料］
　キサンテン系酸性染料としては、Ｃ．Ｉ．アシッドレッド５１（エリスロシン（食用赤
色３号））、Ｃ．Ｉ．アシッドレッド５２（アシッドローダミン）、Ｃ．Ｉ．アシッドレ
ッド８７（エオシンＧ（食用赤色１０３号））、Ｃ．Ｉ．アシッドレッド９２（アシッド
フロキシンＰＢ（食用赤色１０４号））、Ｃ．Ｉ．アシッドレッド２８９、Ｃ．Ｉ．アシ
ッドレッド３８８、ローズベンガルＢ（食用赤色５号）、アシッドローダミンＧ、Ｃ．Ｉ
．アシッドバイオレット９を用いることが好ましい。
　中でも、耐熱性、耐光性の面で、キサンテン系酸性染料であるＣ．Ｉ．アシッドレッド
８７、Ｃ．Ｉ．アシッドレッド９２、Ｃ．Ｉ．アシッドレッド３８８、あるいは、ローダ
ミン系酸性染料であるＣ．Ｉ．アシッドレッド５２（アシッドローダミン）、Ｃ．Ｉ．ア
シッドレッド２８９、アシッドローダミンＧ、Ｃ．Ｉ．アシッドバイオレット９を用いる
ことがより好ましい。
　この中でも特に、発色性、耐熱性、耐光性に優れる点において、ローダミン系酸性染料
であるＣ．Ｉ．アシッドレッド５２、Ｃ．Ｉ．アシッドレッド２８９を用いることが最も
好ましい。
【００７５】
［キサンテン系油溶性染料］
　キサンテン系油溶性染料としては、Ｃ.Ｉ.ソルベントレッド３５、Ｃ.Ｉ.ソルベントレ
ッド３６、Ｃ.Ｉ.ソルベントレッド４２、Ｃ.Ｉ.ソルベントレッド４３、Ｃ.Ｉ.ソルベン
トレッド４４、Ｃ.Ｉ.ソルベントレッド４５、Ｃ.Ｉ.ソルベントレッド４６、Ｃ.Ｉ.ソル
ベントレッド４７、Ｃ.Ｉ.ソルベントレッド４８、Ｃ.Ｉ.ソルベントレッド４９、Ｃ.Ｉ.
ソルベントレッド７２、Ｃ.Ｉ.ソルベンレッド７３、Ｃ.Ｉ.ソルベントレッド１０９、Ｃ
.Ｉ.ソルベントレッド１４０、Ｃ.Ｉ.ソルベントレッド１４１、Ｃ.Ｉ.ソルベントレッド
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２３７、Ｃ.Ｉ.ソルベントレッド２４６、Ｃ.Ｉ.ソルベントバイオレット２、またはＣ.
Ｉ.ソルベントバイオレット１０等が挙げられる。
【００７６】
　中でも、発色性の高いローダミン系油溶性染料であるＣ.Ｉ.ソルベントレッド３５、Ｃ
.Ｉ.ソルベントレッド３６、Ｃ.Ｉ.ソルベントレッド４９、Ｃ.Ｉ.ソルベントレッド１０
９、Ｃ.Ｉ.ソルベントレッド２３７、Ｃ.Ｉ.ソルベントレッド２４６、Ｃ.Ｉ.ソルベント
バイオレット２がより好ましい。
【００７７】
［キサンテン系塩基性染料］
　キサンテン系塩基性染料としては、Ｃ．Ｉ. ベーシック レッド　１（ローダミン６Ｇ
ＣＰ）、８（ローダミンＧ）、Ｃ．Ｉ. ベーシック バイオレット　１０（ローダミンＢ
）、１１等があげられる。中でも発色性に優れる点において、Ｃ．Ｉ. ベーシック レッ
ド　１、Ｃ．Ｉ. ベーシック バイオレット　１０、１１を用いることが好ましい。
【００７８】
（アントラキノン系染料）
　アントラキノン系染料は、アントラキノン骨格を有するものであれば、制限されないが
、ジアミノアントラキノン骨格を有するアントラキノン系染料が、耐熱性、耐光性を有し
ながら、発色性、色再現性、高明度を呈することの点において好ましいものである。これ
らが耐熱性、耐光性に優れる理由は、アントラキノン骨格のカルボニル基の部分と、アミ
ノ基の部分とが水素結合で結合することで構造が安定することと推測される。
【００７９】
［一般式（３－１）、（３－２）、および（３－３）で表されるアントラキノン系染料］
　アントラキノン系染料のなかでも、一般式（３－１）、（３－２）、および（３－３）
で表されるアントラキノン系染料は、明度および耐性に優れるために好ましいものである
。
【００８０】
【化９】

【００８１】
　一般式（３－１）、（３－２）、および（３－３）中、
Ｒ41は水素原子、－ＲＯＨ（Ｒは炭素数１～５のアルキレン基）、－ＲＣＯＯＨ（Ｒは炭
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素数１～５のアルキレン基）、または置換基を有してもよいフェニル基を表す。Ｒ42～Ｒ

48は、各々独立に水素原子、水酸基、－ＮＨＲ49（Ｒ49とＲ41は同義である）、ＳＯ3Ｍ
基、ハロゲン原子、－ＣＯＲ’（Ｒ’は炭素数１－３のアルキル基を表す）である。
ここで、Ｒ41～Ｒ48のいずれか１つは、Ｘとの結合手である。
【００８２】
　一般式（３－１）、（３－２）、および（３－３）中の、Ｒ41は、－ＲＯＨ（Ｒは炭素
数１～５のアルキレン基）、－ＲＣＯＯＨ（Ｒは炭素数１～５のアルキレン基）、置換基
を有してもよいフェニル基であることが好ましい。Ｒ42～Ｒ48は各々独立に、水素原子、
ハロゲン原子、またはアルコキシ基であることが好ましい。
【００８３】
　Ｘとの結合手は、Ｒ41、Ｒ48のいずれかであることが好ましく、より好ましくはＲ41で
ある。
【００８４】
　本発明における「置換基」としては、ハロゲン原子（フッ素原子、塩素原子、臭素原子
、ヨウ素原子）、炭素数１～４のアルキル基、炭素数１～４のアルコキシル基、シアノ基
、トリフルオロメチル基、ニトロ基、水酸基、カルバモイル基、Ｎ－置換カルバモイル基
、スルファモイル基、Ｎ－置換スルファモイル基、カルボキシル基、スルホ基、カルボキ
シル基またはスルホ基から選ばれる酸性基の１価～３価の金属塩（例えば、ナトリウム塩
、カリウム塩、アルミニウム塩等）などが挙げられる。したがって、置換基を有してもよ
いフェニル基の具体例としては、フェニル基、ｐ-メチルフェニル基、４－ｔｅｒｔ－ブ
チルフェニル基、ｐ－ニトロフェニル基、ｐ－メトキシフェニル基、ｏ－トリフルオロメ
チルフェニル基、ｐ－クロロフェニル基、ｐ－ブロモフェニル基、２,４－ジクロロフェ
ニル基、３－カルバモイルフェニル基、２－クロロ－４－カルバモイルフェニル基、２－
メチル－４－カルバモイルフェニル基、２－メトキシ－４－カルバモイルフェニル基、２
－メトキシ－４－メチル－３－スルファモイルフェニル基、４－スルホフェニル基、４－
カルボキシフェニル基、２－メチル－４－スルホフェニル基などが挙げられるが、これら
に限定されるものではない。
【００８５】
　アントラキノン系染料の具体例としては、下記の酸性染料、油溶性染料を挙げることが
できるが、これらに制限させるものではない。
【００８６】
［アントラキノン系酸性染料］
　アントラキノン系酸性染料としては、Ｃ.Ｉ. アシッドブルー２３、２５、２７、３５
、４０、４１、４３、４５、４７、４９、５１、５３、５５、５６、６２、６８、６９、
７８、８０、８１：１、１１、１２４、１２７、１２７：１、１４０、１５０、１７５、
２１５、２３０、２７７、３４４、Ｃ.Ｉ. アシッドバイオレット４１、４２、４３、Ｃ.
Ｉ. アシッドグリーン２５、２７、またはダイレクトバイオレット１７等が挙げられる。
【００８７】
［アントラキノン系油溶性染料］
　アントラキノン系油溶性染料としては、Ｃ.Ｉ.ソルベントレッド１７２、２２２、Ｃ.
Ｉ.ソルベントバイオレット６０等が挙げられる。
【００８８】
＜色素単量体（Ａ）の製造方法＞
　本発明の色素単量体（Ａ）の合成方法としては、官能基を有する有機色素の基本骨格に
一般的な有機合成手法によって重合性部位を導入するか、有機色素の合成原料に重合性部
位を導入した後に、染料を合成することによって得ることができる。
　例えば、ヒドロキシル基を有する有機色素と、重合性基を有するカルボン酸クロライド
を反応させて両者をエステル結合させることにより、色素単量体（Ａ）を製造することが
できる。
　あるいは、カルボキシル基を有する有機色素とエポキシ基を有する重合性化合物もしく
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はヒドロキシル基を有する重合性化合物等を反応させることにより、色素単量体（Ａ）を
製造することができ、従来公知のどのような方法を用いても、本発明の色素単量体（Ａ）
が得られれば、制限はない。
【００８９】
　原料として用いることのできる有機色素について、酸性染料、油溶性染料、塩基性染料
等を挙げることができるが、得られた色素単量体が、一般式（１）に表される構造を有す
るものであれば、どのような有機色素、および化合物等を用いて合成したものであっても
、制限はない。
【００９０】
（色素単量体（Ａ）の造塩化合物、誘導体）
　蛍光を有する色素単量体（Ａ）は、良好な分光特性を有し、発色性に優れるものの、耐
光性、耐熱性に問題があり、高い信頼性が要求されるカラーフィルタを使用する画像表示
装置に用いるには、その特性は十分なものではない場合がある。
　そのため、これらの欠点を改善するために、塩基性染料の形態の場合は、有機酸や過塩
素酸を用いて造塩化して用いることが好ましい。有機酸としては、有機スルホン酸、有機
カルボン酸を用いることが好ましい。中でもトビアス酸等のナフタレンスルホン酸、過塩
素酸を用いることが耐性の面で好ましい。
　また、酸性染料、直接染料の形態の場合は、四級アンモニウム塩化合物、三級アミン化
合物、二級アミン化合物、一級アミン化合物等、及びこれらの官能基を有する樹脂成分を
用いて造塩化して造塩化合物として用いること、あるいはスルホンアミド化してスルホン
酸アミド化合物として用いることが耐性の面で好ましい。
【００９１】
　これらの中でも特に、酸性染料の造塩化合物および／または酸性染料のスルホン酸アミ
ド化合物が耐性、顔料との併用性に優れているために好ましく、さらに酸性染料を、カウ
ンタイオンとしてはたらくカウンタ成分である四級アンモニウム塩化合物を用いて造塩化
した化合物を用いることがより好ましいものである。
【００９２】
＜金属錯体化合物（Ｂ）＞
　本発明の金属錯体化合物は、蛍光消光能を有するものであり、蛍光を有する色素単量体
（Ａ）と併用することで、着色組成物のコントラスト比を増大させる効果がある。
【００９３】
　本発明において使用する金属錯体化合物は、遷移金属原子による錯体化合物が好ましい
。遷移金属イオンを構成する遷移金属としては、スカンジウム(Ｓｃ)、チタン(Ｔｉ)、バ
ナジウム(Ｖ)、クロム(Ｃｒ)、マンガン(Ｍｎ)、鉄(Ｆｅ)、コバルト(Ｃｏ)、ニッケル(
Ｎｉ)、銅(Ｃｕ)、イットリウム(Ｙ)、ジルコニウム(Ｚｒ)、ニオブ(Ｎｂ)、モリブデン(
Ｍｏ)、テクネチウム(Ｔｃ)、ルテニウム(Ｒｕ)、ロジウム(Ｒｈ)、パラジウム(Ｐｄ)、
銀(Ａｇ)、ランタン(Ｌａ)、セリウム(Ｃｅ)、プラセオジム(Ｐｒ)、ネオジム(Ｎｄ)、プ
ロメチウム(Ｐｍ)、サマリウム(Ｓｍ)、ユウロピウム(Ｅｕ)、ガドリニウム(Ｇｄ)、テル
ビウム(Ｔｂ)、ジスプロシウム(Ｄｙ)、ホルミウム(Ｈｏ)、エルビウム(Ｅｒ)、ツリウム
(Ｔｍ)、イッテルビウム(Ｙｂ)、ルテチウム(Ｌｕ)、ハフニウム(Ｈｆ)、タンタル(Ｔａ)
、タングステン(Ｗ)、レニウム(Ｒｅ)、オスミウム(Ｏｓ)、イリジウム(Ｉｒ)、白金(Ｐ
ｔ)、金(Ａｕ)、等が挙げられる。
【００９４】
　遷移金属の好ましい例としては、遷移金属が第一系列（即ち第４周期）に属するもの、
すなわちスカンジウム(Ｓｃ)、チタン(Ｔｉ)、バナジウム(Ｖ)、クロム(Ｃｒ)、マンガン
(Ｍｎ)、鉄(Ｆｅ)、コバルト(Ｃｏ)、ニッケル(Ｎｉ)、銅(Ｃｕ)で構成されたものが挙げ
られる。これらの中で好ましい例としては、バナジウム(Ｖ)、クロム(Ｃｒ)、マンガン(
Ｍｎ)、鉄(Ｆｅ)、コバルト(Ｃｏ)、ニッケル(Ｎｉ)、銅(Ｃｕ)であり、特に好ましいの
は、クロム(Ｃｒ)、コバルト(Ｃｏ) である。
【００９５】
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　金属錯体化合物における配位子１個の分子量は、２０以上３００未満であることが好ま
しい。３００以上は分子量の増大を招き、コントラスト比向上効果が薄れる。
【００９６】
　金属錯体化合物における配位子としては、一般的な配位子は全て用いることができ、単
座配位子および多座配位子のいずれも好適に用いることができる。上記配位子の具体例と
しては、フルオロ、クロロ、ブロモ、ヨード、ヒドロキソ、アクア、テトラヒドロフラン
、エチレングリコールジメチルエーテル、アセトニトリル、ベンゾニトリル、オキソ、ペ
ルオキソ、カルボニル、カルボナト、オキサラト、アセタト、エタノラト、１－ブタンチ
オラト、チオフェノラト、２，２’－チオビス（４－ｔ－オクチル）フェノレート、アセ
チルアセトナト、２，２，６，６－テトラメチル－３，５－ヘプタンジオナト、トリフル
オロアセチルアセトナト、ヘキサフルオロアセチルアセトナト、エチルアセトアセトナト
、チオシアナト、イソチオシアナト、ジエチルジチオカルバメート、ジ－ｎ－ブチルジチ
オカルバメート、シアノ、アミン、ジメチルアミン、ジエチルアミン、テトラエチルアン
モニウム、ピペリジン、Ｎ－メチルアニリン、ピリジン、２－フェニルピリジン、エチレ
ンジアミン、Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－テトラメチルエチレンジアミン、１，２－ジアミノシ
クロヘキサン、２，２’－ビピリジン、１，１０－フェナントロリン、エチレンジアミン
テトラアセタト、１，４，８，１１－テトラアザシクロテトラデカン、トリス（２－アミ
ノエチル）アミン、スルファト、ニトロ、ニトリト、ホスファト、ジイソプロピルジチオ
ホスフェート、ジエチルジチオホスフェート、トリエチルホスフィン、トリブチルホスフ
ィン、トリシクロヘキシルホスフィン、ジメチルフェニルホスフィン、トリフェニルホス
フィン、ジフェニルホスフィン、トリシクロヘキシルホスフィン、シクロペンタジエン、
ペンタメチルシクロペンタジエン、シクロオクテン、１，５－シクロオクタジエン、ビシ
クロ［２．２．１］ヘプタ－２，５－ジエン、ベンゼン、ナフタレン、アリル等が挙げら
れる。
【００９７】
　上記配位子の好ましいものとしては、フルオロ、クロロ、ブロモ、ヨード、ヒドロキソ
、アクア、テトラヒドロフラン、エチレングリコールジメチルエーテル、アセトニトリル
、オキソ、ペルオキソ、カルボニル、カルボナト、オキサラト、アセタト、エタノラト、
１－ブタンチオラト、アセチルアセトナト、２，２，６，６－ テトラメチル－３，５－
ヘプタンジオナト、トリフルオロアセチルアセトナト、ヘキサフルオロアセチルアセトナ
ト、エチルアセトアセトナト、チオシアナト、イソチオシアナト、ジエチルジチオカルバ
メート、ジ－ｎ－ブチルジチオカルバメート、シアノ、アミン、ジメチルアミン、ジエチ
ルアミン、テトラエチルアンモニウム、エチレンジアミン、Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－テトラ
メチルエチレンジアミン、１，２－ジアミノシクロヘキサン、エチレンジアミンテトラア
セタト、１，４，８，１１－テトラアザシクロテトラデカン、トリス（２－アミノエチル
）アミン、スルファト、ニトロ、ニトリト、ホスファト、ジイソプロピルジチオホスフェ
ート、ジエチルジチオホスフェート、トリエチルホスフィン、トリブチルホスフィン、ト
リシクロヘキシルホスフィン、シクロオクテン、１，５－シクロオクタジエン、ビシクロ
［２．２．１］ヘプタ－２，５－ジエン、アリル等が挙げられる。
【００９８】
　上記配位子の更に好ましい例としては、アセタト、アセチルアセトナト、ヘキサフルオ
ロアセチルアセトナト、チオシアナト、ジエチルジチオカルバメート、ジ－ｎ－ブチルジ
チオカルバメートが挙げられる。
【００９９】
（金属錯塩染料）
　本発明の金属錯体化合物（Ｂ）として、特に好ましいのが、分子中に金属原子と錯塩化
し得る基を含む染料分子と、金属原子とを錯塩化した金属錯塩染料である。中でも、アゾ
染料、メチン染料を配位子とし、クロム、コバルトを中心金属とする、金属錯塩染料が好
ましい。
【０１００】



(24) JP 2015-18207 A 2015.1.29

10

20

30

40

50

　また、金属錯塩染料としては、金属原子と染料分子との結合比が１：１である１：１形
金属錯塩染料と、該比が１：２である１：２形金属錯塩染料とが挙げられ、１：２形金属
錯塩染料が好ましい。
【０１０１】
　金属錯塩染料としては、例えば、Ｃ．Ｉ．ソルベントイエロー１３、１９、２１、２５
、２５：１、６２、７９、８１、８２、８３、８３：１、８８、８９、９０、１５１、１
６１、Ｃ．Ｉ．ソルベントオレンジ５、１１、２０、４０：１、４１、４５、５４、５６
、５８、６２、７０、８１、９９、Ｃ．Ｉ．ソルベントレッド８、３５、８３：１、８４
：１、９０、９０：１、９１、９２、１１８、１１９、１２２、１２４、１２５、１２７
、１３０、１３２、１６０、２０８、２１２、２１４、２２５、２３３、２３４、２４３
；Ｃ．Ｉ．ソルベントバイオレット２、２１、２１：１、４６、４９、５８、６１；Ｃ．
Ｉ．ソルベントブルー１３７；Ｃ．Ｉ．ソルベントブラウン２８、４２、４３、４４、５
３、６２、６３；Ｃ．Ｉ．アシッドイエロー５９、１２１；Ｃ．Ｉ．アシッドオレンジ７
４、１６２；Ｃ．Ｉ．アシッドレッド２１１が挙げられる。これらの中でも、色素単量体
（Ａ）の蛍光発光抑制の観点から、Ｃ．Ｉ．ソルベントイエロー　２１、７９、８１、８
２、Ｃ．Ｉ．ソルベントオレンジ　４１、５４、５６、６２、９９、Ｃ．Ｉ．ソルベント
レッド　８、１１８、１２２、１２７が好ましく、蛍光発光抑制効果と明度のバランスを
考えると、Ｃ．Ｉ．ソルベントオレンジ４１、５６、６２、９９が特に好ましい。これら
の金属錯塩染料は単独で使用してもよいし、２種以上を併用してもよい。
【０１０２】
　金属錯塩染料（Ｂ）のもっとも好ましい形態としては、下記一般式（４）で表される化
合物、または下記一般式（５）で表される化合物、または下記一般式（６）で表される化
合物であることが好ましい。
【０１０３】
一般式（４）
【化１０】

【０１０４】
［一般式（４）中、Ｒ510～Ｒ527は、それぞれ独立に、水素原子、炭素数１～８の１価の
飽和炭化水素基、ニトロ基、－ＳＯ2ＮＨＲ530、－ＳＯ3Ｈ又は－ＳＯ2ＣＨ3、ハロゲン
基を表す。
Ｒ528及びＲ529は、それぞれ独立に、水素原子、メチル基又はエチル基、－ＳＯ2ＮＨＲ5

30、－ＳＯ3Ｈ又は－ＳＯ2ＣＨ3、ハロゲン基を表す。
Ｒ530は、それぞれ独立に、水素原子、炭素数１～８の１価の飽和炭化水素基、炭素数２
～１５のアルコキシアルキル基を表す。
Ａ1～Ａ4は、それぞれ独立に、＊－Ｏ－、＊－Ｏ－ＣＯ－、＊－ＣＯ－Ｏ－を表す。
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＊は、Ｍとの結合手を表す。
Ｍは、Ｃｒ又はＣｏを表す。
ｎは、１～５の整数を表す。
Ｄ+は、ヒドロン、１価の金属カチオンを表す。］
【０１０５】
　Ｒ510～Ｒ527、Ｒ530で表される炭素数１～８の１価の飽和炭化水素基としては、メチ
ル基、エチル基、ｎ－プロピル基、ｎ－ブチル基、ｎ－ペンチル基、ｎ－ヘキシル基、ｎ
－ヘプチル基、ｎ－オクチル基等の直鎖状アルキル基；イソプロピル基、ｓｅｃ－ブチル
基、ｔｅｒｔ－ブチル基、１－メチルブチル基、１，１，３，３－テトラメチルブチル基
、１，５－ジメチルヘキシル基、１，６－ジメチルヘプチル基、２－エチルヘキシル基及
び１，１，５，５－テトラメチルヘキシル基等の分枝鎖状アルキル基が挙げられる。
　Ｒ510～Ｒ527のうち、少なくとも１つがニトロ基であることが好ましい。ニトロ基を有
することにより、化合物の分光濃度が高くなる傾向がある。
　Ｒ528及びＲ529は、メチル基、または－ＳＯ3Ｈが好ましい。
【０１０６】
　Ｒ530で表される炭素数２～１５のアルコキシアルキル基としては、メトキシメチル基
、メトキシエチル基、メトキシプロピル基、メトキシブチル基、メトキシペンチル基、１
－エトキシプロピル基、２－エトキシプロピル基、１－エトキシ－１－メチルエチル基、
２－エトキシ－１－メチルエチル基、１－イソプロポキシプロピル基、２－イソプロポキ
シプロピル基、１－イソプロポキシ－１－メチルエチル基、２－イソプロポキシ－１－メ
チルエチル基、オクチルオキシプロピル基、３－エトキシプロピル基、３－（２－エチル
ヘキシルオキシ）プロピル基等が挙げられる。
【０１０７】
　上記式（４）において、Ｄ以外の各基の好ましい組合せは以下の通りである。すなわち
、Ｒ510～Ｒ518のうち１つが水素原子又はニトロ基であり、１つが水素原子、ＳＯ2ＮＨ
Ｒ530、－ＳＯ3Ｈ、及び－ＳＯ2ＣＨ3、ハロゲン基から選ばれる１つであり、残りが水素
原子であり、
Ｒ519～Ｒ527のうち１つが水素原子又はニトロ基であり、１つが水素原子、ＳＯ2ＮＨＲ5

30、－ＳＯ3Ｈ、及び－ＳＯ2ＣＨ3、ハロゲン基から選ばれる１つであり、残りが水素原
子であり、
Ｒ528及びＲ529がメチル基または－ＳＯ3Ｈであり、
Ｒ530が水素原子、炭素数１～４の１価の飽和炭化水素基、又は炭素数２～８のアルコキ
シアルキル基であり、
Ａ1～Ａ4のうち２つが＊－Ｏ－、残りが同一に＊－Ｏ－又は＊－Ｏ－ＣＯ－であり、
ＭはＣｒであり、
ｎは１となる組合せが好ましい。
【０１０８】
一般式（５）
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【化１１】

【０１０９】
［一般式（５）中、Ｒ60～Ｒ68は、それぞれ独立に、水素原子、炭素数１～８の１価の脂
肪族炭化水素基、ニトロ基、－ＳＯ2ＮＨＲ641、－ＳＯ3Ｈ又は－ＳＯ2ＣＨ3、ハロゲン
基を表す。
Ｒ69は、それぞれ独立に、水素原子、メチル基又はエチル基、－ＳＯ2ＮＨＲ641、－ＳＯ

3Ｈ又は－ＳＯ2ＣＨ3、ハロゲン基を表す。
Ｒ641は、それぞれ独立に、水素原子、炭素数１～８の１価の脂肪族炭化水素基、炭素数
２～１５のアルコキシアルキル基を表す。
Ａ5及びＡ6は、それぞれ独立に、＊－Ｏ－、＊－Ｏ－ＣＯ－、＊－ＣＯ－Ｏ－を表す。
＊はＭ１との結合手を表す。
Ｍ１は、Ｃｒ又はＣｏを表す。
ｎ１は、０～２の整数を表す。
Ｄ１+は、ヒドロン、１価の金属カチオンを表す。］
【０１１０】
　Ｒ60～Ｒ68、Ｒ641で表される炭素数１～８の１価の飽和炭化水素基としては、メチル
基、エチル基、ｎ－プロピル基、ｎ－ブチル基、ｎ－ペンチル基、ｎ－ヘキシル基、ｎ－
ヘプチル基、ｎ－オクチル基等の直鎖状アルキル基；イソプロピル基、ｓｅｃ－ブチル基
、ｔｅｒｔ－ブチル基、１－メチルブチル基、１，１，３，３－テトラメチルブチル基、
１，５－ジメチルヘキシル基、１，６－ジメチルヘプチル基、２－エチルヘキシル基及び
１，１，５，５－テトラメチルヘキシル基等の分枝鎖状アルキル基が挙げられる。
　Ｒ60～Ｒ68のうち、少なくとも１つがニトロ基であることが好ましい。ニトロ基を有す
ることにより、化合物の分光濃度が高くなる傾向がある。
【０１１１】
　Ｒ641で表される炭素数２～１５のアルコキシアルキル基としては、メトキシメチル基
、メトキシエチル基、メトキシプロピル基、メトキシブチル基、メトキシペンチル基、１
－エトキシプロピル基、２－エトキシプロピル基、１－エトキシ－１－メチルエチル基、
２－エトキシ－１－メチルエチル基、１－イソプロポキシプロピル基、２－イソプロポキ
シプロピル基、１－イソプロポキシ－１－メチルエチル基、２－イソプロポキシ－１－メ
チルエチル基、オクチルオキシプロピル基、３－エトキシプロピル基、３－（２－エチル
ヘキシルオキシ）プロピル基等が挙げられる。
【０１１２】
　上記式（５）において、Ｄ１以外の各基の好ましい組合せは以下の通りである。すなわ
ち、Ｒ60～Ｒ68のうち１つがニトロ基であり、１つがＳＯ2ＮＨＲ641、－ＳＯ3Ｈ、及び
ＳＯ2ＣＨ3、ハロゲン基から選ばれる１つであり、残りが水素原子であり、
Ｒ69がメチル基であり、
Ｒ641が水素原子、炭素数１～４の１価の飽和炭化水素基、又は炭素数２～８のアルコキ
シアルキル基であり、
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Ａ5～Ａ6のうち１つが＊－Ｏ－、残りが＊－Ｏ－又は＊－Ｏ－ＣＯ－であり、
Ｍ１はＣｒ又はＣｏであり、
ｎ１は０又は１となる組合せが好ましい。
【０１１３】
一般式（６）
【化１２】

【０１１４】
［一般式（６）中、 Ｒ70は、炭素数１～１２の１価の飽和炭化水素基を表し、該飽和炭
化水素基に含まれる水素原子は、－ＯＨ、－ＯＲ77、－ＣＯ－ＯＲ77、－Ｏ－ＣＯＲ77、
－ＣＯＮＲ77Ｒ78、炭素数６～１０の１価の芳香族炭化水素基又はハロゲン原子で置換さ
れていてもよく、該飽和炭化水素基に含まれる－ＣＨ2－は、－Ｏ－及び－ＣＯ－の少な
くとも１つで置き換わっていてもよい。
Ｒ71は、水素原子、－ＣＮ、又は－ＣＯＮＨ2を表す。
Ｒ72は、ハロゲン原子で置換されていてもよい炭素数１～４のアルキル基を表す。
Ｒ73～Ｒ76は、互いに独立に、－Ｒ77、－ＯＲ77、－ＣＯ－ＯＲ77、－ＣＯＲ77、－ＯＣ
Ｏ－ＯＲ77、－Ｏ－ＣＯＲ77、－ＣＮ、－ＮＯ2、ハロゲン原子、－ＳＯ3Ｈ、－ＳＯ3Ｎ
ａ、－ＳＯ3Ｋ、－ＳＯ2ＮＲ77Ｒ78又は－ＮＲ792Ｒ793を表す。Ｒ73及びＲ74、Ｒ74及び
Ｒ75、並びにＲ75及びＲ76は、互いに結合してベンゼン環の炭素を含んだ６～７員環を形
成してもよい。
Ｒ77及びＲ78は、互いに独立に、水素原子、炭素数１～８の１価の脂肪族炭化水素基、炭
素数７～１２のアラルキル基、又は炭素数６～１０の１価の芳香族炭化水素基を表し、該
脂肪族炭化水素基、該アラルキル基及び該芳香族炭化水素基に含まれる水素原子は、－Ｏ
Ｒ79で置換されていてもよい。
Ｒ79は、水素原子、炭素数１～８の１価の飽和炭化水素基又は炭素数６～１０の１価の芳
香族炭化水素基を表す。
Ｒ792及びＲ793は、互いに独立に、水素原子、炭素数１～８の１価の脂肪族炭化水素基、
炭素数２～８のアシル基又はテトラヒドロフルフリル基を表す。Ｒ792及びＲ793は、互い
に結合して窒素原子を含んだ環を形成してもよい。
Ａ7～Ａ10は、それぞれ独立に、＊－Ｏ－、＊－Ｏ－ＣＯ－、＊－ＣＯ－Ｏ－を表す。＊
はＭ2との結合手を表す。
Ｍ2は、Ｃｒ又はＣｏを表す。
ｎ２は、１～５の整数を表す。
Ｄ２+は、ヒドロン、１価の金属カチオンを表す。］
【０１１５】
　Ｒ70で表される炭素数１～１２の１価の飽和炭化水素基としては、メチル基、エチル基
、ｎ－プロピル基、ｎ－ブチル基、ｎ－ペンチル基、ｎ－ヘキシル基、ｎ－ヘプチル基、



(28) JP 2015-18207 A 2015.1.29

10

20

30

40

50

ｎ－オクチル基、ｎ－ノニル基、ｎ－デシル基、ｎ－ウンデシル基、ｎ－ドデシル基等の
直鎖状飽和炭化水素基；
イソプロピル基、イソブチル基、ｓｅｃ－ブチル基、ｔｅｒｔ－ブチル基、イソペンチル
基、メチルペンチル基、エチルブチル基、メチルヘキシル基、エチルペンチル基、プロピ
ルブチル基、（メチルエチル）ブチル基、（メチルエチル）（メチル）プロピル基、メチ
ルヘプチル基、エチルヘキシル基、プロピルペンチル基、（メチルエチル）ペンチル基、
ブチルブチル基、（ブチル）（メチル）ブチル基、（ジメチルエチル）（ブチル）ブチル
基、ジメチルプロピル基、ジメチルブチル基、（エチル）（メチル）プロピル基、ジメチ
ルペンチル基、（エチル）（メチル）ブチル基、ジメチルヘキシル基、（エチル）（メチ
ル）ペンチル基、（プロピル）（メチル）ブチル基、（メチルエチル）（メチル）ブチル
基、ジエチルブチル基等の分枝鎖状飽和炭化水素基；
シクロプロピル基、シクロブチル基、シクロペンチル基、シクロヘキシル基、シクロヘプ
チル基、シクロオクチル基、シクロデシル基等の脂環式飽和炭化水素基が挙げられる。
【０１１６】
　Ｒ72で表される炭素数１～４のアルキル基としては、Ｒ70で例示した前記各基のうち炭
素数が４以下の直鎖状飽和炭化水素基、炭素数が４以下の分枝鎖状飽和炭化水素基が例示
できる。
【０１１７】
　Ｒ77、Ｒ79、Ｒ792及びＲ793で表される炭素数１～８の１価の脂肪族炭化水素基として
は、Ｒ70で例示した前記各基のうち炭素数が８以下のものが例示できる。さらには、ビニ
ル基、プロペニル基、イソプロペニル基、ブテニル基、２－メチルプロペニル基等も挙げ
られる。
【０１１８】
　Ｒ77及びＲ78における炭素数７～１２のアラルキル基としては、ベンジル基、フェニル
エチル基、フェニルプロピル基、ナフチルメチル基、ナフチルエチル基等が挙げられる。
Ｒ77、Ｒ78及びＲ79における炭素数６～１０の１価の芳香族炭化水素基としては、フェニ
ル基、トルイル基、キシリル基、ナフチル基等が挙げられる。
　Ｒ79で表される炭素数１～８の１価の飽和炭化水素基としては、Ｒ70で例示した前記各
基のうち炭素数が８以下のものが例示できる。
【０１１９】
　Ｒ792及びＲ793における炭素数２～８のアシル基としては、ホルミル基、アセチル基、
プロピオニル基、ブタノイル基、ペンタノイル基、ヘキサノイル基、ヘプタノイル基、オ
クタノイル基等が挙げられる。
【０１２０】
　Ｒ70において、－ＣＨ2－が－Ｏ－又は－ＣＯ－で置き換えられた飽和炭化水素基とし
ては、例えば、アセチル基、オキソブチル基、オキソペンチル基、オキソヘキシル基等の
オキソ基を含有する飽和炭化水素基；
フェナシル基、オキソ（ナフチル）エチル基、オキソ（ヒドロキシフェニル）エチル基、
オキソ（ヒドロキシナフチル）エチル基、オキソ（メトキシフェニル）エチル基、オキソ
（フェニル）プロピル基、オキソ（ナフチル）プロピル基等の芳香族基で置換されたオキ
ソ基含有飽和炭化水素基；等の１つの－ＣＨ2－が－ＣＯ－で置き換えられた飽和炭化水
素基；並びに
２－［２－（アセチルオキシ）アセトキシ］エチル基、２－（２－エチルヘキサノイルオ
キシ）エチル基、２－[２－（メトキシカルボニル）エチルカルボニルオキシ］エチル基
等のアルキル基、アルキレン基、及びエステル結合とで形成される基；
２－ベンゾイルオキシエチル基等のアルキレン基、芳香族環、及びエステル結合とで形成
される基；等の１つの－ＣＨ2－が－ＣＯ－で置き換えられ、１つの－ＣＨ2－が－Ｏ－で
置き換えられた飽和炭化水素基が挙げられる。
【０１２１】
　上記式（５）において、Ｄ２以外の各基の好ましい組合せは、
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Ｒ70が、炭素数１～４のアルキル基；炭素数１～４のヒドロキシアルキル基；アルキル基
とアルキレン基と２つのエステル結合とで形成される基、アルキレン基と芳香族環と１つ
のエステル結合とで形成される基のいずれかであり、
Ｒ71が－ＣＮであり、
Ｒ72が炭素数１～４のアルキル基であり、
Ｒ73～Ｒ76のうち３つが水素原子であるＲ77であり、残る一つが水素原子であるＲ77又は
－ＮＲ792Ｒ793であり、この－ＮＲ792Ｒ793を構成するＲ792及びＲ793のうち一方は水素
原子であり、他方は炭素数２～４のアシル基であり、
Ａ11～Ａ14のうち２つが＊－Ｏ－、残りが同一に＊－Ｏ－又は＊－Ｏ－ＣＯ－であり、
Ｍ2はＣｒであり、
ｎ２は１となる組合せである。
【０１２２】
　Ｄ+、Ｄ１+、Ｄ２+で表される１価の金属カチオンとしては、リチウムカチオン、ナト
リウムカチオン、カリウムカチオン等が挙げられる。
【０１２３】
（一般式（４）で表される金属錯塩染料）
　一般式（４）で表される金属錯塩染料としては、Ｃ．Ｉ．ソルベントレッド１３０、Ｃ
．Ｉ．ソルベントオレンジ４１、Ｃ．Ｉ．ソルベントオレンジ６２等が挙げられる。
【０１２４】
（一般式（５）で表される金属錯塩染料）
　一般式（５）で表される金属錯塩染料としては、例えば、Ｃ．Ｉ．ソルベントオレンジ
５６等が挙げられる。
【０１２５】
（一般式（６）で表される金属錯塩染料）
　一般式（６）で表される金属錯塩染料としては、式（６－１）～（６－６）で表される
アニオン構造を含む化合物と、ヒドロン、１価の金属カチオンとの塩である。
【０１２６】
【化１３】

【０１２７】
（金属錯塩染料の造塩化合物）
　本発明の金属錯塩染料は、耐光性、耐熱性に問題があり、高い信頼性が要求されるカラ
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ーフィルタを使用する画像表示装置に用いるには、その特性は十分なものではない場合が
ある。
　そのため、これらの欠点を改善するために、金属錯塩染料がアニオン性である場合は、
四級アンモニウム塩化合物（カチオン性化合物）、三級アミン化合物、二級アミン化合物
、一級アミン化合物等、及びこれらの官能基を有する樹脂成分を用いて造塩化して造塩化
合物として用いること、あるいはスルホンアミド化してスルホン酸アミド化合物として用
いることが耐性の面で好ましい。
【０１２８】
［カチオン性化合物］
　前述のとおり、本発明の金属錯塩染料が、アニオン性基を有する色素である場合は、カ
チオン性基を有する化合物と造塩をすることで造塩化合物の形態として用いることが出来
る。その場合、カチオン性基を有する化合物としては、下記一般式（７）で表わされる化
合物を用いることが出来る。
【０１２９】
一般式（７）
【化１４】

【０１３０】
　一般式（７）中、Ｒ1～Ｒ4 は、各々独立に、水素原子、置換されていてもよいアルキ
ル基、置換されていてもよいアルケニル基、または置換されていてもよいアリール基を表
し、Ｒ1～Ｒ3のうち２つが互いに結合して環を形成しても良い。Ｙ-は無機または有機の
アニオンを表す。
　ここでいう、置換基、アルキル基、アルケニル基、アリール基は、前述の≪置換基群Ａ
≫の項で述べたものと同様である。
【０１３１】
　一般式（７）で表される化合物（四級アンモニウム塩化合物）の好ましい形態は、無色
、または白色を呈するものである。ここで無色、または白色とは、いわゆる透明な状態を
意味し、可視光領域の４００～７００ｎｍの全波長領域において、透過率が９５％以上、
好ましくは９８％以上となっている状態と定義されるものである。すなわち染料成分の発
色を阻害しない、色変化を起こさないものである必要がある。
【０１３２】
　四級アンモニウム塩化合物のカウンタとなるカチオン部分の分子量は１９０～９００の
範囲であることが好ましい。ここでカチオン部分とは、下記一般式（１）中の（ＮＲ1Ｒ2

Ｒ3Ｒ4）
+の部分に相当する。分子量が１９０よりも小さいと耐光性、耐熱性が低下して

しまい、さらに溶剤への溶解性が低下してしまう場合がある。また分子量が９００よりも
大きくなると分子中の発色成分の割合が低下するために、発色性が低下し、明度も低下し
てしまう場合がある。より好ましくはカチオン部分の分子量が２４０～８５０の範囲であ
り、特に好ましいのは３５０～８００の範囲である。
　ここで分子量は構造式を基に計算を行ったものであり、Ｃの原子量を１２、Ｈの原子量
を１、Ｎの原子量を１４とした。
【０１３３】
　一般式（７）中のＲ1～Ｒ4の少なくとも２つ以上の側鎖のＣの数を５～２０個とするこ
とで、溶剤に対する溶解性が良好なものとなる。Ｒ1～Ｒ4のうちＣの数が５より小さいア
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ルキル基が３つ以上になると溶剤に対する溶解性が悪くなり、塗膜異物が発生しやすくな
ってしまう。また側鎖にＣの数が２０を超えてしまうアルキル基が存在すると造塩化合物
の発色性が損なわれてしまうことがある。
【０１３４】
　四級アンモニウム塩化合物のアニオンを構成するＹ-の成分は、無機または有機のアニ
オンであればよいが、ハロゲンであることが好ましく、塩素であることがより好ましい。
【０１３５】
　このような四級アンモニウム塩化合物として具体的には、テトラメチルアンモニウムク
ロライド（カチオン部分の分子量が７４）、テトラエチルアンモニウムクロライド（カチ
オン部分の分子量が１２２）、モノステアリルトリメチルアンモニウムクロライド（カチ
オン部分の分子量が３１２）、ジステアリルジメチルアンモニウムクロライド（カチオン
部分の分子量が５５０）、トリステアリルモノメチルアンモニウムクロライド（カチオン
部分の分子量が７８８）、セチルトリメチルアンモニウムクロライド（カチオン部分の分
子量が２８４）、トリオクチルメチルアンモニウムクロライド（カチオン部分の分子量が
３６８）、ジオクチルジメチルアンモニウムクロライド（カチオン部分の分子量が２７０
）、モノラウリルトリメチルアンモニウムクロライド（カチオン部分の分子量が２２８）
、ジラウリルジメチルアンモニウムクロライド（カチオン部分の分子量が３８２）、トリ
ラウリルメチルアンモニウムクロライド（カチオン部分の分子量が５３６）、トリアミル
ベンジルアンモニウムクロライド（カチオン部分の分子量が３１８）、トリヘキシルベン
ジルアンモニウムクロライド（カチオン部分の分子量が３６０）、トリオクチルベンジル
アンモニウムクロライド（カチオン部分の分子量が４４４）、トリラウリルベンジルアン
モニウムクロライド（カチオン部分の分子量が６１２）、ベンジルジメチルステアリルア
ンモニウムクロライド（カチオン部分の分子量が３８８）、及びベンジルジメチルオクチ
ルアンモニウムクロライド（カチオン部分の分子量が２４８）、またはジアルキル（アル
キルがＣ14～Ｃ18）ジメチルアンモニウムクロライド（硬化牛脂）（カチオン部分の分子
量が４３８～５５０）等を用いることが好ましい。
【０１３６】
　製品としては、花王社製のコータミン２４Ｐ、コータミン８６Ｐコンク、コータミン６
０Ｗ、コータミン８６Ｗ、コータミンＤ８６Ｐ、サニゾールＣ、サニゾールＢ－５０等、
ライオン社製のアーカード２１０－８０Ｅ、２Ｃ－７５、２ＨＴ－７５、２ＨＴフレーク
、２Ｏ－７５Ｉ、２ＨＰ－７５、または２ＨＰフレーク等があげられ、中でもコータミン
Ｄ８６Ｐ（ジステアリルジメチルアンモニウムクロライド）、またはアーカード２ＨＴ－
７５（ジアルキル（アルキルがＣ14～Ｃ18）ジメチルアンモニウムクロライド）等が好ま
しいものである。
【０１３７】
［カチオン性基構造単位含むアクリル樹脂］
　また、カチオン性基を有する化合物として、４級アンモニウム塩などカチオン性基構造
単位含むアクリル樹脂を使用しても良い。カチオン性基構造単位含むアクリル樹脂は、ア
ンモニウム塩基を有するエチレン性不飽和単量体もしくはアミノ基を有するエチレン性不
飽和単量体を単量体成分として共重合して作製したアクリル樹脂である。
【０１３８】
　以下に、本発明のカチオン性基構造単位含むアクリル樹脂を作成するのに好適なエチレ
ン性不飽和単量体を示す。なお、本明細書において「アクリル、メタクリル」、のいずれ
か或いは双方を示す場合「（メタ）アクリル」、と記載することがある。同様に、「アク
リロイル、メタクリロイル」のいずれか或いは双方を示す場合、「（メタ）アクリロイル
」と記載することがある。
【０１３９】
［アンモニウム塩基を有するエチレン性不飽和単量体］
　アンモニウム塩基を有するエチレン性不飽和単量体としては、例えば（メタ）アクリロ
イルオキシエチルトリメチルアンモニウムクロライド、（メタ）アクリロイルオキシエチ
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ルトリエチルアンモニウムクロライド、（メタ）アクリロイルオキシエチルジメチルベン
ジルアンモニウムクロライド、（メタ）アクリロイルオキシエチルメチルモルホリノアン
モニウムクロライド等のアルキル（メタ）アクリレート系第４級アンモニウム塩、（メタ
）アクリロイルアミノプロピルトリメチルアンモニウムクロライド、（メタ）アクリロイ
ルアミノエチルトリエチルアンモニウムクロライド、（メタ）アクリロイルアミノエチル
ジメチルベンジルアンモニウムクロライド等のアルキル（メタ）アクリロイルアミド系第
４級アンモニウム塩、ジメチルジアリルアンモニウムメチルサルフェート、トリメチルビ
ニルフェニルアンモニウムクロライド等が挙げられる。
【０１４０】
［アミノ基を有するエチレン性不飽和単量体］
　アミノ基を有するエチレン性不飽和単量体としては、例えば、ジメチルアミノエチル（
メタ）アクリレート、ジエチルアミノエチル（メタ）アクリレート、ジプロピルアミノエ
チル（メタ）アクリレート、ジイソプロピルアミノエチル（メタ）アクリレート、ジブチ
ルアミノエチル（メタ）アクリレート、ジイソブチルアミノエチル（メタ）アクリレート
、ジｔ－ブチルアミノエチル（メタ）アクリレート、ジメチルアミノプロピル（メタ）ア
クリルアミド、ジエチルアミノプロピル（メタ）アクリルアミド、ジプロピルアミノプロ
ピル（メタ）アクリルアミド、ジイソプロピルアミノプロピル（メタ）アクリルアミド、
ジブチルアミノプロピル（メタ）アクリルアミド、ジイソブチルアミノプロピル（メタ）
アクリルアミド、ジｔ－ブチルアミノプロピル（メタ）アクリルアミド等のジアルキルア
ミノ基を有する（メタ）アクリル酸エステルまたは（メタ）アクリルアミドが挙げられ、
ジメチルアミノスチレン、ジメチルアミノメチルスチレン等のジアルキルアミノ基を有す
るスチレン類、ジアリルメチルアミン、ジアリルアミン等のジアリルアミン化合物、Ｎ－
ビニルピロリジン、Ｎ－ビニルピロリドン、Ｎ－ビニルカルバゾール等のアミノ基含有芳
香族ビニル系単量体が挙げられる。
【０１４１】
［その他の共重合可能なエチレン性不飽和単量体］
　その他、用いることのできるモノマーとしては、例えば、（メタ）アクリル酸エステル
類、クロトン酸エステル類、ビニルエステル類、マレイン酸ジエステル類、フマル酸ジエ
ステル類、イタコン酸ジエステル類、（メタ）アクリルアミド類、ビニルエーテル類、ビ
ニルアルコールのエステル類、スチレン類、（メタ）アクリロニトリルなどが好ましい。
【０１４２】
　カチオン性基構造単位含むアクリル樹脂中に存在するアンモニウム塩基の量は、特に限
定されるものではないが、樹脂のアンモニウム塩価が１０～２００ｍｇＫＯＨ／ｇである
ことが好ましく、２０～１３０ｍｇＫＯＨ／ｇであることがより好ましい。
　樹脂のアンモニウム塩価が、上記範囲を満たすためには、４級アンモニウム塩基を有す
る構造単位の好ましい含有量は、樹脂を構成する構造単位の合計１００重量％のうち２～
５０重量％を含む共重合体であることが好ましく、より好ましくは、１０～４０重量％を
含む共重合体であることが好ましい。
【０１４３】
　本発明に使用されるカチオン性基構造単位含むアクリル樹脂の分子量は、特に限定され
るものではないが、ゲルパーミエーションクロマトグラフィー（ＧＰＣ）で測定した換算
重量平均分子量が１，０００～５００，０００であることが好ましく、３，０００～１５
，０００であることがより好ましい。
【０１４４】
　また、本発明に好適なカチオン性基構造単位含むアクリル樹脂は、カラーフィルタ用着
色組成物に広く使用される溶剤に溶解する特性を有することが好ましい。これにより異物
発生のない塗膜を得ることができる。特に、グリコールアセテート類、中でもプロピレン
グリコールモノメチルエーテルアセテートに溶解することが好ましい。
【０１４５】
（金属錯塩染料の塩形成）
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　本発明の金属錯塩染料の造塩化合物は、金属錯塩染料を溶解させた溶液と、カチオン性
基を有する化合物を攪拌または振動させるか、あるいは金属錯塩染料を溶解させた溶液と
、カチオン性基を有する化合物の溶液とを攪拌または振動下で混合させることにより、造
塩化合物を容易に得ることができる。溶液中で、金属錯塩染料を溶解させた溶液のアニオ
ン性基と、カチオン性基を有する化合物のカチオン性基がイオン化され、これらがイオン
結合し、該イオン結合部分が水不溶性となる場合は、造塩化合物が析出する。その場合、
カチオン性基を有する化合物の対アニオンと金属錯塩染料の対カチオンからなる塩は水溶
性のため、水洗等により除去が可能となる。使用するカチオン性基を有する化合物、およ
び（蛍光を有する）アニオン性基を有する色素は、各々単一種類のみを使用しても、構造
の異なる複数種類を使用してもよい。
　また、造塩化合物が析出しない場合は、適宜、大量の貧溶媒中に溶液を落とし、析出物
を得る。この析出物は水洗することで、カチオン性基を有する化合物の対アニオンと金属
錯塩染料の対カチオンからなる塩を除去する。使用するアニオン性基を有する化合物、お
よび金属錯塩染料は、各々単一種類のみを使用しても、構造の異なる複数種類を使用して
もよい。
【０１４６】
　本発明の金属錯塩染料の造塩化合物は、水溶液中でカチオン性基を有する化合物と金属
錯塩染料とを混合し、カチオン性基を有する化合物の対アニオンと、金属錯塩染料の対カ
チオンとからなる塩を除去してなる化合物であることが、耐熱性、保存安定性の観点で好
ましい。造塩化合物中に塩形成で生じた副生物（例えばＮａＣl）などが存在する場合は
、着色組成物中で造塩化合物が経時で析出してしまう可能性がある。
【０１４７】
　塩形成時に使用する溶液として、カチオン性基を有する化合物、および金属錯塩染料（
ＢＸ）を溶解させるための溶媒として、水と水溶性有機溶剤との混合溶液を使用してもよ
い。水溶性有機溶剤としては、メタノール、エタノール、ｎ－プロパノール、イソプロパ
ノール、１－メトキシ－２－プロパノール、１－エトキシ－２－プロパノール、ｎ－ブタ
ノール、イソブタノール、２－（メトキシメトキシ）エタノール、２－ブトキシエタノー
ル、２－（イソペンチルオキシ）エタノール、２－（ヘキシルオキシ）エタノール、エチ
レングリコール、エチレングリコールモノエチルエーテル、エチレングリコールモノブチ
ルエーテル、ジエチレングリコール、ジエチレングリコールモノメチルエーテル、ジエチ
レングリコールモノエチルエーテル、ジエチレングリコールモノブチルエーテル、プロピ
レングリコール、プロピレンゴリコールモノメチルエーテルアセテート、ジプロピレング
リコール、ジプロピレングリコールモノメチルエーテル、ジプロピレングリコールモノエ
チルエーテル、トリエチレングリコール、トリエチレングリコールモノメチルエーテル、
ポリエチレングリコール、グリセリン、テトラエチレングリコール、ジプロピレングリコ
ール、アセトン、ジアセトンアルコール、アニリン、ピリジン、酢酸エチル、酢酸イソプ
ロピル、メチルエチルケトン、Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド、ジメチルスルホキシド、
テトラヒドロフラン（ＴＨＦ）、ジオキサン、２－ピロリドン、２－メチルピロリドン、
Ｎ－メチル－２－ピロリドン、１，２－ヘキサンジオール、２，４，６－ヘキサントリオ
ール、テトラフルフリルアルコール、４－メトキシ－４メチルペンタノン等が挙げられる
。これらの水溶性有機溶剤は、水溶液の全重量（１００重量％）中、５～９０重量％用い
ることが好ましく、５～２０重量％用いることが最も好ましい。
【０１４８】
　カチオン性基を有する化合物と、金属錯塩染料との比率は、カチオン性基を有する化合
物の全カチオンユニットと金属錯塩染料の全アニオン性基とのモル比が１０／１～１／４
の範囲であれば本発明の金属錯塩染料の造塩化合物（Ｂ）を好適に調整でき、２／１～１
／２の範囲であればより好ましい。
【０１４９】
　本発明の金属錯体化合物の添加量としては、蛍光を有する色素単量体（Ａ）と金属錯体
化合物（Ｂ）との重量比（Ｂ／Ａ）が、０．００５～１．０の範囲であることが好ましく
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、さらに、０．０１～０．２の範囲であるのが最も好ましい。０．００５以下では、蛍光
消光効果が乏しく、コントラスト比向上効果に乏しい。１．０以上では、明度低下を引き
起こす場合がある。
【０１５０】
＜その他の着色剤＞
　本発明のカラーフィルタ用着色組成物は、さらに、その他の着色剤を併用して用いても
よい。その他の着色剤としては、染料、または有機顔料である。
【０１５１】
（有機顔料（Ｄ））
　その他の着色剤と併用する場合には、中でも有機顔料（Ｄ）を用いることが色相の調整
、および耐性向上のために好ましい。蛍光を有する色素単量体（Ａ）と有機顔料（Ｄ）と
を併用する場合、蛍光を有する色素単量体（Ａ）と有機顔料（Ｄ）との使用割合は、有機
顔料（Ｄ）１００重量部に対し蛍光を有する色素単量体（Ａ）が１～８０重量部であるこ
とが好ましい。より好ましくは５～６０重量部である。蛍光を有する色素単量体（Ａ）の
添加量がこの範囲にある場合、色相、および再現可能な色度領域も優れた組成物とするこ
とができる。
【０１５２】
　併用する顔料としては、各色のフィルタセグメントごとに下記のものが用いられる。
【０１５３】
［赤色フィルタセグメントを形成する顔料］
　赤色フィルタセグメントを形成する赤色顔料としては、以下に述べる赤色顔料、または
赤色染料を併用して用いることができる。
　赤色顔料としては、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド７、１４、４１、４８：１、４８：２、
４８：３、４８：４、５７：１、８１、８１：１、８１：２、８１：３、８１：４、１２
２、１４６、１４９、１６６、１６８、１６９、１７６、１７７、１７８、１７９、１８
４、１８５、１８７、２００、２０２、２０８、２１０、２２１、２４２、２４６、２５
４、２５５、２６４、２６８、２６９、２７０、２７２、２７３、２７４、２７６、２７
７、２７８、２７９、２８０、２８１、２８２、２８３、２８４、２８５、２８６、また
は２８７等が用いられる。中でもＣ．Ｉ．ピグメントレッド１７７、２４２、２５４、２
６９を用いることが好ましい。
【０１５４】
　赤色フィルタセグメント形成のためには、さらに、黄色または橙色顔料を併用しても良
い。黄色または橙色顔料としては、以下に述べる黄色顔料、橙色顔料等が挙げられる。
【０１５５】
　黄色顔料としては、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１、２、３、４、５、６、１０、１２
、１３、１４、１５、１６、１７、１８、２４、３１、３２、３４、３５、３５：１、３
６、３６：１、３７、３７：１、４０、４２、４３、５３、５５、６０、６１、６２、６
３、６５、７３、７４、７７、８１、８３、９３、９４、９５、９７、９８、１００、１
０１、１０４、１０６、１０８、１０９、１１０、１１３、１１４、１１５、１１６、１
１７、１１８、１１９、１２０、１２３、１２６、１２７、１２８、１２９、１３８、１
３９、１４７、１５０、１５１、１５２、１５３、１５４、１５５、１５６、１６１、１
６２、１６４、１６６、１６７、１６８、１６９、１７０、１７１、１７２、１７３、１
７４、１７５、１７６、１７７、１７９、１８０、１８１、１８２、１８５、１８７、１
８８、１９３、１９４、１９８、１９９、２１３、２１４、２１８、２１９、２２０、ま
たは、２２１等が用いられる。橙色顔料としては、Ｃ．Ｉ．ピグメントオレンジ３８、４
３、７１、または７３等が用いられる。
【０１５６】
　これらの顔料は、単独で、または必要に応じて任意の比率で２種以上混合して用いるこ
とができる。
【０１５７】
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　本発明における赤色フィルタセグメントに用いられる着色剤として有機顔料（Ｄ）と併
用して用いる場合、色再現域・耐性などの観点から、赤色顔料または橙色顔料と蛍光を有
する色素単量体（Ａ）とを併用することが好ましい。本発明に使用する赤色顔料または橙
色顔料としては、明度、コントラスト比の観点から、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド２５４、
１７７、２４２、２６９またはＣ．Ｉ．ピグメント オレンジ３８が特に好ましい。これ
らの有機顔料（Ｄ）と蛍光を有する色素単量体（Ａ）とを併用して用いることで、明度・
コントラスト比・耐性いずれにも優れた赤色着色組成物の提供が可能となる。
【０１５８】
［青色フィルタセグメントを形成する顔料］
　青色フィルタセグメントを形成する顔料としては、青色顔料として、例えばＣ．Ｉ．ピ
グメントブルー１、１：２、１：３、２、２：１、２：２、３、８、９、１０、１０：１
、１１、１２、１５、１５：１、１５：２、１５：３、１５：４、１５：６、１６、１８
、１９、２２、２４、２４：１、５３、５６、５６：１、５７、５８、５９、６０、６１
、６２、６４等の青色顔料、および／またはＣ．Ｉ．ピグメントバイオレット１、１９、
２３、２７、２９、３０、３２、３７、４０、４２、５０等の紫色顔料を併用することが
できる。
【０１５９】
　本発明における青色フィルタセグメントに用いられる着色剤として有機顔料（Ｄ）と併
用して用いる場合、色再現域・耐性などの観点から、青色顔料と蛍光を有する色素単量体
（Ａ）とを併用することが好ましい。本発明に使用する青色顔料としては、明度、コント
ラスト比の観点から、Ｃ．Ｉ．ピグメント ブルー１５：１、１５：６が特に望ましく、
また蛍光を有する色素（Ａ）としては、ローダミン系色素、トリフェニルメタン系色素を
用いることが好ましい。これらの色素（Ａ）を組み合わせることで、明度・コントラスト
比・耐性に優れた青色着色組成物の提供が可能となる。
【０１６０】
［緑色フィルタセグメントを形成する顔料］
　緑色フィルタセグメントを形成する顔料としては、Ｃ．Ｉ．ピグメント グリーン７、
１０、３６、３７、５８等の緑色顔料を用いることができる。中でもＣ．Ｉ．ピグメント
グリーン３６、５８を用いることが好ましい。
　また緑色着色組成物には、Ｃ．Ｉ．ピグメント イエロー１、２、３、４、５、６、１
０、１２、１３、１４、１５、１６、１７、１８、２４、３１、３２、３４、３５、３５
：１、３６、３６：１、３７、３７：１、４０、４２、４３、５３、５５、６０、６１、
６２、６３、６５、７３、７４、７７、８１、８３、９３、９４、９５、９７、９８、１
００、１０１、１０４、１０６、１０８、１０９、１１０、１１３、１１４、１１５、１
１６、１１７、１１８、１１９、１２０、１２３、１２６、１２７、１２８、１２９、１
３８、１３９、１４７、１５０、１５１、１５２、１５３、１５４、１５５、１５６、１
６１、１６２、１６４、１６６、１６７、１６８、１６９、１７０、１７１、１７２、１
７３、１７４、１７５、１７６、１７７、１７９、１８０、１８１、１８２、１８５、１
８７、１８８、１９３、１９４、１９８、１９９、２１３、２１４、２１８、２１９、２
２０、または２２１等の黄色顔料を併用することができる。
　これらの中でも、Ｃ．Ｉ．ピグメント イエロー１３８、１５０等を用いることが好ま
しい。
【０１６１】
　本発明における緑色フィルタセグメントに用いられる着色剤として有機顔料（Ｄ）と併
用して用いる場合、色再現域・耐性などの観点から、緑色顔料と蛍光を有する色素単量体
（Ａ）とを併用することが好ましい。本発明に使用する緑色顔料としては、明度、コント
ラスト比の観点から、Ｃ．Ｉ．ピグメント グリーン３６、５８が特に望ましく、また蛍
光を有する色素（Ａ）としては、黄色を呈する染料が好ましく、特にキノリン系色素を用
いることが好ましい。これらの色素（Ａ）を組み合わせることで、明度・コントラスト比
・耐性に優れた緑色着色組成物の提供が可能となる。
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【０１６２】
　本発明のカラーフィルタ用着色組成物において、全不揮発成分に対する着色剤濃度は、
充分な色再現性を得る観点から１０～９０重量％であることが好ましく、より好ましくは
１５～８５重量％であり、最も好ましくは２０～８０重量％である。着色剤成分の濃度が
、１０重量％未満になると、十分な色再現性を得ることができない場合があり、９０重量
％を超えるとバインダー樹脂などの着色剤担体の濃度が低くなり、着色組成物の安定性が
悪くなる場合がある。
【０１６３】
（顔料の微細化）
　本発明で併用してもよい有機顔料（Ｄ）は、微細化して用いることが好ましい。微細化
方法は特に限定されるものではなく、例えば湿式磨砕、乾式磨砕、溶解析出法いずれも使
用でき、本発明で例示するように湿式磨砕の１種であるニーダー法によるソルトミリング
処理等を行い微細化することができる。顔料の一次粒子径は、着色剤担体中への分散が良
好なことから、２０ｎｍ以上であることが好ましい。また、コントラスト比が高いフィル
タセグメントを形成できることから、１００ｎｍ以下であることが好ましい。特に好まし
い範囲は、２５～８５ｎｍの範囲である。なお、顔料の一次粒子径は、顔料のＴＥＭ（透
過型電子顕微鏡）による電子顕微鏡写真から一次粒子の大きさを直接計測する方法で行っ
た。具体的には、個々の顔料の一次粒子の短軸径と長軸径を計測し、平均をその顔料粒子
の粒径とした。
【０１６４】
　ソルトミリング処理とは、顔料と水溶性無機塩と水溶性有機溶剤との混合物を、ニーダ
ー、２本ロールミル、３本ロールミル、ボールミル、アトライター、サンドミル、プラネ
タリー型ミキサー等のバッチ式または連続式混練機を用いて、加熱しながら機械的に混練
した後、水洗により水溶性無機塩と水溶性有機溶剤を除去する処理である。水溶性無機塩
は、破砕助剤として働くものであり、ソルトミリング時に無機塩の硬度の高さを利用して
顔料が破砕される。顔料をソルトミリング処理する際の条件を最適化することにより、一
次粒子径が非常に微細であり、また、分布の幅がせまく、シャープな粒度分布をもつ顔料
を得ることができる。
【０１６５】
　水溶性無機塩としては、塩化ナトリウム、塩化バリウム、塩化カリウム、硫酸ナトリウ
ム等を用いることができるが、価格の点から塩化ナトリウム（食塩）を用いるのが好まし
い。水溶性無機塩は、処理効率と生産効率の両面から、顔料の全重量１００重量部に対し
、５０～２０００重量部用いることが好ましく、３００～１０００重量部用いることが最
も好ましい。
【０１６６】
　水溶性有機溶剤は、顔料及び水溶性無機塩を湿潤する働きをするものであり、水に溶解
（混和）し、かつ用いる無機塩を実質的に溶解しないものであれば特に限定されない。た
だし、ソルトミリング時に温度が上昇し、溶剤が蒸発し易い状態になるため、安全性の点
から、沸点１２０℃以上の高沸点溶剤が好ましい。例えば、２－メトキシエタノール、２
－ブトキシエタノール、２－（イソペンチルオキシ）エタノール、２－（ヘキシルオキシ
）エタノール、ジエチレングリコール、ジエチレングリコールモノエチルエーテル、ジエ
チレングリコールモノブチルエーテル、トリエチレングリコール、トリエチレングリコー
ルモノメチルエーテル、液状のポリエチレングリコール、１－メトキシ－２－プロパノー
ル、１－エトキシ－２－プロパノール、ジプロピレングリコール、ジプロピレングリコー
ルモノメチルエーテル、ジプロピレングリコールモノエチルエーテル、液状のポリプロピ
レングリコール等が用いられる。水溶性有機溶剤は、顔料の全重量１００重量部に対し、
５～１０００重量部用いることが好ましく、５０～５００重量部用いることが最も好まし
い。
【０１６７】
　顔料をソルトミリング処理する際には、必要に応じて樹脂を添加してもよい。用いられ
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る樹脂の種類は特に限定されず、天然樹脂、変性天然樹脂、合成樹脂、天然樹脂で変性さ
れた合成樹脂等を用いることができる。用いられる樹脂は、室温で固体であり、水不溶性
であることが好ましく、かつ上記有機溶剤に一部可溶であることがさらに好ましい。樹脂
の使用量は、顔料の全重量１００重量部に対し、５～２００重量部の範囲であることが好
ましい。
【０１６８】
　顔料をソルトミリング処理（微細化）する際に、同時に本発明の蛍光を有する色素（Ａ
）を添加することも好ましいものである。顔料を微細化する際に、共に添加することで良
好な着色剤とすることができる。
【０１６９】
（染料）
　本発明のカラーフィルタ用着色組成物の着色剤として、さらに染料を使用しても良い。
着色剤に使用可能な染料としては、特に限定されるものではなく、公知の染料を使用する
ことができる。例えば、油溶性染料、酸性染料、酸性染料のアミン塩や酸性染料のスルホ
ンアミド誘導体などが挙げられる。目的とする分光に合わせて、染料種を選択することが
できる。
【０１７０】
　前記の染料としては、例えば、カラーインデックス（The Society of Dyers and Colou
rists出版）で染料に分類されている化合物や、染色ノート（色染社）に記載されている
公知の染料が挙げられる。
　具体的には、Ｃ．Ｉ．ソルベントイエロー４（以下、Ｃ．Ｉ．ソルベントイエローの記
載を省略し、番号のみの記載とする。）、１４、１５、２３、２４、３８、６２、６３、
６８、８２、９４、９８、９９、１６２、Ｃ．Ｉ．ソルベントレッド４５、４９、１２５
、１３０、Ｃ．Ｉ．ソルベントオレンジ２、７、１１、１５、２６、５６、６２、Ｃ．Ｉ
．ソルベントブルー３５、３７、５９、６７、Ｃ．Ｉ．ソルベントグリーン１、３、４、
５、７、２８、２９、３２、３３、３４、３５などが挙げられる。
【０１７１】
　またＣ．Ｉ．アシッド染料として、Ｃ．Ｉ．アシッドイエロー１、３、７、９、１１、
１７、２３、２５、２９、３４、３６、３８、４０、４２、５４、６５、７２、７３、７
６、７９、９８、９９、１１１、１１２、１１３、１１４、１１６、１１９、１２３、１
２８、１３４、１３５、１３８、１３９、１４０、１４４、１５０、１５５、１５７、１
６０、１６１、１６３、１６８、１６９、１７２、１７７、１７８、１７９、１８４、１
９０、１９３、１９６、１９７、１９９、２０２、２０３、２０４、２０５、２０７、２
１２、２１４、２２０、２２１、２２８、２３０、２３２、２３５、２３８、２４０、２
４２、２４３、２５１、Ｃ．Ｉ．アシッドレッド１、４、８、１４、１７、１８、２６、
２７、２９、３１、３４、３５、３７、４２、４４、５０、５１、５２、５７、６６、７
３、８０、８７、８８、９１、９２、９４、９７、１０３、１１１、１１４、１２９、１
３３、１３４、１３８、１４３、１４５、１５０、１５１、１５８、１７６、１８２、１
８３、１９８、２０６、２１１、２１５、２１６、２１７、２２７、２２８、２４９、２
５２、２５７、２５８、２６０、２６１、２６６、２６８、２７０、２７４、２７７、２
８０、２８１、１９５、３０８、３１２、３１５、３１６、３３９、３４１、３４５、３
４６、３４９、３８２、３８３、３９４、４０１、４１２、４１７、４１８、４２２、４
２６、Ｃ．Ｉ．アシッドオレンジ６、７、８、１０、１２、２６、５０、５１、５２、５
６、６２、６３、６４、７４、７５、９４、９５、１０７、１０８、１６９、１７３、Ｃ
．Ｉ．アシッドブルー１、７、９、１５、１８、２３、２５、２７、２９、４０、４２、
４５、５１、６２、７０、７４、８０、８３、８６、８７、９０、９２、９６、１０３、
１１２、１１３、１２０、１２９、１３８、１４７、１５０、１５８、１７１、１８２、
１９２、２１０、２４２、２４３、２５６、２５９、２６７、２７８、２８０、２８５、
２９０、２９６、３１５、３２４：１、３３５、３４０、Ｃ．Ｉ．アシッドバイオレット
６Ｂ、７、９、１７、１９、Ｃ．Ｉ．アシッドグリーン１、３、５、９、１６、２５、２
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７、５０、５８、６３、６５、８０、１０４、１０５、１０６、１０９などの染料が挙げ
られる。
【０１７２】
　またＣ．Ｉ．ダイレクト染料として、Ｃ．Ｉ．ダイレクトイエロー２、３３、３４、３
５、３８、３９、４３、４７、５０、５４、５８、６８、６９、７０、７１、８６、９３
、９４、９５、９８、１０２、１０８、１０９、１２９、１３６、１３８、１４１、Ｃ．
Ｉ．ダイレクトレッド７９、８２、８３、８４、９１、９２、９６、９７、９８、９９、
１０５、１０６、１０７、１７２、１７３、１７６、１７７、１７９、１８１、１８２、
１８４、２０４、２０７、２１１、２１３、２１８、２２０、２２１、２２２、２３２、
２３３、２３４、２４１、２４３、２４６、２５０、Ｃ．Ｉ．ダイレクトオレンジ３４、
３９、４１、４６、５０、５２、５６、５７、６１、６４、６５、６８、７０、９６、９
７、１０６、１０７、Ｃ．Ｉ．ダイレクトブルー５７、７７、８０、８１、８４、８５、
８６、９０、９３、９４、９５、９７、９８、９９、１００、１０１、１０６、１０７、
１０８、１０９、１１３、１１４、１１５、１１７、１１９、１３７、１４９、１５０、
１５３、１５５、１５６、１５８、１５９、１６０、１６１、１６２、１６３、１６４、
１６６、１６７、１７０、１７１、１７２、１７３、１８８、１８９、１９０、１９２、
１９３、１９４、１９６、１９８、１９９、２００、２０７、２０９、２１０、２１２、
２１３、２１４、２２２、２２８、２２９、２３７、２３８、２４２、２４３、２４４、
２４５、２４７、２４８、２５０、２５１、２５２、２５６、２５７、２５９、２６０、
２６８、２７４、２７５、２９３、Ｃ．Ｉ．ダイレクトバイオレット４７、５２、５４、
５９、６０、６５、６６、７９、８０、８１、８２、８４、８９、９０、９３、９５、９
６、１０３、１０４、Ｃ．Ｉ．ダイレクトグリーン２５、２７、３１、３２、３４、３７
、６３、６５、６６、６７、６８、６９、７２、７７、７９、８２などの染料が挙げられ
る。
【０１７３】
　さらに、Ｃ．Ｉ．モーダント染料として、Ｃ．Ｉ．モーダントイエロー５、８、１０、
１６、２０、２６、３０、３１、３３、４２、４３、４５、５６、６１、６２、６５、Ｃ
．Ｉ．モーダントレッド１、２、３、４、９、１１、１２、１４、１７、１８、１９、２
２、２３、２４、２５、２６、３０、３２、３３、３６、３７、３８、３９、４１、４３
、４５、４６、４８、５３、５６、６３、７１、７４、８５、８６、８８、９０、９４、
９５、Ｃ．Ｉ．モーダントオレンジ３、４、５、８、１２、１３、１４、２０、２１、２
３、２４、２８、２９、３２、３４、３５、３６、３７、４２、４３、４７、４８、Ｃ．
Ｉ．モーダントブルー１、２、３、７、８、９、１２、１３、１５、１６、１９、２０、
２１、２２、２３、２４、２６、３０、３１、３２、３９、４０、４１、４３、４４、４
８、４９、５３、６１、７４、７７、８３、８４、Ｃ．Ｉ．モーダントバイオレット１、
２、４、５、７、１４、２２、２４、３０、３１、３２、３７、４０、４１、４４、４５
、４７、４８、５３、５８、Ｃ．Ｉ．モーダントグリーン１、３、４、５、１０、１５、
１９、２６、２９、３３、３４、３５、４１、４３、５３などの染料が挙げられる。
【０１７４】
　また、着色剤に使用するのに好適な染料としては、アゾ染料、金属錯塩アゾ染料、アン
トラキノン染料、トリフェニルメタン染料、キサンテン染料、シアニン染料、ナフトキノ
ン染料、キノンイミン染料、メチン染料、スクワリリウム染料及びフタロシアニン染料な
どが挙げられる。
【０１７５】
＜バインダー樹脂（Ｃ）＞
　本発明におけるバインダー樹脂は、着色剤を分散するものであって、例えば、熱可塑性
樹脂、熱硬化性樹脂等が挙げられる。樹脂は、可視光領域の４００～７００ｎｍの全波長
領域において分光透過率が好ましくは８０％以上、より好ましくは９５％以上の透明樹脂
であることが好ましい。また、アルカリ現像型感光性着色組成物の形態で用いる場合には
、酸性置換基含有エチレン性不飽和単量体を共重合したアルカリ可溶性ビニル系樹脂を用
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いることが好ましい。また、さらに光感度を向上させるために、エチレン性不飽和二重結
合を有する活性エネルギー線硬化性樹脂を用いることもできる。
【０１７６】
　熱可塑性樹脂としては、例えば、アクリル樹脂、ブチラール樹脂、スチレンーマレイン
酸共重合体、塩素化ポリエチレン、塩素化ポリプロピレン、ポリ塩化ビニル、塩化ビニル
－酢酸ビニル共重合体、ポリ酢酸ビニル、ポリウレタン系樹脂、ポリエステル樹脂、ビニ
ル系樹脂、アルキッド樹脂、ポリスチレン樹脂、ポリアミド樹脂、ゴム系樹脂、環化ゴム
系樹脂、セルロース類、ポリエチレン（HDPE、LDPE）、ポリブタジエン、およびポリイミ
ド樹脂等が挙げられる。
【０１７７】
　熱硬化性樹脂としては、例えば、エポキシ樹脂、ベンゾグアナミン樹脂、ロジン変性マ
レイン酸樹脂、ロジン変性フマル酸樹脂、メラミン樹脂、尿素樹脂、およびフェノール樹
脂等が挙げられる。　
【０１７８】
　酸性置換基含有エチレン性不飽和単量体を共重合したビニル系アルカリ可溶性樹脂とし
ては、例えば、カルボキシル基、スルホン基等の酸性置換基を有する樹脂が挙げられる。
アルカリ可溶性樹脂として具体的には、酸性置換基を有するアクリル樹脂、α－オレフィ
ン／（無水）マレイン酸共重合体、スチレン／スチレンスルホン酸共重合体、エチレン／
（メタ）アクリル酸共重合体、又はイソブチレン／（無水）マレイン酸共重合体等が挙げ
られる。中でも、酸性置換基を有するアクリル樹脂、およびスチレン／スチレンスルホン
酸共重合体から選ばれる少なくとも１種の樹脂、特に酸性置換基を有するアクリル樹脂は
、耐熱性、透明性が高いため、好適に用いられる。
【０１７９】
　エチレン性不飽和二重結合を有する活性エネルギー線硬化性樹脂としては、たとえば以
下に示す(ｉ)や(ｉｉ)の方法によりエチレン性不飽和二重結合を導入した樹脂が挙げられ
る。
【０１８０】
　[方法(ｉ)]
　方法(ｉ)としては、例えば、エポキシ基を有するエチレン性不飽和単量体と、他の１種
類以上の単量体とを共重合することによって得られた共重合体の側鎖エポキシ基に、エチ
レン性不飽和二重結合を有する不飽和一塩基酸のカルボキシル基を付加反応させ、更に、
生成した水酸基に、多塩基酸無水物を反応させ、エチレン性不飽和二重結合およびカルボ
キシル基を導入する方法がある。
【０１８１】
　エポキシ基を有するエチレン性不飽和単量体としては、例えば、グリシジル（メタ）ア
クリレート、メチルグリシジル（メタ）アクリレート、２－グリシドキシエチル（メタ）
アクリレート、３，４－エポキシブチル（メタ）アクリレート、及び３，４－エポキシシ
クロヘキシル（メタ）アクリレートが挙げられ、これらは、単独で用いても、２種類以上
を併用してもかまわない。次工程の不飽和一塩基酸との反応性の観点で、グリシジル（メ
タ）アクリレートが好ましい。
【０１８２】
　不飽和一塩基酸としては、（メタ）アクリル酸、クロトン酸、ｏ－、ｍ－、ｐ－ビニル
安息香酸、（メタ）アクリル酸のα位ハロアルキル、アルコキシル、ハロゲン、ニトロ、
シアノ置換体等のモノカルボン酸等が挙げられ、これらは、単独で用いても、２種類以上
を併用してもかまわない。
【０１８３】
　多塩基酸無水物としては、テトラヒドロ無水フタル酸、無水フタル酸、ヘキサヒドロ無
水フタル酸、無水コハク酸、無水マレイン酸等が挙げられ、これらは単独で用いても、２
種類以上を併用してもかまわない。カルボキシル基の数を増やす等、必要に応じて、トリ
メリット酸無水物等のトリカルボン酸無水物を用いたり、ピロメリット酸二無水物等のテ
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トラカルボン酸二無水物を用いて、残った無水物基を加水分解したりすること等もできる
。また、多塩基酸無水物として、エチレン性不飽和二重結合を有する、テトラヒドロ無水
フタル酸、又は無水マレイン酸を用いると、更にエチレン性不飽和二重結合を増やすこと
ができる。
【０１８４】
　方法(ｉ)の類似の方法として、例えば、カルボキシル基を有するエチレン性不飽和単量
体と、他の１種類以上の単量体とを共重合することによって得られた共重合体の側鎖カル
ボキシル基の一部に、エポキシ基を有するエチレン性不飽和単量体を付加反応させ、エチ
レン性不飽和二重結合およびカルボキシル基を導入する方法がある。
【０１８５】
　[方法(ｉｉ)]
　方法(ｉｉ)としては、水酸基を有するエチレン性不飽和単量体を使用し、他のカルボキ
シル基を有する不飽和一塩基酸の単量体や、他の単量体とを共重合することによって得ら
れた共重合体の側鎖水酸基に、イソシアネート基を有するエチレン性不飽和単量体のイソ
シアネート基を反応させる方法がある。
【０１８６】
　水酸基を有するエチレン性不飽和単量体としては、２－ヒドロキシエチル（メタ）アク
リレート、２－若しくは３－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート、２－若しくは３
－若しくは4－ヒドロキシブチル（メタ）アクリレート、グリセロール（メタ）アクリレ
ート、又はシクロヘキサンジメタノールモノ（メタ）アクリレート等のヒドロキシアルキ
ルメタアクリレート類が挙げられ、これらは、単独で用いても、２種類以上を併用して用
いてもかまわない。また、上記ヒドロキシアルキル（メタ）アクリレートに、エチレンオ
キシド、プロピレンオキシド、及び／又はブチレンオキシド等を付加重合させたポリエー
テルモノ（メタ）アクリレートや、ポリγ－バレロラクトン、ポリε－カプロラクトン、
及び／又はポリ１２－ヒドロキシステアリン酸等を付加したポリエステルモノ（メタ）ア
クリレートも使用できる。塗膜異物抑制の観点から、２－ヒドロキシエチルメタアクリレ
ート、又はグリセロールメタアクリレートが好ましい。
【０１８７】
　イソシアネート基を有するエチレン性不飽和単量体としては、２－（メタ）アクリロイ
ルオキシエチルイソシアネート、又は１，１－ビス〔メタアクリロイルオキシ〕エチルイ
ソシアネート等が挙げられるが、これらに限定することなく、２種類以上併用することも
できる。
【０１８８】
　着色剤を好ましく分散させるためには、樹脂の重量平均分子量（Ｍｗ）は１０，０００
～１００，０００の範囲が好ましく、より好ましくは１０，０００～８０，０００の範囲
である。また数平均分子量（Ｍｎ）は５，０００～５０，０００の範囲が好ましく、Ｍｗ
／Ｍｎの値は１０以下であることが好ましい。
【０１８９】
　また、着色剤の分散性、安定性、現像性、及び耐熱性の観点から、着色剤吸着基及び現
像時のアルカリ可溶性基として働くカルボキシル基、着色剤担体及び溶剤に対する親和性
基として働く脂肪族基及び芳香族基のバランスが、顔料の分散性、塗膜における現像液浸
透性、未硬化部分の現像液溶解性、さらには耐久性にとって重要であり、酸価２０～３０
０ｍｇＫＯＨ／ｇの樹脂を用いることが好ましい。酸価が、２０ｍｇＫＯＨ／ｇ未満では
、現像液に対する溶解性が悪く、微細パターン形成するのが困難である。また３００ｍｇ
ＫＯＨ／ｇを超えると、微細パターンが残らなくなる場合がある。
【０１９０】
　樹脂は、成膜性および諸耐性が良好なことから、着色剤の全重量１００重量部に対して
、３０重量部以上の量で用いることが好ましく、着色剤濃度が高く、良好な色特性を発現
できることから、５００重量部以下の量で用いることが好ましい。より好ましくは１００
～４００重量部。さらに好ましくは１６０～３２０重量部である。このような顔料の構成
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比率により色度領域を広げることができる。
【０１９１】
＜有機溶剤＞
　本発明の着色組成物には、着色剤を充分に着色剤担体中に分散、浸透させ、ガラス基板
等の基板上に乾燥膜厚が０．２～５μｍとなるように塗布してフィルタセグメントを形成
することを容易にするために有機溶剤を含有させる。有機溶剤は、着色組成物の塗布性が
良好であることに加え、着色組成物各成分の溶解性、さらには安全性を考慮して選定され
る。
【０１９２】
　有機溶剤としては、例えば、乳酸エチル、ベンジルアルコール、１，２，３－トリクロ
ロプロパン、１，３－ブタンジオール、１，３－ブチレングリコール、１，３－ブチレン
グリコールジアセテート、１，４－ジオキサン、２－ヘプタノン、２－メチル－１，３－
プロパンジオール、３，５，５－トリメチル－２－シクロヘキセン－１－オン、３，３，
５－トリメチルシクロヘキサノン、３－エトキシプロピオン酸エチル、３－メチル－１，
３－ブタンジオール、３－メトキシ－３－メチル－１－ブタノール、３－メトキシ－３－
メチルブチルアセテート、３-メトキシブタノール、３－メトキシブチルアセテート、４
－ヘプタノン、ｍ－キシレン、ｍ－ジエチルベンゼン、ｍ－ジクロロベンゼン、Ｎ，Ｎ－
ジメチルアセトアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド、ｎ－ブチルアルコール、ｎ－ブ
チルベンゼン、ｎ－プロピルアセテート、ｏ－キシレン、ｏ－クロロトルエン、ｏ－ジエ
チルベンゼン、ｏ－ジクロロベンゼン、ｐ－クロロトルエン、ｐ－ジエチルベンゼン、ｓ
ｅｃ－ブチルベンゼン、ｔｅｒｔ－ブチルベンゼン、γ―ブチロラクトン、イソブチルア
ルコール、イソホロン、エチレングリコールジエチルエーテル、エチレングリコールジブ
チルエーテル、エチレングリコールモノイソプロピルエーテル、エチレングリコールモノ
エチルエーテル、エチレングリコールモノエチルエーテルアセテート、エチレングリコー
ルモノターシャリーブチルエーテル、エチレングリコールモノブチルエーテル、エチレン
グリコールモノブチルエーテルアセテート、エチレングリコールモノプロピルエーテル、
エチレングリコールモノヘキシルエーテル、エチレングリコールモノメチルエーテル、エ
チレングリコールモノメチルエーテルアセテート、ジイソブチルケトン、ジエチレングリ
コールジエチルエーテル、ジエチレングリコールジメチルエーテル、ジエチレングリコー
ルモノイソプロピルエーテル、ジエチレングリコールモノエチルエーテルアセテート、ジ
エチレングリコールモノブチルエーテル、ジエチレングリコールモノブチルエーテルアセ
テート、ジエチレングリコールモノメチルエーテル、シクロヘキサノール、シクロヘキサ
ノールアセテート、シクロヘキサノン、ジプロピレングリコールジメチルエーテル、ジプ
ロピレングリコールメチルエーテルアセテート、ジプロピレングリコールモノエチルエー
テル、ジプロピレングリコールモノブチルエーテル、ジプロピレングリコールモノプロピ
ルエーテル、ジプロピレングリコールモノメチルエーテル、ダイアセトンアルコール、ト
リアセチン、トリプロピレングリコールモノブチルエーテル、トリプロピレングリコール
モノメチルエーテル、プロピレングリコールジアセテート、プロピレングリコールフェニ
ルエーテル、プロピレングリコールモノエチルエーテル、プロピレングリコールモノエチ
ルエーテルアセテート、プロピレングリコールモノブチルエーテル、プロピレングリコー
ルモノプロピルエーテル、プロピレングリコールモノメチルエーテル、プロピレングリコ
ールモノメチルエーテルアセテート、プロピレングリコールモノメチルエーテルプロピオ
ネート、ベンジルアルコール、メチルイソブチルケトン、メチルシクロヘキサノール、酢
酸ｎ－アミル、酢酸ｎ－ブチル、酢酸イソアミル、酢酸イソブチル、酢酸プロピル、二塩
基酸エステル等が挙げられる。
　これらの溶剤は、単独で、または必要に応じて任意の比率で２種以上混合して用いるこ
とができる。
【０１９３】
　中でも、着色剤の分散性、浸透性、および着色組成物の塗布性が良好なことから、乳酸
エチル、プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート、プロピレングリコールモ



(42) JP 2015-18207 A 2015.1.29

10

20

30

40

50

ノエチルエーテルアセテート、エチレングリコールモノメチルエーテルアセテート、エチ
レングリコールモノエチルエーテルアセテート等のグリコールアセテート類、ベンジルア
ルコール、ダイアセトンアルコール等のアルコール類やシクロヘキサノン等のケトン類を
用いることが好ましい。
【０１９４】
　また有機溶剤は、着色組成物を適正な粘度に調節し、目的とする均一な膜厚のフィルタ
セグメントを形成できることから、着色剤１００重量部に対して、５００～４０００重量
部の量で用いることが好ましい。
【０１９５】
＜光重合性単量体＞
　本発明の着色組成物に添加しても良い光重合性単量体には、紫外線や熱などにより硬化
して透明樹脂を生成するモノマーもしくはオリゴマーが含まれる。
【０１９６】
　紫外線や熱などにより硬化して透明樹脂を生成するモノマー、オリゴマーとしては、例
えば、メチル（メタ）アクリレート、エチル（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシエチ
ル（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート、シクロヘキシ
ル（メタ）アクリレート、β－カルボキシエチル（メタ）アクリレート、ポリエチレング
リコールジ（メタ）アクリレート、１，６－ヘキサンジオールジ（メタ）アクリレート、
トリエチレングリコールジ（メタ）アクリレート、トリプロピレングリコールジ（メタ）
アクリレート、トリメチロールプロパントリ（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトー
ルトリ（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトールテトラ（メタ）アクリレート、１，
６－ヘキサンジオールジグリシジルエーテルジ（メタ）アクリレート、ビスフェノールＡ
ジグリシジルエーテルジ（メタ）アクリレート、ネオペンチルグリコールジグリシジルエ
ーテルジ（メタ）アクリレート、ジペンタエリスリトールヘキサ（メタ）アクリレート、
ジペンタエリスリトールペンタ（メタ）アクリレート、トリシクロデカニル（メタ）アク
リレート、エステルアクリレート、メチロール化メラミンの（メタ）アクリル酸エステル
、エポキシ（メタ）アクリレート、ウレタンアクリレート等の各種アクリル酸エステルお
よびメタクリル酸エステル、（メタ）アクリル酸、スチレン、酢酸ビニル、ヒドロキシエ
チルビニルエーテル、エチレングリコールジビニルエーテル、ペンタエリスリトールトリ
ビニルエーテル、（メタ）アクリルアミド、Ｎ－ヒドロキシメチル（メタ）アクリルアミ
ド、Ｎ－ビニルホルムアミド、アクリロニトリル等が挙げられるが、必ずしもこれらに限
定されるものではない。
　これらの光重合性化合物は、１種を単独で、または必要に応じて任意の比率で２種以上
混合して用いることができる。
【０１９７】
　光重合性単量体の配合量は、着色剤１００重量部に対し、５～４００重量部であること
が好ましく、光硬化性および現像性の観点から１０～３００重量部であることがより好ま
しい。
【０１９８】
＜光重合開始剤＞
　本発明の着色組成物には、該組成物を紫外線照射により硬化させ、フォトリソグラフィ
ー法によりフィルタセグメントを形成するために、光重合開始剤を加えて溶剤現像型ある
いはアルカリ現像型感光性着色組成物の形態で調製することができる。
【０１９９】
　光重合開始剤としては、４－フェノキシジクロロアセトフェノン、４－ｔ－ブチル－ジ
クロロアセトフェノン、ジエトキシアセトフェノン、１－（４－イソプロピルフェニル）
－２－ヒドロキシ－２－メチルプロパン－１－オン、１－ヒドロキシシクロヘキシルフェ
ニルケトン、２－メチル－１－[４－（メチルチオ）フェニル]－２－モルフォリノプロパ
ン－１－オン、２－（ジメチルアミノ）－２－[（４－メチルフェニル）メチル]－１－[
４－（４－モルホリニル）フェニル]－１－ブタノン、または２－ベンジル－２－ジメチ
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ルアミノ－１－（４－モルフォリノフェニル）－ブタン－１－オン等のアセトフェノン系
化合物；ベンゾイン、ベンゾインメチルエーテル、ベンゾインエチルエーテル、ベンゾイ
ンイソプロピルエーテル、またはベンジルジメチルケタール等のベンゾイン系化合物；ベ
ンゾフェノン、ベンゾイル安息香酸、ベンゾイル安息香酸メチル、４－フェニルベンゾフ
ェノン、ヒドロキシベンゾフェノン、アクリル化ベンゾフェノン、４－ベンゾイル－４’
－メチルジフェニルサルファイド、または３，３’，４，４’－テトラ（ｔ－ブチルパー
オキシカルボニル）ベンゾフェノン等のベンゾフェノン系化合物；チオキサントン、２－
クロルチオキサントン、２－メチルチオキサントン、イソプロピルチオキサントン、２，
４－ジイソプロピルチオキサントン、または２，４－ジエチルチオキサントン等のチオキ
サントン系化合物；２，４，６－トリクロロ－ｓ－トリアジン、２－フェニル－４，６－
ビス（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、２－（ｐ－メトキシフェニル）－４，６－
ビス（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、２－（ｐ－トリル）－４，６－ビス（トリ
クロロメチル）－ｓ－トリアジン、２－ピペロニル－４，６－ビス（トリクロロメチル）
－ｓ－トリアジン、２，４－ビス（トリクロロメチル）－６－スチリル－ｓ－トリアジン
、２－（ナフト－１－イル）－４，６－ビス（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、２
－（４－メトキシ－ナフト－１－イル）－４，６－ビス（トリクロロメチル）－ｓ－トリ
アジン、２，４－トリクロロメチル－（ピペロニル）－６－トリアジン、または２，４－
トリクロロメチル－（４’－メトキシスチリル）－６－トリアジン等のトリアジン系化合
物；１，２－オクタンジオン，１－〔４－（フェニルチオ）－，２－（Ｏ－ベンゾイルオ
キシム）〕、またはＯ－（アセチル）－Ｎ－（１－フェニル－２－オキソ－２－（４’－
メトキシ－ナフチル）エチリデン）ヒドロキシルアミン等のオキシムエステル系化合物；
ビス（２，４，６－トリメチルベンゾイル）フェニルホスフィンオキサイド、または２，
４，６－トリメチルベンゾイルジフェニルホスフィンオキサイド等のホスフィン系化合物
；９，１０－フェナンスレンキノン、カンファーキノン、エチルアントラキノン等のキノ
ン系化合物；　ボレート系化合物；　カルバゾール系化合物；イミダゾール系化合物；あ
るいは、チタノセン系化合物等が用いられる。
　これらの光重合開始剤は、１種を単独で、または必要に応じて任意の比率で２種以上混
合して用いることができる。
【０２００】
　光重合開始剤の含有量は、着色剤１００重量部に対し、２～２００重量部であることが
好ましく、光硬化性及び現像性の観点から３～１５０重量部であることがより好ましい。
【０２０１】
＜増感剤＞
　さらに、本発明の着色組成物には、増感剤を含有させることができる。
　増感剤としては、カルコン誘導体、ジベンザルアセトン等に代表される不飽和ケトン類
、ベンジルやカンファーキノン等に代表される１，２－ジケトン誘導体、ベンゾイン誘導
体、フルオレン誘導体、ナフトキノン誘導体、アントラキノン誘導体、キサンテン誘導体
、チオキサンテン誘導体、キサントン誘導体、チオキサントン誘導体、クマリン誘導体、
ケトクマリン誘導体、シアニン誘導体、メロシアニン誘導体、オキソノ－ル誘導体等のポ
リメチン色素、アクリジン誘導体、アジン誘導体、チアジン誘導体、オキサジン誘導体、
インドリン誘導体、アズレン誘導体、アズレニウム誘導体、スクアリリウム誘導体、ポル
フィリン誘導体、テトラフェニルポルフィリン誘導体、トリアリールメタン誘導体、テト
ラベンゾポルフィリン誘導体、テトラピラジノポルフィラジン誘導体、フタロシアニン誘
導体、テトラアザポルフィラジン誘導体、テトラキノキサリロポルフィラジン誘導体、ナ
フタロシアニン誘導体、サブフタロシアニン誘導体、ピリリウム誘導体、チオピリリウム
誘導体、テトラフィリン誘導体、アヌレン誘導体、スピロピラン誘導体、スピロオキサジ
ン誘導体、チオスピロピラン誘導体、金属アレーン錯体、有機ルテニウム錯体、又はミヒ
ラーケトン誘導体、α－アシロキシエステル、アシルフォスフィンオキサイド、メチルフ
ェニルグリオキシレート、ベンジル、９，１０－フェナンスレンキノン、カンファーキノ
ン、エチルアンスラキノン、４，４’－ジエチルイソフタロフェノン、３，３’，又は４
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，４’－テトラ（ｔ－ブチルパーオキシカルボニル）ベンゾフェノン、４，４’－ジエチ
ルアミノベンゾフェノン等が挙げられる。
　これらの増感剤は、１種を単独で、または必要に応じて任意の比率で２種以上混合して
用いることができる。
【０２０２】
　さらに具体的には、大河原信ら編、「色素ハンドブック」（１９８６年、講談社）、大
河原信ら編、「機能性色素の化学」（１９８１年、シーエムシー）、池森忠三朗ら編、及
び「特殊機能材料」（１９８６年、シーエムシー）に記載の増感剤が挙げられるがこれら
に限定されるものではない。また、その他、紫外から近赤外域にかけての光に対して吸収
を示す増感剤を含有させることもできる。
【０２０３】
　増感剤の含有量は、着色組成物中に含まれる光重合開始剤１００重量部に対し、３～６
０重量部であることが好ましく、光硬化性、現像性の観点から５～５０重量部であること
がより好ましい。
【０２０４】
＜酸化防止剤＞
　本発明のカラーフィルタ用着色組成物は、酸化防止剤を含有することができる。酸化防
止剤は、カラーフィルタ用着色組成物に含まれる光重合開始剤や熱硬化性化合物が、熱硬
化やＩＴＯアニール時の熱工程によって酸化し黄変することを防ぐため、塗膜の透過率を
高くすることができる。そのため、酸化防止剤を含むことで、加熱工程時の酸化による黄
変を防止し、高い塗膜の透過率を得る事ができる。
【０２０５】
　本発明における「酸化防止剤」とは、紫外線吸収機能、ラジカル補足機能、または、過
酸化物分解機能を有する化合物であればよく、具体的には、酸化防止剤としてヒンダード
フェノール系、ヒンダードアミン系、リン系、イオウ系、ベンゾトリアゾール系、ベンゾ
フェノン系、ヒドロキシルアミン系、サルチル酸エステル系、およびトリアジン系の化合
物があげられ、公知の紫外線吸収剤、酸化防止剤等が使用できる。
【０２０６】
　これらの酸化防止剤の中でも、塗膜の透過率と感度の両立の観点から、好ましいものと
しては、ヒンダードフェノール系酸化防止剤、ヒンダードアミン系酸化防止剤、リン系酸
化防止剤またはイオウ系酸化防止剤が挙げられる。また、より好ましくは、ヒンダードフ
ェノール系酸化防止剤、ヒンダードアミン系酸化防止剤、またはリン系酸化防止剤である
。
【０２０７】
　ヒンダードフェノール系酸化防止剤としては、２，４－ビス〔（ラウリルチオ）メチル
〕－ｏ－クレゾール、１，３，５－トリス（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシベ
ンジル）、１，３，５－トリス（４－ｔ－ブチル－３－ヒドロキシ－２，６－ジメチルベ
ンジル）、２，４－ビス－（ｎ－オクチルチオ）－６－（４－ヒドロキシ－３，５－ジ－
ｔ－ブチルアニリノ）－１，３，５－トリアジン、ペンタエリスリトールテトラキス［３
－（３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオネート、２，６
－ジ－ｔ－ブチル－４－ノニルフェノール、２，２'－イソブチリデン－ビス－（４，６
－ジメチル－フェノール）、４，４'－ブチリデン－ビス－（２－ｔ－ブチル－５－メチ
ルフェノール）、２，２'－チオ－ビス－（６－ｔ－ブチル－４－メチルフェノール）、
２，５－ジ－ｔ－アミル－ヒドロキノン、２，２'チオジエチルビス－（３，５－ジ－ｔ
－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）－プロピオネート、１，１，３－トリス－（２'－
メチル－４'－ヒドロキシ－５'－ｔ－ブチルフェニル）－ブタン、２，２'－メチレン－
ビス－（６－（１－メチル－シクロヘキシル）－ｐ－クレゾール）、２，４－ジメチル－
６－（１－メチル－シクロヘキシル）－フェノール、Ｎ，Ｎ－ヘキサメチレンビス（３，
５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシ－ヒドロシンナムアミド）等が挙げられる。その他
ヒンダードフェノール構造を有するオリゴマータイプ及びポリマータイプの化合物等も使
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用することが出来る。
【０２０８】
　ヒンダードアミン系酸化防止剤としては、ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－
ピペリジル）セバケート、ビス（Ｎ－メチル－２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペ
リジル）セバケート、Ｎ，Ｎ′－ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル
）－１，６－ヘキサメチレンジアミン、２－メチル－２－（２，２，６，６－テトラメチ
ル－４－ピペリジル）アミノ－Ｎ－（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）
プロピオンアミド、テトラキス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）（１
，２，３，４－ブタンテトラカルボキシレート、ポリ〔｛６－（１，１，３，３－テトラ
メチルブチル）イミノ－１，３，５－トリアジン－２，４－ジイル｝｛（２，２，６，６
－テトラメチル－４－ピペリジル）イミノ｝ヘキサメチル｛（２，２，６，６－テトラメ
チル－４－ピペリジル）イミノ｝〕、ポリ〔（６－モルホリノ－１，３，５－トリアジン
－２，４－ジイル）｛（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）イミノ｝ヘキ
サメチン｛（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）イミノ｝〕、コハク酸ジ
メチルと１－（２－ヒドロキシエチル）－４－ヒドロキシ－２，２，６，６－テトラメチ
ルピペリジンとの重縮合物、Ｎ，Ｎ′－４，７－テトラキス〔４，６－ビス｛Ｎ－ブチル
－Ｎ－（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）アミノ｝－１，３，５－
トリアジン－２－イル〕－４，７－ジアザデカン－１，１０－ジアミン等が挙げられる。
その他ヒンダードアミン構造を有するオリゴマータイプ及びポリマータイプの化合物等も
使用することが出来る。
【０２０９】
　リン系酸化防止剤としては、トリス（イソデシル）フォスファイト、トリス（トリデシ
ル）フォスファイト、フェニルイソオクチルフォスファイト、フェニルイソデシルフォス
ファイト、フェニルジ（トリデシル）フォスファイト、ジフェニルイソオクチルフォスフ
ァイト、ジフェニルイソデシルフォスファイト、ジフェニルトリデシルフォスファイト、
トリフェニルフォスファイト、トリス（ノニルフェニル）フォスファイト、４，４'イソ
プロピリデンジフェノールアルキルフォスファイト、トリスノニルフェニルフォスファイ
ト、トリスジノニルフェニルフォスファイト、トリス（２，４－ジ－ｔ－ブチルフェニル
）フォスファイト、トリス（ビフェニル）フォスファイト、ジステアリルペンタエリスリ
トールジフォスファイト、ジ（２，４－ジ－ｔ－ブチルフェニル）ペンタエリスリトール
ジフォスファイト、ジ（ノニルフェニル）ペンタエリスリトールジフォスファイト、フェ
ニルビスフェノールＡペンタエリスリトールジフォスファイト、テトラトリデシル４，４
'－ブチリデンビス（３－メチル－６－ｔ－ブチルフェノール）ジフォスファイト、ヘキ
サトリデシル１，１，３－トリス（２－メチル－４－ヒドロキシ－５－ｔ－ブチルフェニ
ル）ブタントリフォスファイト、３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンジルフォ
スファイトジエチルエステル、ソジウムビス（４－ｔ－ブチルフェニル）フォスファイト
、ソジウム－２，２－メチレン－ビス（４，６－ジ－ｔ－ブチルフェニル）－フォスファ
イト、１，３－ビス（ジフェノキシフォスフォニロキシ）－ベンゼン、亜リン酸エチルビ
ス（２，４－ジｔｅｒｔ－ブチル－６－メチルフェニル）等が挙げられる。その他フォス
ファイト構造を有するオリゴマータイプ及びポリマータイプの化合物等も使用することが
出来る。
【０２１０】
　イオウ系酸化防止剤としては、２，２－チオ－ジエチレンビス〔３－（３，５－ジ－ｔ
－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオネート〕、２，４－ビス〔（オクチルチオ
）メチル〕－ｏ－クレゾール、２，４－ビス〔（ラウリルチオ）メチル〕－ｏ－クレゾー
ル等が挙げられる。その他チオエーテル構造を有するオリゴマータイプ及びポリマータイ
プの化合物等も使用することが出来る。
【０２１１】
　ベンゾトリアゾール系酸化防止剤としては、ベンゾトリアゾール構造を有するオリゴマ
ータイプ及びポリマータイプの化合物等を使用することが出来る。
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【０２１２】
　ベンゾフェノン系酸化防止剤として具体的には、２－ヒドロキシ－４－メトキシベンゾ
フェノン、２，４－ジヒドロキシベンゾフェノン、、２－ヒドロキシ－４－ｎ－オクトキ
シベンゾフェノン、４－ドデシロキシ－２－ヒドロキシベンゾフェノン、２－ヒドロキシ
－４－オクタデシロキシベンゾフェノン、２，２'ジヒドロキシ－４－メトキシベンゾフ
ェノン、２，２'ジヒドロキシ－４，４'－ジメトキシベンゾフェノン、２，２'，４，４'
－テトラヒドロキシベンゾフェノン、２－ヒドロキシ－４－メトキシ－５スルフォベンゾ
フェノン、２－ヒドロキシ－４－メトキシ－２'－カルボキシベンゾフェノン、２－ヒド
ロキシ－４－クロロベンゾフェノン等が挙げられる。その他ベンゾフェノン構造を有する
オリゴマータイプ及びポリマータイプの化合物等も使用することが出来る。
【０２１３】
　トリアジン系酸化防止剤としては、２，４－ビス（アリル）－６－（２－ヒドロキシフ
ェニル）１，３，５－トリアジン等が挙げられる。その他トリアジン構造を有するオリゴ
マータイプ及びポリマータイプの化合物等も使用することが出来る。
【０２１４】
　サルチル酸エステル系酸化防止剤としては、サリチル酸フェニル、サリチル酸ｐ－オク
チルフェニル、サリチル酸ｐ－ｔｅｒｔブチルフェニル等が挙げられる。その他サルチル
酸エステル構造を有するオリゴマータイプ及びポリマータイプの化合物等も使用すること
が出来る。
【０２１５】
　これらの酸化防止剤は、１種を単独で、または必要に応じて任意の比率で２種以上混合
して用いることができる。
【０２１６】
　また酸化防止剤の含有量は、カラーフィルタ用感光性着色組成物の固形分重量を基準と
して、０．５～５．０重量％の場合、明度、感度が良好であるためより好ましい。
【０２１７】
＜アミン系化合物＞
　また、本発明の着色組成物には、溶存している酸素を還元する働きのあるアミン系化合
物を含有させることができる。
　このようなアミン系化合物としては、トリエタノールアミン、メチルジエタノールアミ
ン、トリイソプロパノールアミン、４－ジメチルアミノ安息香酸メチル、４－ジメチルア
ミノ安息香酸エチル、４－ジメチルアミノ安息香酸イソアミル、安息香酸２－ジメチルア
ミノエチル、４－ジメチルアミノ安息香酸２－エチルヘキシル、およびＮ，Ｎ－ジメチル
パラトルイジン等が挙げられる。
【０２１８】
＜レベリング剤＞
　本発明の着色組成物には、透明基板上での組成物のレベリング性をよくするため、レベ
リング剤を添加することが好ましい。レベリング剤としては、主鎖にポリエーテル構造ま
たはポリエステル構造を有するジメチルシロキサンが好ましい。主鎖にポリエーテル構造
を有するジメチルシロキサンの具体例としては、東レ・ダウコーニング社製ＦＺ－２１２
２、ビックケミー社製ＢＹＫ－３３３などが挙げられる。主鎖にポリエステル構造を有す
るジメチルシロキサンの具体例としては、ビックケミー社製ＢＹＫ－３１０、ＢＹＫ－３
７０などが挙げられる。主鎖にポリエーテル構造を有するジメチルシロキサンと、主鎖に
ポリエステル構造を有するジメチルシロキサンとは、併用することもできる。レベリング
剤の含有量は通常、着色組成物の全重量を基準（１００重量％）として、０．００３～０
．５重量％用いることが好ましい。
【０２１９】
　レベリング剤として特に好ましいものとしては、分子内に疎水基と親水基を有するいわ
ゆる界面活性剤の一種で、親水基を有しながらも水に対する溶解性が小さく、着色組成物
に添加した場合、その表面張力低下能が低いという特徴を有し、さらに表面張力低下能が
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低いにも拘らずガラス板への濡れ性が良好なものが有用であり、泡立ちによる塗膜の欠陥
が出現しない添加量において十分に帯電性を抑止できるものが好ましく使用できる。この
ような好ましい特性を有するレベリング剤として、ポリアルキレンオキサイド単位を有す
るジメチルポリシロキサンが好ましく使用できる。ポリアルキレンオキサイド単位として
は、ポリエチレンオキサイド単位、ポリプロピレンオキサイド単位があり、ジメチルポリ
シロキサンは、ポリエチレンオキサイド単位とポリプロピレンオキサイド単位とを共に有
していてもよい。
【０２２０】
　また、ポリアルキレンオキサイド単位のジメチルポリシロキサンとの結合形態は、ポリ
アルキレンオキサイド単位がジメチルポリシロキサンの繰り返し単位中に結合したペンダ
ント型、ジメチルポリシロキサンの末端に結合した末端変性型、ジメチルポリシロキサン
と交互に繰り返し結合した直鎖状のブロックコポリマー型のいずれであってもよい。ポリ
アルキレンオキサイド単位を有するジメチルポリシロキサンは、東レ・ダウコーニング株
式会社から市販されており、例えば、ＦＺ－２１１０、ＦＺ－２１２２、ＦＺ－２１３０
、ＦＺ－２１６６、ＦＺ－２１９１、ＦＺ－２２０３、ＦＺ－２２０７が挙げられるが、
これらに限定されるものではない。
【０２２１】
　レベリング剤には、アニオン性、カチオン性、ノニオン性、または両性の界面活性剤を
補助的に加えることも可能である。界面活性剤は、２種以上混合して使用しても構わない
。
　レベリング剤に補助的に加えるアニオン性界面活性剤としては、ポリオキシエチレンア
ルキルエーテル硫酸塩、ドデシルベンゼンスルホン酸ナトリウム、スチレン－アクリル酸
共重合体のアルカリ塩、アルキルナフタリンスルホン酸ナトリウム、アルキルジフェニル
エーテルジスルホン酸ナトリウム、ラウリル硫酸モノエタノールアミン、ラウリル硫酸ト
リエタノールアミン、ラウリル硫酸アンモニウム、ステアリン酸モノエタノールアミン、
ステアリン酸ナトリウム、ラウリル硫酸ナトリウム、スチレン－アクリル酸共重合体のモ
ノエタノールアミン、ポリオキシエチレンアルキルエーテルリン酸エステルなどが挙げら
れる。
【０２２２】
　レベリング剤に補助的に加えるカオチン性界面活性剤としては、アルキル４級アンモニ
ウム塩やそれらのエチレンオキサイド付加物が挙げられる。レベリング剤に補助的に加え
るノニオン性界面活性剤としては、ポリオキシエチレンオレイルエーテル、ポリオキシエ
チレンラウリルエーテル、ポリオキシエチレンノニルフェニルエーテル、ポリオキシエチ
レンアルキルエーテルリン酸エステル、ポリオキシエチレンソルビタンモノステアレート
、ポリエチレングリコールモノラウレートなどの；アルキルジメチルアミノ酢酸ベタイン
などのアルキルベタイン、アルキルイミダゾリンなどの両性界面活性剤、また、フッ素系
やシリコーン系の界面活性剤が挙げられる。
【０２２３】
＜硬化剤、硬化促進剤＞
　また本発明の着色組成物には、熱硬化性樹脂の硬化を補助するため、必要に応じて、硬
化剤、硬化促進剤などを含んでいてもよい。硬化剤としては、フェノール系樹脂、アミン
系化合物、酸無水物、活性エステル、カルボン酸系化合物、スルホン酸系化合物などが有
効であるが、特にこれらに限定されるものではなく、熱硬化性樹脂と反応し得るものであ
れば、いずれの硬化剤を使用してもよい。また、これらの中でも、１分子内に２個以上の
フェノール性水酸基を有する化合物、アミン系硬化剤が好ましく挙げられる。上記硬化促
進剤としては、例えば、アミン化合物（例えば、ジシアンジアミド、ベンジルジメチルア
ミン、４－（ジメチルアミノ）－Ｎ，Ｎ－ジメチルベンジルアミン、４－メトキシ－Ｎ，
Ｎ－ジメチルベンジルアミン、４－メチル－Ｎ，Ｎ－ジメチルベンジルアミン等）、４級
アンモニウム塩化合物（例えば、トリエチルベンジルアンモニウムクロリド等）、ブロッ
クイソシアネート化合物（例えば、ジメチルアミン等）、イミダゾール誘導体二環式アミ
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ジン化合物およびその塩（例えば、イミダゾール、２－メチルイミダゾール、２－エチル
イミダゾール、２－エチル－４－メチルイミダゾール、２－フェニルイミダゾール、４－
フェニルイミダゾール、１－シアノエチル－２－フェニルイミダゾール、１－（２－シア
ノエチル）－２－エチル－４－メチルイミダゾール等）、リン化合物（例えば、トリフェ
ニルホスフィン等）、グアナミン化合物（例えば、メラミン、グアナミン、アセトグアナ
ミン、ベンゾグアナミン等）、Ｓ－トリアジン誘導体（例えば、２，４－ジアミノ－６－
メタクリロイルオキシエチル－Ｓ－トリアジン、２－ビニル－２，４－ジアミノ－Ｓ－ト
リアジン、２－ビニル－４，６－ジアミノ－Ｓ－トリアジン・イソシアヌル酸付加物、２
，４－ジアミノ－６－メタクリロイルオキシエチル－Ｓ－トリアジン・イソシアヌル酸付
加物等）などを用いることができる。これらは１種単独で使用してもよく、２種以上を併
用してもよい。上記硬化促進剤の含有量としては、熱硬化性樹脂１００重量部に対し、０
．０１～１５重量部が好ましい。
【０２２４】
＜その他の添加剤成分＞
　本発明の着色組成物には、経時粘度を安定化させるために貯蔵安定剤を含有させること
ができる。また、透明基板との密着性を高めるためにシランカップリング剤等の密着向上
剤を含有させることもできる。
【０２２５】
　貯蔵安定剤としては、例えば、ベンジルトリメチルクロライド、ジエチルヒドロキシア
ミンなどの４級アンモニウムクロライド、乳酸、シュウ酸などの有機酸およびそのメチル
エーテル、ｔ－ブチルピロカテコール、テトラエチルホスフィン、テトラフェニルフォス
フィンなどの有機ホスフィン、亜リン酸塩等が挙げられる。貯蔵安定剤は、着色剤１００
重量部に対し、０．１～１０重量部の量で用いることができる。
【０２２６】
　密着向上剤としては、ビニルトリス（β－メトキシエトキシ）シラン、ビニルエトキシ
シラン、ビニルトリメトキシシラン等のビニルシラン類、γ－メタクリロキシプロピルト
リメトキシシラン等の（メタ）アクリルシラン類、β－（３，４－エポキシシクロヘキシ
ル）エチルトリメトキシシラン、β－（３，４－エポキシシクロヘキシル）メチルトリメ
トキシシラン、β－（３，４－エポキシシクロヘキシル）エチルトリエトキシシラン、β
－（３，４－エポキシシクロヘキシル）メチルトリエトキシシラン、γ－グリシドキシプ
ロピルトリメトキシシラン、γ－グリシドキシプロピルトリエトキシシラン等のエポキシ
シラン類、Ｎ－β（アミノエチル）γ－アミノプロピルトリメトキシシラン、Ｎ－β（ア
ミノエチル）γ－アミノプロピルトリエトキシシラン、Ｎ－β（アミノエチル）γ－アミ
ノプロピルメチルジエトキシシシラン、γ－アミノプロピルトリエトキシシラン、γ－ア
ミノプロピルトリメトキシシラン、Ｎ－フェニル－γ－アミノプロピルトリメトキシシラ
ン、Ｎ－フェニル－γ－アミノプロピルトリエトキシシラン等のアミノシラン類、γ－メ
ルカプトプロピルトリメトキシシラン、γ－メルカプトプロピルトリエトキシシラン等の
チオシラン類等のシランカップリング剤が挙げられる。密着向上剤は、着色組成物中の着
色剤１００重量部に対して、０．０１～１０重量部、好ましくは０．０５～５重量部の量
で用いることができる。
【０２２７】
＜着色組成物の製造方法＞
　本発明の着色組成物は、着色剤を、バインダー樹脂［Ｃ］などの色素担体および／また
は溶剤中に、好ましくは分散助剤と一緒に、ニーダー、２本ロールミル、３本ロールミル
、ボールミル、横型サンドミル、縦型サンドミル、アニュラー型ビーズミル、またはアト
ライター等の各種分散手段を用いて微細に分散して製造することができる（顔料分散体）
。このとき、蛍光を有する色素単量体（Ａ）、金属錯体化合物（Ｂ）、およびその他の着
色剤等を同時に着色剤担体に分散しても良いし、別々に着色材担体に分散したものを混合
しても良い。また、着色剤の溶解性が高い場合、具体的には使用する溶剤への溶解性が高
く、攪拌により溶解、異物が確認されない状態であれば、上記のような微細に分散して製



(49) JP 2015-18207 A 2015.1.29

10

20

30

40

50

造する必要はない。
【０２２８】
　また、カラーフィルタ用感光性着色組成物（レジスト材）として用いる場合には、溶剤
現像型あるいはアルカリ現像型着色組成物として調製することができる。溶剤現像型ある
いはアルカリ現像型着色組成物は、前記顔料分散体と、光重合性単量体及び／または光重
合開始剤と、必要に応じて、溶剤、その他の顔料分散剤、及び添加剤等を混合して調整す
ることができる。光重合開始剤は、着色組成物を調製する段階で加えてもよく、調製した
着色組成物に後から加えてもよい。
【０２２９】
（分散助剤）
　着色剤を着色剤担体中に分散する際に、適宜、色素誘導体、樹脂型分散剤、界面活性剤
等の分散助剤を含有してもよい。分散助剤は、分散後の着色剤の再凝集を防止する効果が
大きいので、分散助剤を用いて着色剤を着色剤担体中に分散してなる着色組成物は、明度
および粘度安定性が良好になる。
【０２３０】
　色素誘導体としては、有機顔料、アントラキノン、アクリドンまたはトリアジンに、塩
基性置換基、酸性置換基、または置換基を有していても良いフタルイミドメチル基を導入
した化合物があげられ、例えば、特開昭６３－３０５１７３号公報、特公昭５７－１５６
２０号公報、特公昭５９－４０１７２号公報、特公昭６３－１７１０２号公報、特公平５
－９４６９号公報、特開２００１－３３５７１７号公報、特開２００３－１２８６６９号
公報、特開２００４－０９１４９７号公報、特開２００７－１５６３９５号公報、特開２
００８－０９４８７３号公報、特開２００８－０９４９８６号公報、特開２００８－０９
５００７号公報、特開２００８－１９５９１６号公報、特許第４５８５７８１号公報等に
記載されているものを使用でき、これらは単独または２種類以上を混合して用いることが
できる。
【０２３１】
　色素誘導体の含有量は、分散性向上の観点から、着色剤１００重量部に対し、好ましく
は０．５重量部以上、さらに好ましくは１重量部以上、最も好ましくは３重量部以上であ
る。また、耐熱性、耐光性の観点から、好ましくは４０重量部以下、さらに好ましくは３
５重量部以下である。
【０２３２】
　樹脂型分散剤は、着色剤に吸着する性質を有する着色剤親和性部位と、着色剤担体と相
溶性のある部位とを有し、着色剤に吸着して着色剤の着色剤担体への分散を安定化する働
きをするものである。樹脂型分散剤として具体的には、ポリウレタン、ポリアクリレート
等のポリカルボン酸エステル、不飽和ポリアミド、ポリカルボン酸、ポリカルボン酸（部
分）アミン塩、ポリカルボン酸アンモニウム塩、ポリカルボン酸アルキルアミン塩、ポリ
シロキサン、長鎖ポリアミノアマイドリン酸塩、水酸基含有ポリカルボン酸エステルや、
これらの変性物、ポリ（低級アルキレンイミン）と遊離のカルボキシル基を有するポリエ
ステルとの反応により形成されたアミドやその塩等の油性分散剤、（メタ）アクリル酸－
スチレン共重合体、（メタ）アクリル酸－（メタ）アクリル酸エステル共重合体、スチレ
ン－マレイン酸共重合体、ポリビニルアルコール、ポリビニルピロリドン等の水溶性樹脂
や水溶性高分子化合物、ポリエステル系、変性ポリアクリレート系、エチレンオキサイド
／プロピレンオキサイド付加化合物、燐酸エステル系等が用いられ、これらは単独でまた
は２種以上を混合して用いることができるが、必ずしもこれらに限定されるものではない
。
【０２３３】
　市販の樹脂型分散剤としては、ビックケミー・ジャパン社製のＤｉｓｐｅｒｂｙｋ－１
０１、１０３、１０７、１０８、１１０、１１１、１１６、１３０、１４０、１５４、１
６１、１６２、１６３、１６４、１６５、１６６、１７０、１７１、１７４、１８０、１
８１、１８２、１８３、１８４、１８５、１９０、２０００、２００１、２０２０、２０
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２５、２０５０、２０７０、２０９５、２１５０、２１５５、またはＡｎｔｉ－Ｔｅｒｒ
ａ－Ｕ、２０３、２０４、またはＢＹＫ－Ｐ１０４、Ｐ１０４Ｓ、２２０Ｓ、６９１９、
またはＬａｃｔｉｍｏｎ、Ｌａｃｔｉｍｏｎ－ＷＳまたはＢｙｋｕｍｅｎ等、日本ルーブ
リゾール社製のＳＯＬＳＰＥＲＳＥ－３０００、９０００、１３０００、１３２４０、１
３６５０、１３９４０、１６０００、１７０００、１８０００、２００００、２１０００
、２４０００、２６０００、２７０００、２８０００、３１８４５、３２０００、３２５
００、３２５５０、３３５００、３２６００、３４７５０、３５１００、３６６００、３
８５００、４１０００、４１０９０、５３０９５、５５０００、７６５００等、ＢＡＳＦ
社製のＥＦＫＡ－４６、４７、４８、４５２、４００８、４００９、４０１０、４０１５
、４０２０、４０４７、４０５０、４０５５、４０６０、４０８０、４４００、４４０１
、４４０２、４４０３、４４０６、４４０８、４３００、４３１０、４３２０、４３３０
、４３４０、４５０、４５１、４５３、４５４０、４５５０、４５６０、４８００、５０
１０、５０６５、５０６６、５０７０、７５００、７５５４、１１０１、１２０、１５０
、１５０１、１５０２、１５０３、等、味の素ファインテクノ社製のアジスパーＰＡ１１
１、ＰＢ７１１、ＰＢ８２１、ＰＢ８２２、ＰＢ８２４等が挙げられる。
【０２３４】
　界面活性剤としては、ラウリル硫酸ナトリウム、ポリオキシエチレンアルキルエーテル
硫酸塩、ドデシルベンゼンスルホン酸ナトリウム、スチレン－アクリル酸共重合体のアル
カリ塩、ステアリン酸ナトリウム、アルキルナフタリンスルホン酸ナトリウム、アルキル
ジフェニルエーテルジスルホン酸ナトリウム、ラウリル硫酸モノエタノールアミン、ラウ
リル硫酸トリエタノールアミン、ラウリル硫酸アンモニウム、ステアリン酸モノエタノー
ルアミン、スチレン－アクリル酸共重合体のモノエタノールアミン、ポリオキシエチレン
アルキルエーテルリン酸エステル等のアニオン性界面活性剤；ポリオキシエチレンオレイ
ルエーテル、ポリオキシエチレンラウリルエーテル、ポリオキシエチレンノニルフェニル
エーテル、ポリオキシエチレンアルキルエーテルリン酸エステル、ポリオキシエチレンソ
ルビタンモノステアレート、ポリエチレングリコールモノラウレート等のノニオン性界面
活性剤；アルキル４級アンモニウム塩やそれらのエチレンオキサイド付加物等のカオチン
性界面活性剤；アルキルジメチルアミノ酢酸ベタイン等のアルキルベタイン、アルキルイ
ミダゾリン等の両性界面活性剤が挙げられ、これらは単独でまたは２種以上を混合して用
いることができるが、必ずしもこれらに限定されるものではない。
【０２３５】
　樹脂型分散剤、界面活性剤を添加する場合には、着色剤１００重量部に対し、好ましく
は０．１～５５重量部、さらに好ましくは０．１～４５重量部である。樹脂型分散剤、界
面活性剤の配合量が、０．１重量部未満の場合には、添加した効果が得られ難く、含有量
が５５重量部より多いと、過剰な分散剤により分散に影響を及ぼすことがある。
【０２３６】
＜粗大粒子の除去＞
　本発明の着色組成物は、遠心分離、焼結フィルタやメンブレンフィルタによる濾過等の
手段にて、５μｍ以上の粗大粒子、好ましくは１μｍ以上の粗大粒子、さらに好ましくは
０．５μｍ以上の粗大粒子および混入した塵の除去を行うことが好ましい。このように着
色組成物は、実質的に０．５μｍ以上の粒子を含まないことが好ましい。より好ましくは
０．３μｍ以下であることが好ましい。
【０２３７】
＜カラーフィルタ＞
　次に、本発明のカラーフィルタについて説明する。
　本発明のカラーフィルタは、本発明のカラーフィルタ用着色組成物により形成されてな
る少なくとも１つのフィルタセグメントを具備することを特徴とするカラーフィルタであ
る。カラーフィルタは、少なくとも１つの赤色フィルタセグメントと、少なくとも１つの
緑色フィルタセグメントと、および少なくとも１つの青色フィルタセグメントとを具備し
、前記少なくとも１つの赤色フィルタセグメントが、本発明のカラーフィルタ用着色組成
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物を用いて形成されることが好ましい。また、カラーフィルタは、さらにマゼンタ色フィ
ルタセグメント、シアン色フィルタセグメント、および黄色フィルタセグメントを具備す
るものであってもよい。
【０２３８】
　緑色フィルタセグメントは、通常の緑色着色組成物を用いて形成することができる。緑
色着色組成物は、例えば、Ｃ．Ｉ．ピグメントグリーン７、１０、３６、３７、または５
８等の緑色顔料を用いて得られる組成物である。緑色着色組成物には、Ｃ．Ｉ．ピグメン
トイエロー１、２、３、４、５、６、１０、１２、１３、１４、１５、１６、１７、１８
、２４、３１、３２、３４、３５、３５：１、３６、３６：１、３７、３７：１、４０、
４２、４３、５３、５５、６０、６１、６２、６３、６５、７３、７４、７７、８１、８
３、９３、９４、９５、９７、９８、１００、１０１、１０４、１０６、１０８、１０９
、１１０、１１３、１１４、１１５、１１６、１１７、１１８、１１９、１２０、１２３
、１２６、１２７、１２８、１２９、１３８、１３９、１４７、１５０、１５１、１５２
、１５３、１５４、１５５、１５６、１６１、１６２、１６４、１６６、１６７、１６８
、１６９、１７０、１７１、１７２、１７３、１７４、１７５、１７６、１７７、１７９
、１８０、１８１、１８２、１８５、１８７、１８８、１９３、１９４、１９８、１９９
、２１３、または２１４等の黄色顔料を併用することができる。
【０２３９】
　青色フィルタセグメントは、青色顔料と着色剤担体を含む通常の青色着色組成物を用い
て形成することができる。青色顔料としては、例えばＣ．Ｉ．ピグメントブルー１５、１
５：１、１５：２、１５：３、１５：４、１５：６、１６、２２、６０、または６４等が
用いられる。
【０２４０】
　また、青色着色組成物には、Ｃ．Ｉ．ピグメントバイオレット２３等の紫色顔料や、Ｃ
．Ｉ．ピグメントレッド８１、８１：１、８１：２、８１：３、８１：４、８１：５など
のローダミン系染料の金属レーキ顔料を併用できる。また青色や紫色を呈する塩基性染料
、酸性染料の造塩化合物を使用することもできる。
【０２４１】
＜カラーフィルタの製造方法＞
　本発明のカラーフィルタは、印刷法またはフォトリソグラフィー法により、製造するこ
とができる。
【０２４２】
　印刷法によるフィルタセグメントの形成は、印刷インキとして調製した着色組成物の印
刷と乾燥を繰り返すだけでパターン化ができるため、カラーフィルタの製造法としては、
低コストで量産性に優れている。さらに、印刷技術の発展により高い寸法精度および平滑
度を有する微細パターンの印刷を行うことができる。印刷を行うためには、印刷の版上に
て、あるいはブランケット上にてインキが乾燥、固化しないような組成とすることが好ま
しい。また、印刷機上でのインキの流動性の制御も重要であり、分散剤や体質顔料による
インキ粘度の調整を行うこともできる。
【０２４３】
　フォトリソグラフィー法によりフィルタセグメントを形成する場合は、上記溶剤現像型
あるいはアルカリ現像型着色レジスト材として調製した着色組成物を、透明基板上に、ス
プレーコートやスピンコート、スリットコート、ロールコート等の塗布方法により、乾燥
膜厚が０．２～５μｍとなるように塗布する。必要により乾燥された膜には、この膜と接
触あるいは非接触状態で設けられた所定のパターンを有するマスクを通して紫外線露光を
行う。その後、溶剤またはアルカリ現像液に浸漬するかもしくはスプレーなどにより現像
液を噴霧して未硬化部を除去して所望のパターンを形成したのち、同様の操作を他色につ
いて繰り返してカラーフィルタを製造することができる。さらに、着色レジスト材の重合
を促進するため、必要に応じて加熱を施すこともできる。フォトリソグラフィー法によれ
ば、上記印刷法より精度の高いカラーフィルタが製造できる。
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【０２４４】
　現像に際しては、アルカリ現像液として炭酸ナトリウム、水酸化ナトリウム等の水溶液
が使用され、ジメチルベンジルアミン、トリエタノールアミン等の有機アルカリを用いる
こともできる。また、現像液には、消泡剤や界面活性剤を添加することもできる。なお、
紫外線露光感度を上げるために、上記着色レジストを塗布乾燥後、水溶性あるいはアルカ
リ水溶性樹脂、例えばポリビニルアルコールや水溶性アクリル樹脂等を塗布乾燥し酸素に
よる重合阻害を防止する膜を形成した後、紫外線露光を行うこともできる。
【０２４５】
　本発明のカラーフィルタは、上記方法の他に電着法、転写法、インクジェット法などに
より製造することができるが、本発明の着色組成物はいずれの方法にも用いることができ
る。なお、電着法は、基板上に形成した透明導電膜を利用して、コロイド粒子の電気泳動
により各色フィルタセグメントを透明導電膜の上に電着形成することでカラーフィルタを
製造する方法である。また、転写法は剥離性の転写ベースシートの表面に、あらかじめフ
ィルタセグメントを形成しておき、このフィルタセグメントを所望の基板に転写させる方
法である。
【０２４６】
　透明基板あるいは反射基板上に各色フィルタセグメントを形成する前に、あらかじめブ
ラックマトリクスを形成することができる。ブラックマトリクスとしては、クロムやクロ
ム／酸化クロムの多層膜、窒化チタニウムなどの無機膜や、遮光剤を分散した樹脂膜が用
いられるが、これらに限定されない。また、上記の透明基板あるいは反射基板上に薄膜ト
ランジスター（ＴＦＴ）をあらかじめ形成しておき、その後に各色フィルタセグメントを
形成することもできる。また本発明のカラーフィルタ上には、必要に応じてオーバーコー
ト膜や透明導電膜などが形成される。
【０２４７】
　カラーフィルタは、シール剤を用いて対向基板と張り合わせ、シール部に設けられた注
入口から液晶を注入したのち注入口を封止し、必要に応じて偏光膜や位相差膜を基板の外
側に張り合わせることにより、液晶表示パネルが製造される。
【０２４８】
　かかる液晶表示パネルは、ツイステッド・ネマティック（ＴＮ）、スーパー・ツイステ
ッド・ネマティック（ＳＴＮ）、イン・プレーン・スイッチング（ＩＰＳ）、ヴァーティ
カリー・アライメント（ＶＡ）、オプティカリー・コンベンセンド・ベンド（ＯＣＢ）等
のカラーフィルタを使用してカラー化を行う液晶表示モードに使用することができる。
【実施例】
【０２４９】
　以下に、本発明を実施例に基づいて説明するが、本発明はこれによって限定されるもの
ではない。なお、実施例中、「部」および「％」は、「重量部」および「重量％」をそれ
ぞれ表す。また、「ＰＧＭＡＣ」とはプロピレングリコールモノメチルエーテルアセテー
トを意味する。
【０２５０】
（樹脂の重量平均分子量（Ｍｗ））
　樹脂の重量平均分子量（Ｍｗ）は、ＴＳＫｇｅｌカラム（東ソー社製）を用い、ＲＩ検
出器を装備したＧＰＣ（東ソー社製、ＨＬＣ－８１２０ＧＰＣ）で、展開溶媒にＴＨＦを
用いて測定したポリスチレン換算の重量平均分子量（Ｍｗ）である。
【０２５１】
（樹脂の酸価）
　樹脂溶液０．５～１．０部に、アセトン８０ｍｌおよび水１０ｍｌを加えて攪拌して均
一に溶解させ、０．１ｍｏｌ／ＬのＫＯＨ水溶液を滴定液として、自動滴定装置（「ＣＯ
Ｍ－５５５」平沼産業製）を用いて滴定し、樹脂溶液の酸価を測定した。そして、樹脂溶
液の酸価と樹脂溶液の固形分濃度から、樹脂の固形分あたりの酸価を算出した。
【０２５２】
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　続いて、実施例および比較例に用いた色素単量体、その他の顔料、およびバインダー樹
脂の製造方法と、樹脂型分散剤溶液の調製方法と、色素単量体・分散溶液、顔料分散体、
感光性着色組成物の製造方法とその評価法について説明する。
【０２５３】
＜バインダー樹脂の製造方法＞
（アクリル樹脂溶液１の調整）
　セパラブル４口フラスコに温度計、冷却管、窒素ガス導入管、撹拌装置を取り付けた反
応容器にシクロヘキサノン７０．０部を仕込み、８０℃に昇温し、反応容器内を窒素置換
した後、滴下管よりｎ－ブチルメタクリレート１３．３部、２－ヒドロキシエチルメタク
リレート４．６部、メタクリル酸４．３部、パラクミルフェノールエチレンオキサイド変
性アクリレート（東亞合成株式会社製「アロニックスＭ１１０」）７．４部、２，２’－
アゾビスイソブチロニトリル０．４部の混合物を２時間かけて滴下した。滴下終了後、更
に３時間反応を継続し、重量平均分子量（Ｍｗ）２６０００のアクリル樹脂の溶液を得た
。室温まで冷却した後、樹脂溶液約２ｇをサンプリングして１８０℃、２０分加熱乾燥し
て不揮発分を測定し、先に合成した樹脂溶液に不揮発分が２０重量％になるようにプロピ
レングリコールモノエチルエーテルアセテートを添加してアクリル樹脂溶液１を調製した
。
【０２５４】
＜金属錯塩染料の造塩化合物の製造方法＞
（金属錯塩染料の造塩化合物（ＫＺ－１））
　Ｎ－メチルピロリドン２０部にＣ．Ｉ．ソルベントオレンジ６２（ＳＯ６２：オリエン
ト化学工業株式会社製　ＶＡＬＩＦＡＳＴ　ＯＲＡＮＧＥ　３２０９）１０部を十分に攪
拌混合させることで溶解させた。一方、３部の水にメタクリル酸ジメチルアミノエチルメ
チルクロライド塩２．８５部を添加して十分攪拌混合させることで溶解させ、これを先ほ
どのＣ．Ｉ．ソルベントオレンジ６２溶液に少しずつ滴下していき、５０℃で２時間攪拌
を行った。次に、これを２０００部の水中に添加し、さらに１時間攪拌を実施した。得ら
れた析出物を、吸引濾過にて取り出し、水洗後、濾紙上に残った造塩化合物を乾燥機で乾
燥し、３２部のＣ．Ｉ．ソルベントオレンジ６２とメタクリル酸ジメチルアミノエチルメ
チルクロライド塩との造塩化合物である、金属錯塩染料の造塩化合物（ＫＺ－１）を得た
。
【０２５５】
（金属錯塩染料の造塩化合物（ＫＺ－２））
　金属錯塩染料の造塩化合物（ＫＺ－１）の作製方法において、Ｃ．Ｉ．ソルベントオレ
ンジ６２（ＳＯ６２：オリエント化学工業株式会社製　ＶＡＬＩＦＡＳＴ　ＯＲＡＮＧＥ
　３２０９）をＣ．Ｉ．ソルベントオレンジ４１（ＳＯ４１：CLARIANT株式会社製Saviny
l Orange RLS）に変更した以外は（ＫＺ－１）と同様の作製法で、金属錯塩染料の造塩化
合物（ＫＺ－２）を得た。
【０２５６】
（金属錯塩染料の造塩化合物（ＫＺ－３））
　金属錯塩染料の造塩化合物（ＫＺ－１）の作製方法において、Ｃ．Ｉ．ソルベントオレ
ンジ６２（ＳＯ６２：オリエント化学工業株式会社製　ＶＡＬＩＦＡＳＴ　ＯＲＡＮＧＥ
　３２０９）をＣ．Ｉ．ソルベントイエロー２１（ＳY２１：オリエント化学工業株式会
社製　VALIFAST　YELLOW３１２０）に変更した以外は（ＫＺ－１）と同様の作製法で、金
属錯塩染料の造塩化合物（ＫＺ－３）を得た。
【０２５７】
＜色素単量体・前駆体の製造方法＞
（色素単量体・前駆体ＳＴＺ－１の製造方法）
　特開平９-２５５８８２記載に従って、色素単量体・前駆体ＳＴＺ－１を作製した。
【０２５８】
　原料（１）を２０ｇ、原料（２）を３１ｇ及び塩化亜鉛９ｇをフラスコ中に順次入れ１
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結晶を濾取した。水洗、乾燥して２３ｇのＳＴＺ－１を得た。ＮＭＲ、質量分析計から構
造を同定した。
【０２５９】
【化１５】

【０２６０】
（色素単量体・前駆体ＳＴＺ－２の製造方法）
　色素単量体・前駆体ＳＴＺ－１の原料（２）を原料（３）に変更した他は、ＳＴＺ－１
と同様の方法にて、ＳＴＺ－２を作成した。
【０２６１】
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【化１６】

【０２６２】
＜色素単量体の製造方法＞
（色素単量体ＳＴ－１の製造方法）
　環流管を付けた１Ｌのステンレス製反応容器に、窒素雰囲気下、Ｃ．Ｉ．Ｂａｓｉｃ　
Ｖｉｏｌｅｔ　１０（ＢＶ１０：田岡化学社製：Ｒｏｄａｍｉｎｅ　Ｂ）を５．０部、ヒ
ドロキシエチルメタクリレート（ＨＥＭＡ）１．６部をジクロロメタン４０ｍｌに溶解さ
せ、１-(３-ジメチルアミノプロピル)-３-エチルカルボジイミド塩酸塩 ２．２部、ジメ
チルアミノピリジン０．２５部を添加して室温で２４時間攪拌を行った。得られたジクロ
ロメタン溶液を、水で洗浄し、減圧乾燥させた後、シリカゲルカラムにて精製を行い、色
素単量体ＳＴ－１を得た。収率は５１．６％であった。
【０２６３】
【化１７】

【０２６４】
（色素単量体ＳＴ－２の製造方法）
　ヒドロキシエチルメタクリレート（ＨＥＭＡ）をアクリル酸２-ヒドロキシエチル（Ｈ
ＥＡ）に変更した他は、色素単量体ＳＴ－1と同様の方法にて、色素単量体ＳＴ－２を作
成した。収率は４８．８％であった。
【０２６５】
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【化１８】

【０２６６】
（色素単量体ＳＴ－３の製造方法）
　ヒドロキシエチルメタクリレート（ＨＥＭＡ）をグリセリンモノメタクリレート（ＧＬ
Ｍ）に変更した他は、色素単量体ＳＴ－1と同様の方法にて、色素単量体ＳＴ－３を作成
した。収率は４９．１％であった。
【０２６７】

【化１９】

【０２６８】
（色素単量体ＳＴ－４の製造方法）
　ヒドロキシエチルメタクリレート（ＨＥＭＡ）をグリセリンジメタクリレート（ＧＭＲ
）に変更した他は、色素単量体ＳＴ－1と同様の方法にて、色素単量体ＳＴ－４を作成し
た。収率は５０．６％であった。
【０２６９】
【化２０】

【０２７０】
（色素単量体ＳＴ－５の製造方法）
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　色素単量体ＳＴ－１・１．０部を水１００ｍｌに溶解させ、これに１．４部のテトラフ
ルオロほう酸ナトリウム（ＮａＢＦ4）を添加して、２時間室温にて攪拌を行った。ろ過
後、水洗後、８０℃にて乾燥して、色素単量体ＳＴ－５を得た。収率は８７．８％であっ
た。
【０２７１】
【化２１】

【０２７２】
（色素単量体ＳＴ－６の製造方法）
　テトラフルオロほう酸ナトリウム（ＮａＢＦ4）をＮａＢ（ＣＦ3）4へ変更した他は、
色素単量体ＳＴ－５と同様の方法で、色素単量体ＳＴ－６を合成した。収率は８９．２％
であった。
【０２７３】
（色素単量体ＳＴ－７の製造方法）
　テトラフルオロほう酸ナトリウム（ＮａＢＦ4）を下記に示す原料（４）へ変更した他
は、色素単量体ＳＴ－５と同様の方法で、色素単量体ＳＴ－７を合成した。収率は８３．
５％であった。
【０２７４】
（色素単量体ＳＴ－８の製造方法）
　テトラフルオロほう酸ナトリウム（ＮａＢＦ4）を下記に示す原料（５）（三菱マテリ
アル電子化成社製：シクロ－ヘキサフルオロプロパン－１,３－ビス（スルホニル）イミ
ドカリウム塩）へ変更した他は、色素単量体ＳＴ－５と同様の方法で、色素単量体ＳＴ－
８を合成した。収率は８６．６％であった。
【０２７５】
【化２２】

【０２７６】
（色素単量体ＳＴ－９の製造方法）
　色素単量体ＳＴ－５の製造方法において、色素単量体ＳＴ－１を色素単量体ＳＴ－３へ
、テトラフルオロほう酸ナトリウム（ＮａＢＦ4）をＮａＢ（Ｃ6Ｆ5）4へ変更した他は、
色素単量体ＳＴ－５と同様の方法で、色素単量体ＳＴ－９を合成した。収率は８４．１％
であった。
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（色素単量体ＳＴ－１０の製造方法）
　Ｃ．Ｉ．Ｂａｓｉｃ　Ｖｉｏｌｅｔ　１０（田岡化学社製：Ｒｏｄａｍｉｎｅ　Ｂ）を
色素単量体・前駆体ＳＴＺ－１に変更した他は、色素単量体ＳＴ－１と同様の方法にて、
色素単量体ＳＴ－１０を作成した。収率は４２．８％であった。
【０２７８】
【化２３】

【０２７９】
（色素単量体ＳＴ－１１の製造方法）
　Ｃ．Ｉ．Ｂａｓｉｃ　Ｖｉｏｌｅｔ　１０（田岡化学社製：Ｒｏｄａｍｉｎｅ　Ｂ）を
色素単量体・前駆体ＳＴＺ－２に変更した他は、色素単量体ＳＴ－１と同様の方法にて、
色素単量体ＳＴ－１１を作成した。収率は４６．８％であった。
【０２８０】

【化２４】

【０２８１】
（色素単量体ＳＴ－１２の製造方法）
　環流管を付けた１Ｌのステンレス製反応容器に、窒素雰囲気下、Ｃ．Ｉ．Ｓｏｌｖｅｎ
ｔ　ＲＥＤ　１７２（ＳＲ１７２：Ｓｕｎｂｅｌｔ社製：Ｍｏｒｏｌａｓ　Ｍａｇｅｎｔ
ａ３６）を５．０部、３－アクリロイルオキシプロパン酸１．６部をジクロロメタン４０
ｍｌに溶解させ、１-(３-ジメチルアミノプロピル)-３-エチルカルボジイミド塩酸塩 ２
．２部、ジメチルアミノピリジン０．２５部を添加して室温で２４時間攪拌を行った。得
られたジクロロメタン溶液を、水で洗浄し、減圧乾燥させた後、シリカゲルカラムにて精
製を行い、色素単量体ＳＴ－１２を得た。収率は４６．８％であった。
【０２８２】
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【０２８３】
（色素単量体ＳＴ－１３の製造方法）
　Ｃ．Ｉ．Ｓｏｌｖｅｎｔ　ＲＥＤ　１７２をＣ．Ｉ．Ｓｏｌｖｅｎｔ　ＲＥＤ　２２２
（ＳＲ２２２：Ｎｅｗ　Ｄｒａｇｏｎｉｎｄｕｔｒｉａｌ社製）を変更した以外は、色素
単量体ＳＴ－１２と同様の方法にて、色素単量体ＳＴ－１３を作成した。収率は４７．２
％であった。
【０２８４】
【化２６】

【０２８５】
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【表１】

　
【０２８６】
＜色素単量体の溶解性・評価＞
　作成した色素単量体の有機溶剤への溶解性の確認を行った。作製した色素単量体をそれ
ぞれ下記の組成で混合した後、超音波照射を６０分行って、色素単量体を溶解した。溶解
性の結果を表２に示す。評価結果は、目視で溶解が確認できたものを○、底に沈殿物が見
られたものを×とした。
　色素単量体　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：　４０部
　メトキシプロピルアセテートもしくはシクロヘキサノン　　　：　６０部
【０２８７】
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【表２】

【０２８８】
　今回作成した色素単量体ＳＴ－1～１３は、有機溶剤への溶解性が向上していることが
分かる。
【０２８９】
＜色素単量体分散溶液の製造方法＞
［実施例１］
（色素単量体分散溶液ＳＢ－１の製造）
　下記に従って、各種材料を混合した後、1時間超音波照射を行うことで、色素単量体分
散溶液ＳＢ－１を得た。
　色素単量体・ＳＴ－１   ：　３．８部
　金属錯体化合物・ビス（ヘキサフルオロアセチルアセトナト）Ｃｏ（II）水和物
　（東京化成社製）    ：　０．２部
　アクリル樹脂溶液１ ：３０．０部
　シクロヘキサノン   ：１６．０部
　計   ：５０．０部
【０２９０】
［実施例２～４２、比較例１～３］
（色素単量体分散溶液ＳＢ－２～４５の製造）
　色素単量体分散溶液（ＳＢ－１）の製造における色素単量体ＳＴ－１を表３に記載した
材料へ変更した以外は、色素単量体分散溶液（ＳＢ－１）の場合と同様の方法で、色素単
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【０２９１】
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【表３】

【０２９２】
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Ｓ.Ｏ.４１　：　Ｃ．Ｉ．ソルベントオレンジ４１
Ｓ.Ｏ.５４　：　Ｃ．Ｉ．ソルベントオレンジ５４
Ｓ.Ｏ.５６　：　Ｃ．Ｉ．ソルベントオレンジ５６
Ｓ.Ｏ.６２　：　Ｃ．Ｉ．ソルベントオレンジ６２
Ｓ.Ｏ.９９　：　Ｃ．Ｉ．ソルベントオレンジ９９
Ｓ.Ｒ.８　　：　Ｃ．Ｉ．ソルベントレッド８
Ｓ.Ｒ.９１　：　Ｃ．Ｉ．ソルベントレッド９１
Ｓ.Ｒ.１１８　：　Ｃ．Ｉ．ソルベントレッド１１８
Ｓ.Ｒ.１２２　：　Ｃ．Ｉ．ソルベントレッド１２２
Ｓ.Ｒ.１２７　：　Ｃ．Ｉ．ソルベントレッド１２７
Ｓ.Ｙ.２１　：　Ｃ．Ｉ．ソルベントイエロー２１
Ｓ.Ｙ.６２　：　Ｃ．Ｉ．ソルベントイエロー６２
Ｓ.Ｙ.７９　：　Ｃ．Ｉ．ソルベントイエロー７９
Ｓ.Ｙ.８１　：　Ｃ．Ｉ．ソルベントイエロー８１
Ｓ.Ｙ.８２　：　Ｃ．Ｉ．ソルベントイエロー８２
Ｓ.Ｙ.８３　：　Ｃ．Ｉ．ソルベントイエロー８３
Ｓ.Ｙ.８３：１　：　Ｃ．Ｉ．ソルベントイエロー８３：１
Ｂ.Ｖ.１０　：　Ｃ．Ｉ．ベーシックバイオレット１０
Ｓ.Ｒ.２２２　：　Ｃ．Ｉ．ソルベントレッド２２２
【０２９３】
＜顔料の製造方法＞
（微細化ＰＲ２５４顔料（ＰＲ２５４－１）の製造）
　ジケトピロロピロール顔料Ｃ．Ｉ．ピグメント　レッド　２５４（ＢＡＳＦ社製「Ｂ－
ＣＦ」）２００部、塩化ナトリウム１４００部、およびジエチレングリコール３６０部を
ステンレス製１ガロンニーダー（井上製作所社製）に仕込み、８０℃で６時間混練した。
次にこの混練物を８０００部の温水に投入し、８０℃に加熱しながら２時間攪拌してスラ
リー状とし、濾過、水洗を繰り返して塩化ナトリウムおよびジエチレングリコールを除い
た後、８５℃で一昼夜乾燥し、１９０部の微細化ジケトピロロピロール顔料（ＰＲ２５４
－１）を得た。
【０２９４】
（微細化ＰＲ１７７顔料（ＰＲ１７７－１）の製造）
　アントラキノン系赤色顔料Ｃ．Ｉ．ピグメント　レッド　１７７（ＢＡＳＦ社製「クロ
モフタルレッド Ａ２Ｂ」）２００部、塩化ナトリウム１４００部、およびジエチレング
リコール３６０部をステンレス製１ガロンニーダー（井上製作所社製）に仕込み、８０℃
で６時間混練した。次にこの混練物を８０００部の温水に投入し、８０℃に加熱しながら
２時間攪拌してスラリー状とし、濾過、水洗を繰り返して塩化ナトリウムおよびジエチレ
ングリコールを除いた後、８５℃で一昼夜乾燥し、アントラキノン系の微細化赤色顔料（
ＰＲ１７７－１）を得た。
【０２９５】
（微細化緑色顔料（ＰＧ５８－１）の製造）
　フタロシアニン系緑色顔料Ｃ．Ｉ．ピグメント　グリーン　５８（ＤＩＣ株式会社製「
ＦＡＳＴＯＧＥＮ ＧＲＥＥＮ Ａ１１０」）２００部、塩化ナトリウム１４００部、およ
びジエチレングリコール３６０部をステンレス製１ガロンニーダー（井上製作所社製）に
仕込み、８０℃で６時間混練した。次にこの混練物を８０００部の温水に投入し、８０℃
に加熱しながら２時間攪拌してスラリー状とし、濾過、水洗を繰り返して塩化ナトリウム
およびジエチレングリコールを除いた後、８５℃で一昼夜乾燥し、微細化緑色顔料（ＰＧ
５８－１）を得た。
【０２９６】
（微細化黄色顔料（ＰＹ１５０－１）の製造）
　ニッケル錯体系黄色顔料Ｃ．Ｉ．ピグメント　イエロー　１５０（ランクセス社製「Ｅ
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－４ＧＮ」）２００部、塩化ナトリウム１４００部、およびジエチレングリコール３６０
部をステンレス製１ガロンニーダー（井上製作所社製）に仕込み、８０℃で６時間混練し
た。次にこの混練物を８リットルの温水に投入し、８０℃に加熱しながら２時間攪拌して
スラリー状とし、濾過、水洗を繰り返して塩化ナトリウムおよびジエチレングリコールを
除いた後、８５℃で一昼夜乾燥し、微細化黄色顔料（ＰＹ１５０－１）を得た。
【０２９７】
（微細化青色顔料（ＰＢ１５：６－１）の製造）
　フタロシアニン系青色顔料Ｃ．Ｉ．ピグメント　ブルー　１５：６（トーヨーカラー株
式会社製「ＬＩＯＮＯＬ　ＢＬＵＥ　ＥＳ」、比表面積６０ｍ2／ｇ）２００部、塩化ナ
トリウム１４００部、およびジエチレングリコール３６０部をステンレス製１ガロンニー
ダー（井上製作所社製）に仕込み、８０℃で６時間混練した。次にこの混練物を８０００
部の温水に投入し、８０℃に加熱しながら２時間攪拌してスラリー状とし、濾過、水洗を
繰り返して塩化ナトリウムおよびジエチレングリコールを除いた後、８５℃で一昼夜乾燥
し、微細化青色顔料（ＰＢ１５：６－１）を得た。
【０２９８】
（微細化紫色顔料（ＰＶ２３－１）の製造）
　ジオキサジン系紫色顔料Ｃ．Ｉ．ピグメント　バイオレット　２３（トーヨーカラー株
式会社製「ＬＩＯＮＯＧＥＮ　ＶＩＯＬＥＴ　ＲＬ」）２００部、塩化ナトリウム１４０
０部、およびジエチレングリコール３６０部をステンレス製１ガロンニーダー（井上製作
所社製）に仕込み、８０℃で６時間混練した。次にこの混練物を８０００部の温水に投入
し、８０℃に加熱しながら２時間攪拌してスラリー状とし、濾過、水洗を繰り返して塩化
ナトリウムおよびジエチレングリコールを除いた後、８５℃で一昼夜乾燥し、紫色微細化
紫色顔料（ＰＶ２３－１）を得た。
【０２９９】
＜樹脂型分散剤溶液の調製＞
　市販の樹脂型分散剤である、ＢＡＳＦ社製ＥＦＫＡ４３００と、エチレングリコールモ
ノメチルエーテルアセテートを用いて不揮発分４０重量％溶液に調製し、樹脂型分散剤溶
液１として使用した。
【０３００】
＜顔料分散体の製造方法＞
（ＰＲ２５４・顔料分散体（ＧＰ－１））
　下記の混合物を均一になるように攪拌混合した後、直径０．５ｍｍのジルコニアビーズ
を用いて、アイガーミル（アイガージャパン社製「ミニモデルＭ－２５０　ＭＫＩＩ」）
で３時間分散した後、５．０μｍのフィルタで濾過し、不揮発成分が２０重量％の顔料分
散体（Ｐ－２２）を作製した。
　微細化ＰＲ２５４顔料（ＰＲ２５４－１）　　：１１．０部
　アクリル樹脂溶液１　　　  　　　　　　　　：１７．５部
　プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート（ＰＧＭＡＣ）：６６．５部
　樹脂型分散剤溶液１     　　　　　　　　　 ：　５．０部
【０３０１】
（ＰＲ１７７・顔料分散体（ＧＰ－２））
　顔料分散体（ＧＰ－１）の製造方法における微細化ＰＲ２５４顔料（ＰＲ２５４－１）
顔料をＰＲ１７７－１に変更した以外は顔料分散体（ＧＰ－１）と同様の方法でＰＲ１７
７・顔料分散体（ＧＰ－２）を作製した。
【０３０２】
（ＰＧ５８・顔料分散体（ＧＰ－３））
　顔料分散体（ＧＰ－１）の製造方法における微細化ＰＲ２５４顔料（ＰＲ２５４－１）
顔料をＰＧ５８－１に変更した以外は顔料分散体（ＧＰ－１）と同様の方法でＰＧ５８・
顔料分散体（ＧＰ－３）を作製した。
【０３０３】
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（ＰＹ１５０・顔料分散体（ＧＰ－４））
　顔料分散体（ＧＰ－１）の製造方法における微細化ＰＲ２５４顔料（ＰＲ２５４－１）
顔料をＰＹ１５０－１に変更した以外は顔料分散体（ＧＰ－１）と同様の方法でＰＹ１５
０・顔料分散体（ＧＰ－４）を作製した。
【０３０４】
（ＰＢ１５：６・顔料分散体（ＧＰ－５））
　顔料分散体（ＧＰ－１）の製造方法における微細化ＰＲ２５４顔料（ＰＲ２５４－１）
顔料をＰＢ１５：６－１に変更した以外は顔料分散体（ＧＰ－１）と同様の方法でＰＢ１
５：６・顔料分散体（ＧＰ－５）を作製した。
【０３０５】
（ＰＶ２３・顔料分散体（ＧＰ－６））
　顔料分散体（ＧＰ－１）の製造方法における微細化ＰＲ２５４顔料（ＰＲ２５４－１）
顔料をＰＶ２３－１に変更した以外は顔料分散体（ＧＰ－１）と同様の方法でＰＶ２３・
顔料分散体（ＧＰ－６）を作製した。
【０３０６】
＜緑色および青色感光性着色組成物の製造方法＞
（緑色感光性着色組成物（ＲＧ－１））
　下記組成の混合物を均一になるように撹拌混合した後、１μｍのフィルタで濾過して、
緑色感光性着色組成物（ＲＧ－１）を作製した。
　ＰＧ５８・顔料分散体（ＧＰ－３）        　　　　　　　　：３２．０部
　ＰＹ１５０・顔料分散体（ＧＰ－４） 　   　　　　　　　　：１８．０部
　アクリル樹脂溶液１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：　７．５部
　光重合性単量体（東亞合成社製「アロニックスＭ－４０２」）：　２．０部
　　　ジペンタエリスリトールヘキサアクリレート
　光重合開始剤（ＢＡＳＦ社製「ＯＸＥ－０２」） 　 　　　　：　１．５部
　　　エタノン，１－［９－エチル－６－（２－メチルベンゾイル）－９Ｈ－
　　　カルバゾール－３－イル］－，１－（０－アセチルオキシム）
　シクロヘキサノン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：３９．０部
【０３０７】
（青色感光性着色組成物（ＲＢ－１））
　下記組成の混合物を均一になるように撹拌混合した後、１μｍのフィルタで濾過して、
青色感光性着色組成物（ＲＢ－１）を作製した。
　ＰＢ１５：６・顔料分散体（ＧＰ－５） 　 　　　　　　　　：４５．０部
　ＰＶ２３・顔料分散体（ＧＰ－６） 　     　　　　　　　　：　５．０部
　アクリル樹脂溶液１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：　７．５部
　光重合性単量体（東亞合成社製「アロニックスＭ－４０２」）：　２．０部
　光重合開始剤（ＢＡＳＦ社製「ＯＸＥ－０２」）　　　　　　：　１．５部
　シクロヘキサノン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：３９．０部
【０３０８】
＜着色組成物の評価＞
［実施例１４～５５、比較例４～６］
　得られた色素単量体分散溶液（ＳＢ－１～４５）を用いて、塗膜のコントラスト比（Ｃ
Ｒ）、および耐熱性の評価を下記方法で行った。表４に評価結果を示す。
【０３０９】
（塗膜のコントラスト比（ＣＲ）評価）
　液晶ディスプレー用バックライトユニットから出た光は、偏光板を通過して偏光され、
ガラス基板上に塗布された着色組成物の塗膜を通過し、もう一方の偏光板に到達する。こ
の際、偏光板と偏光板の偏光面が並行であれば、光は偏光板を透過するが、偏光面が直交
している場合には光は偏光板により遮断される。しかし、偏光板によって偏光された光が
着色組成物の塗膜を通過する際に、着色剤粒子によって散乱等が起こり、偏光面の一部に
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光が透過する。この透過光を偏光板上の輝度として測定し、偏光板が並行の際の輝度と、
直交の際の輝度との比を、コントラスト比として算出した。

　　　（コントラスト比）＝（並行のときの輝度）／（直交のときの輝度）

　従って、塗膜中の着色剤により散乱が起こると、並行のときの輝度が低下し、かつ直交
のときの輝度が増加するため、コントラスト比が低くなる。
【０３１０】
　なお、輝度計としては色彩輝度計（トプコン社製「ＢＭ－５Ａ」）、偏光板としては偏
光板（日東電工社製「ＮＰＦ－Ｇ１２２０ＤＵＮ」）を用いた。測定に際しては、測定部
分に１ｃｍ角の孔を開けた黒色マスクを介して測定した。
【０３１１】
　色素単量体・分散溶液（ＳＢ－１～４５）を、１００ｍｍ×１００ｍｍ、１．１ｍｍ厚
のガラス基板上に、スピンコーターを用いて塗布し、次に７０℃で２０分乾燥し、ついで
２２０℃で６０分間加熱、放冷することで塗膜基板を作製した。得られた塗布基板のコン
トラスト比（ＣＲ）を測定した。作製した塗膜基板は、２２０℃での熱処理後で、膜厚が
1.5μｍとなるよう調整した。
　コントラスト比は、下記基準に従って判定した。
　　　◎：９０００以上
　　　○：６０００以上～９０００未満
　　　△：３０００以上～６０００未満
　　　×：３０００未満
【０３１２】
（耐熱性評価）
　色素単量体・分散溶液（ＳＢ－１～４５）を、１００ｍｍ×１００ｍｍ、１．１ｍｍ厚
のガラス基板上に、スピンコーターを用いて塗布し、次に７０℃で２０分乾燥し、ついで
２２０℃で６０分間加熱、放冷することで塗膜基板を作製した。作製した塗膜基板は、２
２０℃での熱処理後で、得られた塗膜の膜厚が１．５μｍとなるよう調整した。得られた
塗膜のＣ光源での色度（［Ｌ＊(１)、ａ＊(１)、ｂ＊(１)］）を顕微分光光度計（オリン
パス光学社製「ＯＳＰ－ＳＰ１００」）を用いて測定した。さらにその後、耐熱性試験と
して２２０℃で１時間加熱し、Ｃ光源での色度（［Ｌ＊(２)、ａ＊(２)、ｂ＊(２)］）を
測定し、下記計算式により、色差ΔＥａｂ＊を求め、下記基準に従って判定した。
　ΔＥａｂ＊ ＝ √((L*(2)- L*(1))2+ (a*(2)- a*(1)) 2+( b*(2)- b*(1)) 2) 
　　　◎：ΔＥａｂ＊が３．０未満
　　　○：ΔＥａｂ＊が５．０未満
　　　△：ΔＥａｂ＊が５．０以上、１０．０未満
　　　×：ΔＥａｂ＊が１０．０以上
【０３１３】
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【表４】

 
【０３１４】
　表４に示すように、本発明のカラーフィルタ用着色組成物は、いずれも耐熱性に優れか
つ高コントラスト比であった。本発明の色素単量体（Ａ）と金属錯体化合物（Ｂ）と組み
合わせることで高コントラスト化を達成している。
【０３１５】
＜感光性着色組成物の製造＞
［実施例４３］
（赤色感光性着色組成物（ＲＲ－１））
　下記の混合物(合計１００部)を均一になるように攪拌混合した後、１．０μmのフィル
タで濾過して、赤色感光性着色組成物（ＲＲ－１）を得た。
（色素単量体分散溶液/顔料分散体） （計６２．５部）
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　色素単量体・分散溶液　（ＳＢ－１）   　 ：３７．５部
　ＰＲ２５４・顔料分散体（ＧＰ－１）      ：２５．０部
　アクリル樹脂溶液１　　　　　　　　　　　：　７．５部
　光重合性単量体（東亞合成社製「アロニックスＭ－４０２」）：　２．０部
　光重合開始剤（ＢＡＳＦ社製「ＯＸＥ－０２」）　　　　　　：　１．５部
　メトキシプロピルアセテート　　　　　　　：２６．５部
【０３１６】
［実施例４４～８４、比較例４］
（赤色感光性着色組成物（ＲＲ－２～４３））
　色素単量体・分散溶液と顔料分散体を、表５に示す種類に変更した以外は、赤色感光性
着色組成物（ＲＲ－１）と同様にして赤色感光性着色組成物（Ｒ－２～４３）を得た。各
感光性着色組成物においては、色素単量体分散溶液と顔料分散体の合計の６２．５部の内
訳を、それぞれの着色組成物の明度評価用の塗膜基板がＣ光源においてｘ＝０．６５８、
ｙ＝０．３２５になるように、比率を調整し、赤色感光性着色組成物１００部を調製した
。
【０３１７】
［比較例８］
（赤色感光性着色組成物（ＲＲ－４４））
　下記の混合物(合計１００部)を均一になるように攪拌混合した後、１．０μmのフィル
タで濾過して、赤色感光性着色組成物（ＲＲ－４４）を得た。
　ＰＲ２５４・顔料分散体（ＧＰ－１）  　　：２７．０部
　ＰＲ１７７・顔料分散体（ＧＰ－２）      ：２３．０部
　アクリル樹脂溶液１　　　 　　　　       ：　７．５部
　光重合性単量体（東亞合成社製「アロニックスＭ－４０２」）：　２．０部
　光重合開始剤（ＢＡＳＦ社製「ＯＸＥ－０２」）　　　 　　 ：　１．５部
　メトキシプロピルアセテート  　　　　　　：３９．０部
【０３１８】
＜感光性着色組成物の評価＞
　得られた赤色感光性着色組成物（ＲＲ－１～４４）を用いて、作製した赤色塗膜の明度
の評価を下記方法で行った。表５に評価結果を示す。
【０３１９】
（明度評価）
　感光性着色組成物（ＲＲ－１～４４）を、１００ｍｍ×１００ｍｍ、１．１ｍｍ厚のガ
ラス基板上に、スピンコーターを用いて塗布し、７０℃で２０分乾燥後、さらに２３０℃
で６０分加熱して得られた基板の色度が、Ｃ光源においてｘ＝０．６５８、ｙ＝０．３２
５になるような塗布基板を得た。得られた基板の明度（Ｙ）を顕微分光光度計（オリンパ
ス光学社製「ＯＳＰ－ＳＰ２００」）で測定した。評価基準は下記のとおりである。
　　　◎　・・・　１９．２以上
　　　○　・・・　１９．０以上１９．２未満
　　　△　・・・　１８．８以上１９．０未満
　　　×　・・・　１８．８未満
【０３２０】
（コントラスト比評価）
　感光性着色組成物（ＲＲ－１～４４）を、１００ｍｍ×１００ｍｍ、１．１ｍｍ厚のガ
ラス基板上に、スピンコーターを用いて塗布し、次に７０℃で２０分乾燥し、ついで２２
０℃で６０分間加熱、放冷することで塗膜基板を作製した。得られた塗布基板のコントラ
スト比（ＣＲ）を測定した。作製した塗膜基板は、２２０℃での熱処理後で、Ｃ光源にお
いてｘ＝０．６５８、ｙ＝０．３２５になるよう調整した。
　コントラスト比は、下記基準に従って判定した。
　　　◎：１６０００以上
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　　　○：１４０００以上～１６０００未満
　　　△：１２０００以上～１４０００未満
　　　×：１２０００未満
【０３２１】
【表５】

【０３２２】
　表５に示すように、本発明のカラーフィルタ用着色組成物は、顔料系に比べ明度に優れ
た結果であった。また、色素単量体（Ａ）と金属錯体化合物（Ｂ）を組み合わせることで
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高コントラスト比を達成することができた。
【０３２３】
＜カラーフィルタの作製＞
　本発明の赤色感光性着色組成物（ＲＲ－１）をスピンコート法により、予めブラックマ
トリックスが形成されているガラス基板に塗工した後、クリーンオーブン中で、７０℃で
２０分間プリベークした。次いで、この基板を室温に冷却した後、超高圧水銀ランプを用
い、フォトマスクを介して紫外線を露光した。
　その後、この基板を２３℃の０．２重量％の炭酸ナトリウム水溶液にて３０ 秒間スプ
レー現像した後、イオン交換水で洗浄し、風乾した。さらに、クリーンオーブン中で、２
３０℃で３０分間ポストベークを行い、基板上にストライプ状の着色画素層を形成した。
　次に、緑色感光性着色組成物（ＲＧ－１）を使用し、赤色着色画素層と同様にして緑色
着色画素層を形成し、さらに、青色感光性着色組成物（ＲＢ－１）を使用して赤色着色画
素層と同様にして青色着色画素層を形成し、カラーフィルタ（ＣＦ－１）を得た。各着色
画素層の形成膜厚はいずれも２．０μｍであった。
【０３２４】
　本発明の赤色着色組成物を使用したカラーフィルタは明度が高く、コントラスト比も優
れた結果であり、本発明の効果が立証された。
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